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別紙様式１－１ 
 石川県立小松高等学校 指定第Ⅳ期目 ～

  
❶令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

 
① 研究開発課題  

 
正答のない問題に粘り強く取り組み、解決することができる探究力を持った人材の育成 

 
② 研究開発の概要  

【１】課題研究を中心に据えた 3 年間の学習体系の研究開発

・課題発見型の授業を展開し、その成果を普及する。

・オンラインでの学習環境を有効に活用した授業実践に取り組む。

【２】第 3 学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

・大学レベルの数学を活用した領域融合学習を実践する。

【３】生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

・生徒参加型ルーブリックによる評価に取り組む。

・失敗を（失敗から何を学んだのかを）評価する体制を構築する。

③ 令和５年度実施規模  
 

学科・コース 
 

1 年生 2 年生 3 年生 計  
 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

理数科 
普

通

科 

人文科学コース 
普通コース文系 
普通コース理系 

理数科（ 名）及び普通科（ 名）の全校生徒を研究対象とする。
 

④ 研究開発の内容  
 
 
 
 

○研究開発計画

第１年次

①第１学年の学校設定科目を改編し、探究スキル育成のための学習を充実させる。ま

た、通常授業における「探究力」育成のための取組の成果を検証する。

②ルーブリックによる評価活動において、生徒による自己評価活動を充実させ、生徒

の探究の過程を言語化させて、その成果を検証する。

 

第２年次

①第２学年の学校設定科目「課題探究Ⅱ」（理数科）、「課題探究」「人文科学課題研究

Ⅰ」（普通科）の設置を継続する。「こまつ研究サポートプログラム」の有効性を検

証する。

②第２学年での通常授業における領域融合学習の成果を検証する。

③自己評価能力育成のために生徒が主体となる評価方法を開発し成果を検証する。

第３年次
（本年度）

①第３学年の学校設定科目における領域融合学習の設置継続とその効果を検証す

る。

②課題研究を充実させるとともに、パフォーマンス評価の成果を検証する。

第４年次 ＳＳＨ中間評価や３年間の校内での検証を受け、研究の見直し、改善を図る。

第５年次
これまでの研究の成果を積極的に発信するとともに、５年間の総括を行い、

次期ＳＳＨについての検討を行う。
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○教育課程上の特例  
＜削減する教科・科目と代替措置＞ 

高度な課題研究および探究学習を、以下の学校設定科目の開設により実施する。 
ア 学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」では、「情報Ⅰ」 単位分を代替し、

「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザイン」などを学ばせ、情報をわかりやす

く表現し、効率的に伝達する能力を育成する。 
イ 学校設定科目「課題探究Ⅱ」では、「課題研究」１単位分を代替し、特定の自然の事物、現象に

関する研究や自然環境の調査に基づく研究、科学や数学を発展させた原理・法則に関する研究に

取り組ませ、充実した探究活動を行わせる。

ウ 学校設定科目「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」では、「総合的な探究の時間」３単位分を代替し、自ら課

題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する能力を育成する。問題の解決方法を、主体

的、創造的、協働的に取り組む態度を身に付けさせる。 
エ 学校設定科目「探究基礎」、「課題探究」、「科学探究」、「人文科学課題研究Ⅰ・Ⅱ」は「総合的

な探究の時間」３単位分を代替する。自ら課題を発見し、学び、主体的に判断し、よりよく問題

を解決する能力を育成する。また、探究力の育成も行う。 
 
【令和４年度入学生～】 

【令和３年度入学生】
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○教育課程上の特例  
＜削減する教科・科目と代替措置＞ 
高度な課題研究および探究学習を、以下の学校設定科目の開設により実施する。 
ア 学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」では、「情報Ⅰ」 単位分を代替し、

「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザイン」などを学ばせ、情報をわかりやす

く表現し、効率的に伝達する能力を育成する。 
イ 学校設定科目「課題探究Ⅱ」では、「課題研究」１単位分を代替し、特定の自然の事物、現象に

関する研究や自然環境の調査に基づく研究、科学や数学を発展させた原理・法則に関する研究に

取り組ませ、充実した探究活動を行わせる。

ウ 学校設定科目「課題探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」では、「総合的な探究の時間」３単位分を代替し、自ら課

題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する能力を育成する。問題の解決方法を、主体

的、創造的、協働的に取り組む態度を身に付けさせる。 
エ 学校設定科目「探究基礎」、「課題探究」、「科学探究」、「人文科学課題研究Ⅰ・Ⅱ」は「総合的

な探究の時間」３単位分を代替する。自ら課題を発見し、学び、主体的に判断し、よりよく問題

を解決する能力を育成する。また、探究力の育成も行う。 
 
【令和４年度入学生～】 

【令和３年度入学生】
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○令和５年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項

（１）課題研究及び探究活動に関する教科・科目

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜第１学年＞

学校設定科目「課題探究Ⅰ」（理数科） 
学校設定科目「探究基礎」（普通科） 
学校設定科目「プレゼンテーション＆ディスカッション」（全科共通） 

すべての探究活動に共通で必要な「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザイ

ン」など、「情報Ⅰ」の内容を学びつつ、論理的思考力、主体的に考える態度、英語で討議する能

力、適切にプレゼンテーションする能力を育成する。

＜第２学年＞

学校設定科目「課題探究Ⅱ」（理数科） 
学校設定科目「課題探究」｢人文科学課題研究Ⅰ」（普通科） 

理数科では、｢課題探究Ⅰ」で開始した研究を継続し、普通科では、｢探究基礎」で育成された

課題発見能力、探究スキルを用いて課題を設定し、課題研究を行う。どちらも必要に応じて大学

教員に指導・助言を受ける。また、県の発表会や校内発表会、各種学会高校生部門及び海外交流

における発表会（DSHS International Science and Culture Fair）で成果を発表する。 
＜第３学年＞

学校設定科目「課題探究Ⅲ」（理数科） 
学校設定科目「科学探究」「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科） 

理数科、普通科ともに科目融合、領域融合学習を行った後、第２学年で行った研究を継続し、

個人でまとめる。 

（２）課題研究とその他教科・科目との連携の例

・探究スキル育成のため、１年次に理系進学希望者は「化学基礎｣「物理基礎｣「数学Ⅰ、Ⅱ、A」、

文系進学希望者は「生物基礎｣「地学基礎」の基礎学習を行いながら、｢探究基礎」において、

理科領域の実験を行い、データ分析方法を学習した。 
・「課題探究Ⅱ」及び「人文科学課題研究Ⅰ」における英語発表（国内・国外）の基礎とするた

め「英語コミュニケーションⅠ」と連動して指導を行った。 

○具体的な研究事項・活動内容

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

ア 学校設定科目の研究開発

・「探究基礎」におけるディベート学習、探究スキル育成講座の実施 
・「課題探究Ⅰ」における教科横断学習及び物理・化学領域の実験を通した探究スキルの育成 

および課題研究のテーマ設定 
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・「プレゼンテーション＆ディスカッション」における情報機器による資料の収集とデータ解析 
・「課題探究Ⅱ｣「課題探究」「人文科学課題研究Ⅰ」における課題研究の充実および英語発表（国

内・国外）の実践 
・「課題探究Ⅲ｣「科学探究｣「人文科学課題研究Ⅱ」における科目融合・領域融合学習の取組

イ 課題研究における大学・企業との連携拡大およびシステム化の開発・普及

・「こまつ研究サポートプログラム」による企業・大学との連携 
・「課題探究Ⅱ」における大学教員を招いてのグループ別報告会の実施（年 3 回程度） 

ウ 探究活動を充実させるための課外活動・フィールドワークの実施・研究開発

・「野外実習｣「関東サイエンスツアー｣「大学実験セミナー｣「国際科学交流」の実施

エ 課題発見型の授業の研究 
・本校教員の研究指導力向上のための研修会の実施 
・「主体的・対話的で深い学び」につながる授業改善の取組・検証 
・課題発見型の授業実践と普及 

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

学校設定科目「課題探究Ⅲ｣「科学探究｣「人文科学課題研究Ⅱ」における科目融合・領域融合型

の探究活動の取組 

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

ア 生徒の自己評価能力を育成するための、学校設定科目における「生徒参加型ルーブリック」を

用いたパフォーマンス評価の研究

イ 失敗から学び、粘り強く探究し続けることを促すための、｢振り返りシート」による評価方法の

研究

⑤ 研究開発の成果と課題  

〇研究成果の普及について

（１）地域の高等学校との連携による課題研究の普及・推進 

・学校訪問や授業見学を受け入れ、地域の高等学校に対して課題研究の指導手法を普及した。

・すべての探究活動成果発表会を公開・オンライン公開し、多くの参観者に指導方法および評価方

法についての資料を配布した。

・地域の高等学校の生徒が、本校の課題研究発表会に参加し合同発表会を行った。その際、本校の

ルーブリックを使用して評価を行い、結果をフィードバックした。

 

（２）その他（研究会での教員の発表） 

・令和 年度石川県教育課程研究集会「理科」の部において、理科教員が本校の「探究基礎｣「課題

探究」について事例発表を行った。

○実施による成果とその評価

・諸活動を生徒へのアンケートで成果を評価し、課題研究を中心に据えた３年間の学習体系が生徒

の「探究力」の育成に役立つことについて、本校が独自に開発したＥＩの概念を用いた探究力検

査である「ＥＩ検査｣、定期考査における「探究力を測る問題」によってその伸長度を今年度も検

証した。

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

・学校設定科目「課題探究Ⅰ」において、科学的な手法を用いて課題を解決するプロセスを体験さ
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用いたパフォーマンス評価の研究

イ 失敗から学び、粘り強く探究し続けることを促すための、｢振り返りシート」による評価方法の

研究

⑤ 研究開発の成果と課題  

〇研究成果の普及について

（１）地域の高等学校との連携による課題研究の普及・推進 

・学校訪問や授業見学を受け入れ、地域の高等学校に対して課題研究の指導手法を普及した。

・すべての探究活動成果発表会を公開・オンライン公開し、多くの参観者に指導方法および評価方

法についての資料を配布した。

・地域の高等学校の生徒が、本校の課題研究発表会に参加し合同発表会を行った。その際、本校の

ルーブリックを使用して評価を行い、結果をフィードバックした。

 

（２）その他（研究会での教員の発表） 

・令和 年度石川県教育課程研究集会「理科」の部において、理科教員が本校の「探究基礎｣「課題

探究」について事例発表を行った。

○実施による成果とその評価

・諸活動を生徒へのアンケートで成果を評価し、課題研究を中心に据えた３年間の学習体系が生徒

の「探究力」の育成に役立つことについて、本校が独自に開発したＥＩの概念を用いた探究力検

査である「ＥＩ検査｣、定期考査における「探究力を測る問題」によってその伸長度を今年度も検

証した。

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

・学校設定科目「課題探究Ⅰ」において、科学的な手法を用いて課題を解決するプロセスを体験さ
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せ、さらに探究スキルを学ばせることで、課題研究の自主的なテーマ設定につなげさせる取組を

行った。 
・学校設定科目「探究基礎」において、昨年度開講した「データサイエンス講座」を充実させ、課

題研究に必要なデータ処理の基本を身に付けさせた。 
・英語での発表を通して、英語の資料収集の方法、科学英語の読解、情報機器を用いた発表の方法

だけでなく、情報とメディア、情報セキュリティ、情報デザインについても学ばせた。その結果、

英語で情報を収集し、英語で発表する活動を通して、発表能力及び英語で討論する能力が育成さ

れた。 
・学校設定科目「課題探究Ⅱ｣「課題探究｣「人文科学課題研究Ⅰ」において、｢こまつ研究サポート

プログラム」による指導助言を効率よく受けさせ、オンライン通信などで生徒が随時大学の教員

に質問できるようにした。その結果、研究のレベルや生徒の意欲を高め、研究活動の充実につな

げることができた。 
・教員の探究活動指導力向上のための研修会の実施は、課題研究の指導や、｢主体的・対話的で深い

学び」につながる授業づくりに寄与した。 
・第Ⅰ期より数学の課題研究が毎年複数行われてきた。年々数学の課題研究を希望する生徒が増加

してきた。今年度は、さらに日本数学 A-lympiad 出場数が昨年の 9 チームから 12 チームと増加

し、優良賞（１チーム）と審査員奨励賞（１チーム）を受賞することができた。これは本校の数

学科教員の間で課題研究指導が定着してきたことによる適切な助言や１年生から数学をテーマ

とした探究活動の多さ、生徒が課題に向かって粘り強く取り組んだ結果によるものである。 

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

・昨年度までの領域融合科目の教材開発を礎に、｢課題探究Ⅲ」において、｢大学への学び」への学

びとして、生徒の興味・関心に応じて「数物領域｣「工学領域」｢社会学領域」｢生化学領域｣「薬

学領域」の５つの領域融合の探究学習を実施した。さらに、昨年度の課題研究を踏まえて生徒が

設定した「数学を活用して問題を解決する」手法を使って、探究的な活動に重点的に取り組ませ

発表会を行った。 

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

・学校設定科目において、生徒に、生徒参加型ルーブリックを作成させることで、評価の観点を明

確にし、目標を持たせ、意欲的に取り組ませることができた。

・本校では、「探究力」の伸長度を測定するため、専門家の指導を受けながらＥＩの概念を用いた検

査を研究開発してきた。通常授業における「探究力」育成の成果を評価するために、定期考査に

おいて探究力を測定する問題を取り入れ、複合的に探究力の伸長度を測定し、カリキュラム評価

の指標を検討した。

○実施上の課題と今後の取組

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

〇学校設定科目

１．「課題探究Ⅰ」（理数科・１年）

第 学年での学習（｢理数生物｣「理数地学｣「理数数学Ⅰ｣「理数数学特論」及び学校設定科目「課

題探究Ⅰ」）が課題研究の基礎学習として生徒の探究力を伸ばし、意欲を向上させるためにも、「物

理基礎｣「化学基礎」との関係性を生かした教材を開発する。 
２．「探究基礎」（普通科・１年） 

研究において必要なデータ処理についての教材を開発し、実践する。その際には「情報Ⅰ」との

関係性を考慮しながら昨年度から開講した「データサイエンス講座」の内容を精査する。また、全
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生徒が数学・理科の「探究スキル育成講座」に取り組む。 
３．「プレゼンテーション＆ディスカッション」（全科・１年）

「情報Ⅰ」の内容のうち、「情報とメディア」「情報セキュリティ」等の探究活動に必要な部分を

学習し「英語コミュニケーションⅠ」と連動して、科学的テーマを取り扱った発表能力、討論能力

を育成する。 

４．「課題探究Ⅱ」（理数科・２年）、「課題探究」（普通科普通コース・２年）

生徒が粘り強く研究を進めるための体制を整えるために、年に３回振り返りシートによって生徒

の「失敗」を分析する。さらに「失敗をどのように今後に生かしたか」については、検証方法を開

発し、評価方法を開発する。

５．「人文科学課題探究Ⅰ」（普通科人文科学コース・２年）

外部の専門家の指導・助言の機会を維持しつつ、教員も研究の論理性に関する鋭い批判力や、研

究方法に関する問題点を適時的に指導する能力をさらに高めていく。

○○課課題題研研究究をを充充実実ささせせるるたためめののフフィィーールルドドワワーークク、、大大学学・・企企業業等等ととのの連連携携及及びび国国際際共共同同研研究究

フィールドワーク、大学・企業等との連携、国際共同研究による課題研究の充実が、生徒の「探

究力」の育成に有効であるという認識が、担当者と連携先との間で共有された。今後はその視点を、

企業・大学等の方々とさらに共有する。

今年度から対面による国際科学交流を再開した。７月に大田科学高校生徒が来日し、共同研究

合同合宿を行い、 つのテーマに関して研究の進捗状況の発表と、質疑・討議を行った。北陸先端

科学技術大学院大学 ＪＡＩＳＴ と「大学実験セミナー」を共同企画し、開催した。各自が事前に

３Ｄ－ＣＡＤを用いてデザインしたパズルのデータを持ち寄り、日韓混成の班において、「パズル

のデザイン選定」、「最新鋭のレーザーカッターを操作してのパズルの切り出し」、「切り出したパズ

ルの改善点の話し合い」、「クロームブック上での再デザイン」、「再度のパズルの切り出し」を、全

て英語で話し合いながら行った。また、各班が自作したパズルについて、英語スライドと原稿を作

成し、口頭発表会を行った。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

・｢課題探究Ⅲ」（理数科・３年）では、大学レベルの数学を活用した学習の教材を深化させ、さら

に教材数を増やし、大学での研究に必要な力を身に付けさせる。また、生徒の興味・関心に応じ

て課題研究に取り組ませる。 
・「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科人文科学コース・３年）では、従来の英語による探究活動に加え

て、文系科目と理系科目の領域融合学習を行う。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

１．ルーブリックによるパフォーマンス評価の充実と生徒参加型ルーブリックの取組

理数科における「生徒参加型のルーブリック」は定着しつつあり、今後、普通科へ普及させる。 
「失敗」の評価を行うためには「失敗」の定義づけから行わなければならない。また、「失敗を

生かして取り組んだ」「粘り強く取り組んだ」などの「探究の過程の評価」を検討する。次年度

は「失敗をどのように生かしたか」についての評価方法をさらに研究する。 
２．「探究力」の伸長度を測定するための客観的検査（ＥＩ検査）

ポートフォリオや「ＥＩ検査」「探究力を測る問題」等、質の異なるデータを組み合わせて研究

の評価を行うことで、生徒の探究力の伸長を測定する。 
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生徒が数学・理科の「探究スキル育成講座」に取り組む。 
３．「プレゼンテーション＆ディスカッション」（全科・１年）

「情報Ⅰ」の内容のうち、「情報とメディア」「情報セキュリティ」等の探究活動に必要な部分を

学習し「英語コミュニケーションⅠ」と連動して、科学的テーマを取り扱った発表能力、討論能力

を育成する。 

４．「課題探究Ⅱ」（理数科・２年）、「課題探究」（普通科普通コース・２年）

生徒が粘り強く研究を進めるための体制を整えるために、年に３回振り返りシートによって生徒

の「失敗」を分析する。さらに「失敗をどのように今後に生かしたか」については、検証方法を開

発し、評価方法を開発する。

５．「人文科学課題探究Ⅰ」（普通科人文科学コース・２年）

外部の専門家の指導・助言の機会を維持しつつ、教員も研究の論理性に関する鋭い批判力や、研

究方法に関する問題点を適時的に指導する能力をさらに高めていく。

○○課課題題研研究究をを充充実実ささせせるるたためめののフフィィーールルドドワワーークク、、大大学学・・企企業業等等ととのの連連携携及及びび国国際際共共同同研研究究

フィールドワーク、大学・企業等との連携、国際共同研究による課題研究の充実が、生徒の「探

究力」の育成に有効であるという認識が、担当者と連携先との間で共有された。今後はその視点を、

企業・大学等の方々とさらに共有する。

今年度から対面による国際科学交流を再開した。７月に大田科学高校生徒が来日し、共同研究

合同合宿を行い、 つのテーマに関して研究の進捗状況の発表と、質疑・討議を行った。北陸先端

科学技術大学院大学 ＪＡＩＳＴ と「大学実験セミナー」を共同企画し、開催した。各自が事前に

３Ｄ－ＣＡＤを用いてデザインしたパズルのデータを持ち寄り、日韓混成の班において、「パズル

のデザイン選定」、「最新鋭のレーザーカッターを操作してのパズルの切り出し」、「切り出したパズ

ルの改善点の話し合い」、「クロームブック上での再デザイン」、「再度のパズルの切り出し」を、全

て英語で話し合いながら行った。また、各班が自作したパズルについて、英語スライドと原稿を作

成し、口頭発表会を行った。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

・｢課題探究Ⅲ」（理数科・３年）では、大学レベルの数学を活用した学習の教材を深化させ、さら

に教材数を増やし、大学での研究に必要な力を身に付けさせる。また、生徒の興味・関心に応じ

て課題研究に取り組ませる。 
・「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科人文科学コース・３年）では、従来の英語による探究活動に加え

て、文系科目と理系科目の領域融合学習を行う。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

１．ルーブリックによるパフォーマンス評価の充実と生徒参加型ルーブリックの取組

理数科における「生徒参加型のルーブリック」は定着しつつあり、今後、普通科へ普及させる。 
「失敗」の評価を行うためには「失敗」の定義づけから行わなければならない。また、「失敗を

生かして取り組んだ」「粘り強く取り組んだ」などの「探究の過程の評価」を検討する。次年度

は「失敗をどのように生かしたか」についての評価方法をさらに研究する。 
２．「探究力」の伸長度を測定するための客観的検査（ＥＩ検査）

ポートフォリオや「ＥＩ検査」「探究力を測る問題」等、質の異なるデータを組み合わせて研究

の評価を行うことで、生徒の探究力の伸長を測定する。 
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別紙様式２－１ 
 石川県立小松高等学校 指定第Ⅳ期目 ～

 
❷令和５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料」に添付） 
本校の研究開発課題は「正答のない問題に粘り強く取り組み、解決することができる探究力を持っ

た人材の育成」である。指定第Ⅲ期では、研究対象を普通科も含めた全校生徒に広げて研究開発を行

っており、課題研究を中心として探究的な学習活動および学習指導に取り組んできた。Ⅳ期３年目の

本年度は、「課題発見型の授業」の実践、「失敗」の今後への生かし方の評価方法を重点的に研究し

た。さらに第３学年における科目融合・領域融合型の学習の研究開発を進めた。

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

１．学校設定科目の取組とその成果・検証

１．１「課題探究Ⅰ」 理数科・１年・２単位）

物理や化学の領域を中心に探究の視点を重視した教材による学習指導を行った。生徒の興味・関心

を高めるとともに、主体性を引き出すことができた。また、身に付けたスキルを活用し、次年度の課

題研究のテーマ設定を行った。 
１．２「探究基礎」（普通科・１年・１単位）

ディベート学習における証拠による論証を行う活動を通して、実社会における現実的な問題に取り

組ませ、「探究力」や「論理的思考力」を養うことができた。また、「データサイエンス講座」を開講

し、全員が研究において必要なデータ処理の基本を身に付けさせ、「探究スキル育成講座」を開講し

全生徒に数学・理科の基礎課題研究に取り組ませた。学年末に実施したポスター発表会では活発な質

疑応答が見られた。 
１．３「プレゼンテーション＆ディスカッション」（全科・１年・１単位）

「英語コミュニケーションⅠ」と連動し、 回の発表会を行った。｢情報Ⅰ」の「コミュニケーショ

ンと情報デザイン」などの学習内容を学ぶとともに、｢英語による情報収集｣「プレゼンテーションフ

ァイルの作成｣「発表の準備・練習｣「発表・質疑応答」の流れを通じて、情報をわかりやすく表現し、

効率的に論理的な説明を英語で伝達する能力を育成した。科学的なトピックについて英語で発表さ

せ、発表に対して質疑、討議を行う機会を与え、科学英語の指導の充実を図った。

１．４「課題探究Ⅱ」（理数科・２年・２単位）と「こまつ研究サポートプログラム」

今年度は全研究班が３月末の学会や県外の発表会に参加することを奨励した。その結果、すべての

研究班が例年よりも研究を継続した。さらに生徒 人 台端末が整備され、大学の教員だけではなく

研究内容に応じて企業や研究所へ

も研究の相談を行う班があり、こま

つ研究サポートプログラムの充実

を図ることができた。

１．５「課題探究｣（普通科普通コー

ス・２年・１単位）

理数科で行っている手法を普及

させ、１１月に中間発表会を行っ

た。その際、モデレーションを行っ

たことで、研究内容やスライド作成

の方法を深めあうことができた。ま
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た、昨年度「探究基礎」で取り組んだ「データサイエンス講座」の知識を生かして、文系の研究にお

いて科学的な手法で分析を行った班がいくつか見られた。さらに、今年度は文系理系合同のポスター

発表会を実施した。その結果、生徒は多様な研究発表に触れることができ、研究の様々なアプローチ

の仕方について学ぶことができた。生徒のアンケート結果からも研究活動に対して充実した様子がう

かがえた。

１．６「人文科学課題研究Ⅰ」（普通科人文科学コース・２年・２単位）

これまでＳＳＨ事業で研究開発してきた探究活動の手法を活用し、大学教員や本校卒業生、企業の

方々の協力を得て研究することで、生徒の探究力を育成した。今年度は理数科で行っている手法を使

い、生徒の「失敗を恐れず、失敗から学ぶ」姿勢を評価するため、生徒のアンケートから、「生徒が探

究活動における具体的につまづいた点」と「どのように改善したか」の傾向を分析した。

１．７「科学探究」（普通科普通コース・３年・１単位）

第 学年の「課題探究」で取り組んだ課題研究や理科、数学の学習内容をふまえた科目融合・領域

融合学習のための効果的な教材の開発を行った。自然科学及び社会科学に対する生徒の興味関心の高

いテーマによる探究的・発展的な実験、実習を中心とした授業を通じて、生徒の科学的探究力や問題

解決力を伸長させた。

２．課題研究を充実させるためのフィールドワーク、大学・企業等との連携、国際共同研究等

今年度は、「こまつ研究サポートプログラム」に参加・連携する大学や研究機関だけではなく企業

も増やし、測定機器の協力やデータの分析方法なども協力していただいた。また、研究発表会につい

ては文系の大学の教員も講評者として来校いただき、多様な視点で研究へのアドバイスをいただい

た。

韓国大田科学高校との科学交流については、今年度は４年ぶりに対面による国際科学交流を再

開することができた。７月に大田科学高校生徒が来日し、共同研究合同合宿を行い、２つのテーマ

に関して研究の進捗状況の発表と、質疑・討議

を行った。共同研究合同合宿後は、 月の本校

生徒の韓国訪問時に大田科学高校で行われるポ

スタープレゼンテーション ＤＳＨＳ ＫＨ

で

の発表に向けて、両国で研究を進め、日韓合同

の やメッセージアプリ（カカ

オトーク）を用いて実験結果や分析を共有した。

３．授業（一般科目の授業）における「課題発見

型」授業の展開とその成果の検証

課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究 

開発としての、課題発見型の授業展開とその成果の普

及に取り組んだ。Ⅳ期目１年次より「授業改善ワーキ

ンググループ」を組織し、授業改善に向けた取組を推

進するための研究実践を行ってきた。研究開発した授

業や教材を随時 HP で公開し、授業改善を先導すると

ともに、職員会議や職員研修で取組を共有し全校に

広げてきた。今年度は「令和５年度小松高校ＳＳＨ研

究発表会」において、全授業を課題発見型の授業とし

て公開した。授業者は「課題発見型授業デザインシート」を作成し、来校者へ配布し、研究協議会にて協議し

た。「主体的、対話的で深い学び」に向けた授業改善が推進された。また、定期考査における「探究力

－8－
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を測る問題」の出題は理系教科だけではなく、文系教科にも広げることができた。 

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

生徒が大学での学びにつながるよう、大学レベルの数学を利用した領域融合学習に取り組んだの

ち、課題研究を行い発表会を行った。「課題探究Ⅲ」では、これまでに行ってきた数物、生化学に加え、

工学、薬学、社会学を加えて５コースを開設し、生徒は大学で学ぶ内容が高校における教科が融合し

ていることを実感できたと考えられる。「人文科学課題研究Ⅱ」では、「人文科学課題研究Ⅰ」の英語

発表会を行い、「カーボンニュートラル」をテーマに「生物」と「地理」の領域融合型のコラボ授業を

実施し、文理融合で学問の壁をなくした内容を学ばせることができた。その結果、領域横断の知識と

発想力を得ることができたと考えられる。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

１．ルーブリックによるパフォーマンス評価の充実と生徒参加型ルーブリックの取組

課題研究のテーマが決まってから、｢生徒参加型ルーブリック」として、評価項目と点数が記入され

たルーブリックの評価規準を研究班単位で生徒に作成させ、 月に行われた 生徒研究発表会の後

に、作成したルーブリックを使って自己評価を行わせた。昨年度は生徒がルーブリックを作成する際

に教員の指導が不可欠であるという反省があったことから、今年度は担当教員に対してルーブリック

作成指導講座を設け、ルーブリックの作成に関わった。生徒アンケート「ルーブリックを自分で考え

たことは自己評価能力を高めるうえで有用だったか」について の生徒が肯定的に回答した。

２ 「探究力」を測定する客観検査の開発とＥＩの概念を用いた「探究力」の伸長度の測定

第１・２学年のいずれの結果においても「自己対応力」「粘り強さ」で伸長がみられた。ここ数年の

傾向を分析すると、第１学年に多くの項目で伸長が見られている。これは、本校の課題発見型の普通

授業や探究活動が探究力を育成する活動として有効であることを示していると考えられる。

今年度も理数科第１・２学年対象の理科・数学の定期考査の問題に「探究力」問題を出題した（実

際に出題した問題は資料４および本校ホームページ上に掲載）。具体的な問題案や授業場面を想定し

た協議自体が教科担当者間の組織的な教材研究としても機能し、探究力育成を見据えた指導力の向上

を図ることにつながった。

３．失敗を（失敗から何を学んだのかを）評価する体制の研究

生徒に、研究の中で経験した失敗を振り返りシートに記録させる取組と、生徒参加型ルーブリック

を作成させる取組を継続し、生徒の自己評価能力と粘り強さの育成を図った。今年度振り返りシート

をポートフォリオとしても使用できるよう改良した。研究の様々な段階における失敗とそこから学ん

だことについて記述してあり、課題や改善策を考えるきっかけとなって、研究を深めることができた

様子であった。

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法  
（ア）科学系部活動における取組 

科学系人材の育成について、科学系部活動に

所属する女子生徒の数がⅢ期目よりもⅣ期目で

増加しており、今年度は特に理化部（物理・化

学）の女子生徒の人数が増加している（右図）。

物理、化学、数学分野への女子の理系人材育成

が進んでいる。本校は男子と女子の人数がほぼ

同数であり、今後も女子の理系人材育成の研究

に努める。

小・中学校における出前授業や本校で実施す

9
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る小中学生向け実験講座の企画、運営を行ってきたが、今年は中学生への自由研究相談会も実施した。

さらに、今年度、交流会支援「究める課題研究発表会」において中学生の部の発表会を企画した。中

学校で自由研究の相談をしてくれた中学生が発表会へ参加してくれて、生徒たちは研究に対する効果

的なアドバイスについて成果を感じることができたと答えていた。

（イ）科学技術・理数系コンテストへの参加を促進するための取組 

全校生徒に対して、広く科学コンテストへの参加希望者を募った。例年では理数科の生徒が主に参

加していたが、今年度は理数科の生徒はもちろん、普通科の生徒が例年よりも多数参加した。また、

文系の生徒が地理オリンピックに参加するなど、理数系コンテストに参加する生徒が増加した。

（ウ）「科学の甲子園」参加に向けての取組 

「科学の甲子園」の石川県予選である「いしかわ高校科学グランプリ」に、理数科生徒のチーム、理

数科普通科生徒の混合のチーム、普通科生徒のチームを合わせて９チーム（ チーム 名）が参加し

た。参加者には、月 回、計 回の研修会をコンテスト形式で行った。その結果、総合 位（実技部

門２位）を獲得することができた。

（５）教員の指導力向上に関する取組 
（ア）探究活動の指導方法についての教員研修 

こまつ研究サポートメンバーの大学教員による研修会を３回行った。第１回は「課題研究とは？」

「課題研究の必要性」について、第２回は「課題研究の流れ」「課題研究の各過程における指導」につ

いて、第３回は「要旨の書き方」についてである。第３回については、指導にあたっている教員から

の要望が多かった内容についてＳＳＨ室員が研修会を行った。また、昨年度から実施している「課題

研究指導日誌」については、昨年度の反省を生かし手書きで指導の際、記入しやすいものにした。そ

の結果、記入率が１００％となり校内で公開しいつでも閲覧できるようにした。今年度初めて課題研

究の指導を行う若手の教員からは「参考になる」という意見が多く、指導経験のあるベテランの教員

からは備忘録になるという意見が多く、取組方法については好評であった。 

（イ）先進校視察による教員研修 

昨年よりも先進校視察に行く校数は減ったが、各学校の課題研究発表会への教員の参加人数は昨年

の 3 倍となり、他校の発表会へ参加した教員からは本校の課題研究と他校の課題研究についての取組

の特徴を比較することで、本校らしい課題研究の良さを伸ばそうという意見が多く聞かれた。 
② 研究開発の課題

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

「探究基礎」では、「データサイエンス講座」を開講し、探究活動における適切なデータ処理の方

法を指導した。データを扱った課題研究の指導はとても重要であると考えるが、これにより、例年よ

りも探究活動の時間が減少した。データ処理のための教材を改善し、探究活動の時間を確保するな

ど、時間配分に配慮する。

「課題探究Ⅱ」、「課題探究」では、「こまつ研究サポートプログラム」による大学教員からの指導

や支援が高い効果をあげているが、それ以上に本校教員の指導スキルの向上が重要であるので、探究

活動指導力を向上させるための教員研修を充実させる。 
今年度は「ＥＩ検査」の１，２年生の「対人対応力」についての結果が悪かった。１，２年すべて

の課題研究をグループ研究にて実施していることを踏まえると、「対人対応力」の伸長を測ることは

今後の課題といえる。 

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

融合科目の教材は、複数教科の教員が協働で作り上げるため、適切な教材をつくるためには、それ

ぞれの教員が専門領域外の内容について理解していることが必要である。そのため、教員の研修や教

材研究のための十分な時間の確保が欠かせない。物理領域と数学領域の融合だけでなく、さらに多く
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の特徴を比較することで、本校らしい課題研究の良さを伸ばそうという意見が多く聞かれた。 
② 研究開発の課題

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

「探究基礎」では、「データサイエンス講座」を開講し、探究活動における適切なデータ処理の方

法を指導した。データを扱った課題研究の指導はとても重要であると考えるが、これにより、例年よ

りも探究活動の時間が減少した。データ処理のための教材を改善し、探究活動の時間を確保するな

ど、時間配分に配慮する。

「課題探究Ⅱ」、「課題探究」では、「こまつ研究サポートプログラム」による大学教員からの指導

や支援が高い効果をあげているが、それ以上に本校教員の指導スキルの向上が重要であるので、探究

活動指導力を向上させるための教員研修を充実させる。 
今年度は「ＥＩ検査」の１，２年生の「対人対応力」についての結果が悪かった。１，２年すべて

の課題研究をグループ研究にて実施していることを踏まえると、「対人対応力」の伸長を測ることは

今後の課題といえる。 

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

融合科目の教材は、複数教科の教員が協働で作り上げるため、適切な教材をつくるためには、それ

ぞれの教員が専門領域外の内容について理解していることが必要である。そのため、教員の研修や教

材研究のための十分な時間の確保が欠かせない。物理領域と数学領域の融合だけでなく、さらに多く
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の効果的な教材開発に取り組んでいく。また、領域融合型の探究学習を通常授業の中に適切に位置づ

けることで、より充実した探究的な学びの実現を目指した領域融合学習を行う。今後、より多様な領

域融合型の学習を行い生徒の興味関心から大学での学びにつなげるような内容を検討・試行する。

また、「人文科学課題研究Ⅱ」では、与えられた英文資料の理系的内容を理解できないために、十分

な探究活動に至らなかった生徒がいた。次年度は英文資料及びデータの提示の仕方を工夫するととも
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らに、領域融合学習の実践を指導する側の教科横断的な取組、生徒に探究させる活動および評価の開

発も課題である。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

１．パフォーマンス評価の充実と「生徒参加型ルーブリック」の取組

生徒がルーブリックを作成するためには、教員の指導が不可欠であることから、次年度は教員対象の

ルーブリック作成指導講座を開講予定である。

「失敗を評価する」ことについても「失敗」をどのように定義づけすればよいかについて教員間で共

通理解をはかることが難しかった。「失敗」の評価を行うためには「失敗」の定義づけから行わなければ

ならない。また、「失敗を生かして取り組んだ」「粘り強く取り組んだ」などの「探究の過程の評価」を

検討することができなかった。次年度は振り返りシートの評価方法について研究する。

２．「探究力」の伸長度を測定するための客観的検査（ＥＩ検査）

「ＥＩ検査」自体の精度について、さらなる解析が必要である。「ＥＩ検査」の結果と「探究力を測る

問題」の結果に相関性がないことが判明したため、業者テストによる「探究力」検査 （株

式会社ベネッセコーポレーション）とＥＩ検査との結果の関係を今後は行っていく。

「探究力」を測定する問題については、定期考査において出題すると、考査範囲の難易度によって点

数が大きく変わり、純粋な「探究力」を測ることができていない。

問題と結果を蓄積し、経年比較等を用いて「探究力」を測るなどの

データ分析の方法を考える必要がある。

Ⅳ期目の残りの期間で、パフォーマンス課題、「探究力」育成のた

めの効果的なポートフォリオ、探究力を測る問題、ＥＩ検査など、

質の異なる評価を組み合わせてカリキュラム評価を行う。

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法  
科学グランプリや科学系オリンピック参加者は年々増加しているが、 回（月 回）の学習会では筆

記問題の練習が不足だった。出場経験のある上級生に指導を依頼するなど学習会の内容を工夫する。ま

た、通常授業においても科学系オリンピック・コンテストを参考にした内容を扱うなど、生徒の意欲を

日々高める指導を行う。

放課後や休日の実験室の開放については、各教科の担当教員、各科学系部活動顧問及びＳＳＨ企画推

進室員が行うことになっているが、教員の労働負担にならないよう管理職に相談をしつつ、実施の継続

に努める。

（５）課題研究を充実させるためのフィールドワーク、大学・企業等との連携、国際共同研究等

「大学実験セミナー」については、 との連携の継続と、生徒への早めの事前指導が挙げられる。

一方で初めての開催であるために、韓国生徒を含め生徒への事前準備の連絡が遅れ、各自のパズルデー

タの完成が直前になってしまった。次年度は の先生方、職員の方と今年度と同様に密に連絡を取

りながら準備を進め、生徒への事前指導も早めに始められるように動く。また、生徒はこの交流にかな

りの時間を費やして準備しており、負担が大きい。しかし負担があってもぜひ参加して交流したいとい
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う生徒達に支えられている。さらに今年は共同研究のテーマが つで、生徒は共同研究の実験を進める

上で教員のサポート体制が必要だった。教員の負担軽減を考慮しながら、共同研究を充実させられる体

制を整える。

 
（６）教員の指導力向上に関する取組 
教員の探究活動の指導スキルにはまだまだ個人差がある。課題発見型の授業をⅢ期目第１年次から取

り組んでいるが、教員アンケートでも課題発見型の授業に対して、「生徒の課題発見力を高めることが

できる」では 、「生徒の探究力育成のために有意義である」では が肯定的な回答をしている。し

かし、まだ全国に対して普及させる準備ができていないことが課題である。また、生徒の課題発見力に

ついての評価方法が作成できていないことも課題であり、次年度はこれら 点について取り組んでいく

予定である。さらに、生徒から課題研究のテーマ設定のきっかけを聞き取り、課題発見型の授業案をＨ

Ｐなどで公開する取組を行う。課題発見型の授業を令和３年度から取り組んでいるが、まだ、はっきりと課題

発見型の授業がどのようなものかが教員の中で定着できていないため、各教科・科目において課題発見型の授

業の研究会を行うことで、教員の探究活動指導力を向上させる。

また、「探究力」を育成する授業を通常授業で行っていることから、定期考査における「探究力」を測

る問題についての研究を各教科・科目で行うことにより、「探究力」を育成する授業力の向上を図る。

日々の研究指導の内容を記録する「研究指導日誌」について、教員がより適時的に生徒の資質能力を

高めるための指導を行えるよう、「研究指導日誌」の改善を継続する。さらに本校主催の課題研究発表

会などで「研究指導日誌」を参加校の教員に共有し普及させる。
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❸実施報告書（本文）

① 研究開発の課題

１ 研究開発のねらいと目標

（１）ねらい

課題研究における「正答のない問題」への取組を基礎として、あらゆる学びの中で、生徒が、物

事を批判的にとらえ、課題を発見し、主体的・協働的に粘り強く考え、生涯にわたり継続的に学

び続ける「探究力」を育成するための研究開発と実践を行う。そのための学校設定科目及び通常

の授業を含めた教育課程の在り方、指導方法、大学や企業との連携の在り方、評価方法を研究し、

研究開発の成果を他の高等学校に普及する。本研究では、「正答のない問題」及び「探究力」を以

下の様に定義する。

正答のない問題

教員によってあらかじめ答えが用意された問題とは異なり、課題研

究等の探究学習を始めとし、大学における研究や実社会における課

題など、さまざまな分野での答えが明らかでない問題。

探究力

課題発見力、課題解決力、批判的思考力、多面的分析力を身につけ、

「正答のない問題」に立ち向かう力。論理的思考力、主体的・協働的

に学ぶ力、言語能力等がその土台となる。

また、「粘り強さ」育成のための要素として、第Ⅲ期までに得られた知見をもとに、以下の 点

を挙げる。

ア 生徒が真に探究し続けたいと思うテーマを設定させる。そのために、課題発見型の授業を重

視し、課題研究においてはテーマ設定の時間を十分に確保する。

イ 失敗を恐れず、失敗から学ぶ姿勢を重んじる。そのために、失敗を評価する体制を整える。

ウ 他者からの批判・指摘を冷静に分析し、研究を深める態度を育成する。

これらの「粘り強さ」の育成に関して、これまでの研究開発で得られた「課題発見型の授

業」「失敗を評価する体制」、「多様な他者との協働」の成果を普及する。

（２）目標

ア すべての授業において「探究力」の土台となる思考力、主体的に粘り強く学び続ける力を育

成し、課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系を確立し、その成果を普及する。

特に通常授業においては、オンラインでの学習環境を有効に活用し、「探究力」育成に重点を

おいた授業を研究開発する。

イ 第３学年において科目融合・領域融合型の探究学習を行い、大学での学びにつなげるととも

に、実社会における現実的な問題に取り組むための「探究力」を育成し、生涯にわたり継続

的に学び続ける人材を育成する。

ウ パフォーマンス評価を充実させ、生徒自身が探究活動に生かせる評価方法を確立し、生徒の

自己評価能力を育成する。

２ 実践および実践の結果の概要

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

○ 学校設定科目

第２学年における課題研究のテーマ設定に資するために、第１学年に「探究スキル育成講座」

及データサイエンスのための学校設定科目を設置した。生徒の探究心を満足させるべく高度な

課題研究を体験させ、大学での学びにつなげるための３年間の学習体系を確立した。

○ 課題研究を充実させるための、フィールドワーク、連携及び国際共同研究

ア 野外実習、大学・研究機関での体験実習の実施、科学系部活動の活性化
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・ 生物と地学の分野のフィールドワークを中心とした実習活動に取り組み、実物を間近に見る

とともに、直に触れる体験を行った。

・ 大学や研究所において第一線で活躍する研究者から直接講義や指導を受けた。これらを通し

て、科学に対する興味関心を高め、学ぶ意欲の育成を図った。

・ 各種科学技術コンテストへの積極的参加やその準備を通して、数理能力の向上を図った。

イ 国際科学交流と共同研究の推進

・ 韓国大田科学高校が 年ぶりに来日し、「大学実験セミナー」を日韓共同で実施した。

・ 海外科学交流と共同研究及び発表会は韓国大田科学高校の来日と本校生徒の訪韓いずれも

年ぶりに実施し、共同研究を行い発表会でポスター発表を行った。

〇 課題発見型の授業の展開と普及

・ 「令和５年度小松高校ＳＳＨ研究発表会」において、全授業を課題発見型の授業として公開した。授

業者は「課題発見型授業デザインシート」を作成し、来校者へ配布し、研究協議会にて協議した。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

ア 学校設定科目「課題探究Ⅲ」における融合科目の教材開発および実施

・ 生徒を つのコース（数物コース、工学コース、生化学コース、薬学コース、社会学コース）

にそれぞれ配属して科目融合・領域融合学習に取り組ませ、これまでに学習した領域の知識

を他の領域に活用する手法を学ばせた。

イ 学校設定科目「人文科学課題研究Ⅱ」における融合科目の教材開発および実施

ウ 地歴公民科教員、理科教員による領域融合学習

・ 地球温暖化について歴史、地理、経済、生物、地学の領域から探究活動を行った。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

ア 個々の活動、学校設定科目におけるパフォーマンス評価の充実

・ 学校設定科目「探究基礎」「プレゼンテーション＆ディスカッション（以下Ｐ＆Ｄとする）」

「課題探究Ⅱ」「課題探究」「科学探究」においてルーブリックによる評価を行うことによ

り、生徒に評価をフィードバックし、探究活動に生かせる評価方法の研究開発を実施した。

イ 生徒の自己評価能力を育成するための生徒参加型ルーブリックの作成

ウ 事前のアンケート調査で記入させた、「ルーブリックに付け加えた方が良いと思う観点」を

精査し、自己評価能力を育成するためのルーブリックを作成・実施

エ 失敗を（失敗から何を学んだのかを）評価するための振り返りシートの作成

カ 生徒の「探究力」を測定し、数値化・検証するための客観検査の検証

キ 通常科目の定期考査において探究力を測定するための探究力問題の開発

② 研究開発の経緯

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

月 学校設定科目の設置

「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科・ 単位）

「探究基礎」（第１学年普通科・ 単位）

「 」（第１学年全科・ 単位）

「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科・ 単位）

「課題探究」（第２学年普通科文系・理系・ 単位）

「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース・ 単位）

「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・ 単位）

「科学探究」（第３学年普通科普通コース・ 単位）

「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・ 単位）

月 日 「課題探究Ⅱ」開講式
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・ 大学や研究所において第一線で活躍する研究者から直接講義や指導を受けた。これらを通し

て、科学に対する興味関心を高め、学ぶ意欲の育成を図った。

・ 各種科学技術コンテストへの積極的参加やその準備を通して、数理能力の向上を図った。

イ 国際科学交流と共同研究の推進

・ 韓国大田科学高校が 年ぶりに来日し、「大学実験セミナー」を日韓共同で実施した。

・ 海外科学交流と共同研究及び発表会は韓国大田科学高校の来日と本校生徒の訪韓いずれも

年ぶりに実施し、共同研究を行い発表会でポスター発表を行った。

〇 課題発見型の授業の展開と普及

・ 「令和５年度小松高校ＳＳＨ研究発表会」において、全授業を課題発見型の授業として公開した。授

業者は「課題発見型授業デザインシート」を作成し、来校者へ配布し、研究協議会にて協議した。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

ア 学校設定科目「課題探究Ⅲ」における融合科目の教材開発および実施

・ 生徒を つのコース（数物コース、工学コース、生化学コース、薬学コース、社会学コース）

にそれぞれ配属して科目融合・領域融合学習に取り組ませ、これまでに学習した領域の知識

を他の領域に活用する手法を学ばせた。

イ 学校設定科目「人文科学課題研究Ⅱ」における融合科目の教材開発および実施

ウ 地歴公民科教員、理科教員による領域融合学習

・ 地球温暖化について歴史、地理、経済、生物、地学の領域から探究活動を行った。

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

ア 個々の活動、学校設定科目におけるパフォーマンス評価の充実

・ 学校設定科目「探究基礎」「プレゼンテーション＆ディスカッション（以下Ｐ＆Ｄとする）」

「課題探究Ⅱ」「課題探究」「科学探究」においてルーブリックによる評価を行うことによ

り、生徒に評価をフィードバックし、探究活動に生かせる評価方法の研究開発を実施した。

イ 生徒の自己評価能力を育成するための生徒参加型ルーブリックの作成

ウ 事前のアンケート調査で記入させた、「ルーブリックに付け加えた方が良いと思う観点」を

精査し、自己評価能力を育成するためのルーブリックを作成・実施

エ 失敗を（失敗から何を学んだのかを）評価するための振り返りシートの作成

カ 生徒の「探究力」を測定し、数値化・検証するための客観検査の検証

キ 通常科目の定期考査において探究力を測定するための探究力問題の開発

② 研究開発の経緯

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

月 学校設定科目の設置

「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科・ 単位）

「探究基礎」（第１学年普通科・ 単位）

「 」（第１学年全科・ 単位）

「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科・ 単位）

「課題探究」（第２学年普通科文系・理系・ 単位）

「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース・ 単位）

「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・ 単位）

「科学探究」（第３学年普通科普通コース・ 単位）

「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・ 単位）

月 日 「課題探究Ⅱ」開講式

月 日 第 回探究活動指導方法教員研修

月 日 「課題探究Ⅱ」第 回中間報告会（こまつ研究サポートプログラム）

月 日 第 回探究活動指導方法教員研修

月 日 令和５年度小松高校ＳＳＨ研究発表会

・公開授業（課題発見型の授業） ， 限全授業

・公開授業「課題探究Ⅲ」（理数科第３学年） 限

・公開授業「人文科学課題研究Ⅱ」（普通科人文科学コース第３学年） ，

限

月 日 究める探究教室（国府中学校１年生）第２学年理数科全員参加

月 日 「課題探究Ⅱ」第 回中間報告会（こまつ研究サポートプログラム）

月 、 日 生物野外実習

月 日～ 日 韓国との科学交流

大学実験セミナー（ 日）（北陸先端科学技術大学院大学）

月 日 「課題探究Ⅰ」工学リテラシー；「ものづくりの現場を知る」校外実習

午前；金沢工業大学、午後；石川樹脂工業株式会社

月 日～ 日 全国ＳＳＨ生徒研究発表会

月 日 地学野外実習（辰口和気巨大流紋岩、犀川大桑層、石川県自然史資料館）

月 日 マスフェスタ（大阪府立大手前高校）参加

月 日～ 日 関東サイエンスツアー（東京大学、東京工業大学）

月 日 第 回究める課題研究発表会

午前；中学生の部（国府中学校、丸内中学校、南部中学校、星稜中学校）

「課題探究Ⅱ」校内発表会（こまつ研究サポートプログラム）

午後；高校生の部（大聖寺高校、小松明峰高校、星稜高校）

月 日～ 日 韓国海外研修（第２学年理数科希望者 名）（韓国大田市）

月 日 「課題探究」校内発表会（第 学年普通科）文理共同開催

月 日 「人文科学課題研究Ⅰ」校内発表会

月 日 「課題探究Ⅱ」ポスター発表会（こまつ研究サポートプログラム）

月 日 石川県 ・ 生徒研究発表会（石川県地場産業振興センター）

文理共同開催・普通科の生徒研究 本参加

月 日 「探究基礎」探究スキル育成講座ポスター発表会

月 日 「課題探究Ⅱ」校内英語ポスター発表会（こまつ研究サポートプログラム）

月 日 第 回究める課題研究発表会（サイエンスヒルズこまつ）

（２）領域融合型の探究学習の研究開発

月～ 科目融合・領域融合科目の実施

「課題探究Ⅲ」（第 学年理数科・ 単位）

「科学探究」（第 学年普通科普通コース・ 単位）

「人文科学課題研究Ⅱ」（第 学年普通科人文科学コース・ 単位）

月 大学実験セミナー（北陸先端科学技術大学院大学）（第２学年理数科）

「３Ｄ－ＣＡＤを使ったレーザーカッターによるものづくり」

月 「課題探究Ⅰ」工学リテラシー；ものづくりの現場を知る」校外実習

（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

月 学校設定科目「 」ルーブリック作成のための教科会①

「探究力」客観検査の内容・項目の研究と検討

月 「課題探究Ⅱ」振り返りシート作成①（失敗および粘り強さの評価）

「探究力客観検査（ＥＩ検査）」の実施（本校全科生徒）①

月 「課題探究Ⅱ」振り返りシート作成②（失敗および粘り強さの評価）

学校設定科目「探究基礎」ディベート学習（ディベート小論文）におけるルーブリッ

クを使用した生徒による最終自己評価と振り返り

月 「課題探究Ⅱ」振り返りシート作成③（失敗および粘り強さの評価）
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月 「課題探究Ⅱ」振り返りシート作成④（失敗および粘り強さの評価）

「ＥＩ検査」の実施（本校全科生徒）②

「ＥＩ検査」の実効性を検証するためのパフォーマンステストの実施

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法

月～ 月 ・物理チャレンジ（研究レポート、 ）対策講座実施

・化学グランプリ、生物学オリンピック対策講座実施

月 日 物理チャレンジ （第 チャレンジ）（オンライン ）出場

月 日 日本生物学オリンピック 予選（会場受検）出場

月 日 化学グランプリ 予選（会場受検）出場

月

月

・小松高校実験教室（小学生対象）実施

・中学生対象 究める実験教室（国府中学校 回、松東みどり学園 回）実施

・科学の甲子園 研修会実施

・情報オリンピック対策講座実施

・マスフェスタ（大手前高校主催）参加

月～ ・数学オリンピック対策講座実施

・日本数学 対策講座実施

～ 月 情報オリンピック 次予選 第 回（ 月）、第 回（ 月）、第 回（ 月）出場

月 １日 科学の甲子園石川県予選出場

月 ・日本数学 出場

・生物物理学会名古屋大会参加

月 ・サイエンスフェスタ 参加

・石川県物理・地学研究発表会（オンライン）参加

・石川県立自然史資料館研究発表会参加 生物班

・石川県化学研究発表会参加

月 数学オリンピック出場

月 ・物理 セッション参加

・ジュニア農芸化学会参加

・つくばサイエンスエッジ参加

（５）教員の指導力向上に関する取組

月 第 回探究活動指導方法教員研修

月 第 回探究活動指導方法教員研修

月 探究活動の評価に関する教員研修

月 ・学校訪問 石川県立二水高等学校

・石川県立七尾高等学校 研究発表会参加

月 石川県立金沢泉丘高等学校 研究発表会参加

③ 研究開発の内容

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

【仮説①】課題研究を中心に据えた３年間の探究活動を軸に、すべての授業において

探究的な学習を行うことが、「探究力」の育成に有効である。

１ 学校設定科目

すべての学年において、理数科、普通科のそれぞれを対象とする以下の学校設定科目を設置

する。「理科」「数学」「理数」「英語」などの一般教科・科目との関連を図りながら、 年間にわ

たる有効な教育課程の編成の研究を行う。生徒の科学的探究力、表現力の伸長からその成果を

検証する。
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月 「課題探究Ⅱ」振り返りシート作成④（失敗および粘り強さの評価）

「ＥＩ検査」の実施（本校全科生徒）②

「ＥＩ検査」の実効性を検証するためのパフォーマンステストの実施

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法

月～ 月 ・物理チャレンジ（研究レポート、 ）対策講座実施

・化学グランプリ、生物学オリンピック対策講座実施

月 日 物理チャレンジ （第 チャレンジ）（オンライン ）出場

月 日 日本生物学オリンピック 予選（会場受検）出場

月 日 化学グランプリ 予選（会場受検）出場

月

月

・小松高校実験教室（小学生対象）実施

・中学生対象 究める実験教室（国府中学校 回、松東みどり学園 回）実施

・科学の甲子園 研修会実施

・情報オリンピック対策講座実施

・マスフェスタ（大手前高校主催）参加

月～ ・数学オリンピック対策講座実施

・日本数学 対策講座実施

～ 月 情報オリンピック 次予選 第 回（ 月）、第 回（ 月）、第 回（ 月）出場

月 １日 科学の甲子園石川県予選出場

月 ・日本数学 出場

・生物物理学会名古屋大会参加

月 ・サイエンスフェスタ 参加

・石川県物理・地学研究発表会（オンライン）参加

・石川県立自然史資料館研究発表会参加 生物班

・石川県化学研究発表会参加

月 数学オリンピック出場

月 ・物理 セッション参加

・ジュニア農芸化学会参加

・つくばサイエンスエッジ参加

（５）教員の指導力向上に関する取組

月 第 回探究活動指導方法教員研修

月 第 回探究活動指導方法教員研修

月 探究活動の評価に関する教員研修

月 ・学校訪問 石川県立二水高等学校

・石川県立七尾高等学校 研究発表会参加

月 石川県立金沢泉丘高等学校 研究発表会参加

③ 研究開発の内容

（１）課題研究を中心に据えた全校での３年間の学習体系の研究開発

【仮説①】課題研究を中心に据えた３年間の探究活動を軸に、すべての授業において

探究的な学習を行うことが、「探究力」の育成に有効である。

１ 学校設定科目

すべての学年において、理数科、普通科のそれぞれを対象とする以下の学校設定科目を設置

する。「理科」「数学」「理数」「英語」などの一般教科・科目との関連を図りながら、 年間にわ

たる有効な教育課程の編成の研究を行う。生徒の科学的探究力、表現力の伸長からその成果を

検証する。

年間を通した課題研究に係るカリキュラム

課題研究に係る取組

学科・

コース

第 学年 第 学年 第 学年

対 象教科・科目名 単位

数

教科・科目名 単位

数

教科・科目名 単位

数

全科共通 Ｐ＆Ⅾ 全校生徒

理数科 課題探究Ⅰ 課題探究Ⅱ 課題探究Ⅲ 理数科全員

普通科

理系・文系
探究基礎

課題探究 科学探究
普通科理系

・文系全員

普通科人文

科学ｺｰｽ
人文科学課題研究Ⅰ 人文科学課題研究Ⅱ

人文科学ｺｰｽ

全員

１ １ 「課題探究Ⅰ」（第１学年理数科・２単位）

 研究の目的

物理、化学領域における探究のために必要な基本的な知識及び技能を身に付ける。また、探究

的な実験を中心とする学習を通して課題を解決するための探究スキルを養う。２年時における

「課題探究Ⅱ」で研究するテーマ設定のために、様々な事象や課題に知的好奇心をもって向き合

い、粘り強く考え行動し、課題の解決に向けて挑戦しようとする態度を養う。

 研究内容・方法・検証

前年度の取り組みを改善しながら実施した。今年度は、実験を中心とする探究学習の教材開発

だけでなく、情報領域における基本的な知識・技能を身に付ける内容も盛り込んだ。定期考査及

び生徒に対するアンケートに加え、実験・実習後の生徒のレポートや感想をもとに検証を行っ

た。理科教員２名、情報科教員１名が担当した。

＜教育課程編成上の位置付け・一般科目との関係＞

第２学年の「課題探究Ⅱ」に向けて、３学期にテーマ設定を行う。第１学年では理科は「理数

生物」または「理数地学」のみを履修するため、講義及び実験を通して物理・化学領域のテーマ

設定に資する学習を行う。また、「Ｐ＆Ｄ」と連動しながら、情報領域の課題研究に関してその

手法を学習する。

「課題探究Ⅰ」年間計画

月 学習内容 学習目標

月

月

ガイダンス

物質の構成と化学結合

実験 ：昇華・同素体・炎色反応

実験 ：食塩の融解

実験 ：酸と塩基

教科の目的、 年間の流れの確認。

・基本的な物質（物質の構成粒子、結合）の

知識および物質量の扱い方を習得する。

・講義、実験を通して、化学に対する興味関

心を高める。

月

月

力と運動

実験 ：斜面を下る台車の運動

実験 ：自由落下する物体の運動

実験 ：運動の法則

・力学の知識および実験技能を習得する。

・講義、実験を通して、物理学に対する興味

関心を高める。

・基本的な物理実験に取り組み、得られたデ

ータを処理することをコンピュータで行

うことにより、表計算ソフト等の活用法を

習得する。
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月 情報領域

を用いたプログラミング

探究学習

「物理運動のシミュレーション」

・ によるプログラミングの学習を通

して、情報領域における基本的な知識・技

能を身に付ける。

・力が作用する質点の変位や速度、加速度を

でシミュレーションする手法を習

得する。

月 課題研究テーマ設定

情報検索（インターネット、図書、報

告書）等

テーマ設定に対するアドバイス

・課題研究に対する生徒の意識を高めると

ともに、基本的な課題研究の進め方を学

ぶ。

・第 学年の「課題探究Ⅱ」に向けて、生徒

が自らの課題研究テーマを設定し先行研

究調べを行う。

月 課題研究 ・ 年次に取り組む課題研究活動を開始す

る。

 成果

化学領域、物理領域で

はこれまでの実践を継承

し、探究的な実験を通し

て学習を進めた。探究の

プロセスを踏まえた学習

に取り組むことによっ

て、実験方法の立案やデ

ータ処理などの探究力を

身に付けることができ

た。今年度は「探究力がつ

いたと思うか？」との問いに対して、最も肯定的な回答をした生徒の割合は にとどまった。

次年度は、具体的に授業での活動がどのように探究力の向上につながっているかを生徒に伝え

ていく。また、今年度は情報領域において「物理運動のシミュレーション」の教材を開発した。

物理領域の学習で学んだ原理・原則をプログラムに落とし込み、運動の様子を再現、シミュレー

ションする手法を理数科１年生の生徒全員が学んだ。このように自然現象のふるまいをモデル

化して再現する経験を得ることによって、第２学年の「課題探究Ⅱ」での課題研究を、より有意

義なものにできると考えられる。

１ ２ 「探究基礎」（第１学年普通科・１単位）

［ ］研究の目的

中学校までの調べ学習を脱却し、証拠により論証する訓練を行い、論理的思考力を養うとと

もに、主体的に考える態度を育成する。後半は基礎課題研究を行い、課題発見能力と探究スキ

ルを育成する。

［ ］研究内容・方法・検証

課題研究に取り組むために必要な探究スキルの育成

方法を研究した。昨年度開講したデータの扱い方を学

ぶ「データサイエンス講座」を継続して実施した。ルー

ブリック等によるパフォーマンス評価及びアンケート

調査結果をもとに検証を行った。「データサイエンス講

座」は、昨年度の 時間実施から、今年度は 時間実施

とし、質・量ともに指導を充実させた。それにともなっ

て昨年の学習ガイドブックを大幅に改訂した。また、各
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月 情報領域

を用いたプログラミング

探究学習

「物理運動のシミュレーション」

・ によるプログラミングの学習を通

して、情報領域における基本的な知識・技

能を身に付ける。

・力が作用する質点の変位や速度、加速度を

でシミュレーションする手法を習

得する。

月 課題研究テーマ設定

情報検索（インターネット、図書、報

告書）等

テーマ設定に対するアドバイス

・課題研究に対する生徒の意識を高めると

ともに、基本的な課題研究の進め方を学

ぶ。

・第 学年の「課題探究Ⅱ」に向けて、生徒

が自らの課題研究テーマを設定し先行研

究調べを行う。

月 課題研究 ・ 年次に取り組む課題研究活動を開始す

る。

 成果

化学領域、物理領域で

はこれまでの実践を継承

し、探究的な実験を通し

て学習を進めた。探究の

プロセスを踏まえた学習

に取り組むことによっ

て、実験方法の立案やデ

ータ処理などの探究力を

身に付けることができ

た。今年度は「探究力がつ

いたと思うか？」との問いに対して、最も肯定的な回答をした生徒の割合は にとどまった。

次年度は、具体的に授業での活動がどのように探究力の向上につながっているかを生徒に伝え

ていく。また、今年度は情報領域において「物理運動のシミュレーション」の教材を開発した。

物理領域の学習で学んだ原理・原則をプログラムに落とし込み、運動の様子を再現、シミュレー

ションする手法を理数科１年生の生徒全員が学んだ。このように自然現象のふるまいをモデル

化して再現する経験を得ることによって、第２学年の「課題探究Ⅱ」での課題研究を、より有意

義なものにできると考えられる。

１ ２ 「探究基礎」（第１学年普通科・１単位）

［ ］研究の目的

中学校までの調べ学習を脱却し、証拠により論証する訓練を行い、論理的思考力を養うとと

もに、主体的に考える態度を育成する。後半は基礎課題研究を行い、課題発見能力と探究スキ

ルを育成する。

［ ］研究内容・方法・検証

課題研究に取り組むために必要な探究スキルの育成

方法を研究した。昨年度開講したデータの扱い方を学

ぶ「データサイエンス講座」を継続して実施した。ルー

ブリック等によるパフォーマンス評価及びアンケート

調査結果をもとに検証を行った。「データサイエンス講

座」は、昨年度の 時間実施から、今年度は 時間実施

とし、質・量ともに指導を充実させた。それにともなっ

て昨年の学習ガイドブックを大幅に改訂した。また、各

自の指導マニュアル（指導案）を作成・共有し、組織的な指導の充実を図った。これらはディ

ベートマニュアルとともにＨＰ上で公開している。

第２学年の「課題探究」の基礎学習として、「探究スキル育成講座」を実施した。理系を希望

する生徒は化学領域（１年次に「化学基礎」を履修中）、数学領域（１年次に「数学Ⅰ、Ⅱ、Ａ」

を履修中）、物理領域（１年次は履修なし）から１領域を選択し、物理・化学領域では実験・検

証方法とデータ分析方法を、数学領域では、数学モデルの作成法を学習させることで、課題研

究のテーマ設定方法を学ばせた。文系を希望する生徒には、生物領域（１年次は履修なし）も

しくは地学領域（１年次に「地学基礎」を履修中）に関するテーマについて探究活動に取り組

ませた。

生徒が論題に関する正しい科学的知識を身につけるための「ディベート論題レクチャー」を

については動画を作成し、スライドと共に動画のリンクを にアップロード

して、オンデマンドで生徒がいつでも動画を見ることができるようにした。

《「探究基礎」年間計画》

＜ディベート学習＞

月 学習内容 学習目標

月 ガイダンス

ディベートオリエンテーション

模擬ディベート

・教科の目的、 年間の流れを理解する。

・証拠による論証の大切さを学ぶ。

・ディベートの流れ、個々の役割を学ぶ。

月

月

月

ディベート論題レクチャー

ディベート準備（情報検索）

（立論下書き）（各パート作成）

ディベート小論文（紙上ディベート）

・論題について基本的知識を学ぶ。

・信頼できる情報の集め方を学ぶ。

・説得力のある論を組み立てる力を育成する。

・ルーブリックの使用を通して、自分の論を評

価する能力を身につける。

・論理的に意見を主張する力を高める。

＜データサイエンス講座＞

月 学習内容 学習目標

月

月

データの収集・整理・分析演習 具体的なデータを題材に、収集・整理・分析に

関する一連の手法を身につける。

＜探究スキル育成講座＞

月 学習内容 学習目標

月

月

月

・テーマ設定 テーマについての学習

・研究活動

・ポスター作成

・発表練習 ・ポスター発表会

・振り返り

・担当の教員から提示されたテーマについて

基礎課題研究を開始する。

・研究の進め方、情報・資料取集の仕方、文

献読解の手法を学んだ後、資料・文献の取

り扱い方、及びテーマの見つけ方を学ぶ。

・ポスターの作成及び発表方法を習得する。

成果

本校国語科教員が中心となって研究開発したディベート小論文は、これまで１年学年団が主体と

なって指導方法を蓄積してきており、多くの教員が関わる指導体制が確立している。

ディベート学習についての生徒アンケートの結果では、調査項目「主体的に考える態度が身 に

ついたか」「証拠により論証できる論理力がついたか」に対する肯定的回答は、それぞれ ％、 ％

であった。生徒からは、「相手の反論を想定して構想を練り、相手の小論文を批判的に見ることが

楽しかった。」「自分の感情や固定概念にとらわれずに、事実を根拠として使うことができた。それ

によって、論理的思考が身についたと思う。」という意見があり、論理的な文章を書く力を育成す

る活動として、その効果が認められた。また、オンデマンドの論題レクチャー動画の活用に関して
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も、 ％が肯定的な回答をしており、論題について正しい情報を判断する上でレクチャー動画が役

に立った。

「ディベート学習」生徒アンケート調査結果（ ）

「データサイエンス講座」は後半の基礎課題研究及び

第２学年次「課題探究」において、データサイエンス

の観点を取り入れることをねらいに実施した。授業は

数学科および情報科の教員が担当した。生徒へのアン

ケート結果を受けて、本講座を通してデータ処理を行

うことへの意欲喚起ができた。

探究スキル育成講座では、数学科 名、理科（物

理、化学、生物、地学） 名の教員が中心となって指

導を行った。昨年度まで文系生徒は文系領域での探究

活動を行っていたが、今年度は科学的なアプローチで

データ収集や解析の手法を学ぶ目的で、生物領域もし

くは地学領域の探究活動を行った。生徒には探究の過

程における「仮説の設定」「検証計画の立案」「観察・

実験の実施」「結果の処理」「考察・推論」「データの

数的処理」を経験させることで、探究活動に必要な実

験や観察の技能や科学的に考察する姿勢を育成した。

「基礎課題研究ポスター発表会」では、活発な発表お

よび質疑応答が見られ、第２学年で実施する「課題探

究」につながるのではないかと考えられる。

「探究スキル育成講座」生徒アンケート結果（ ）

１．３ ｢プレゼンテーション＆ディスカッション（Ｐ＆Ｄ）」（第１学年全科・１単位）

 研究の目的

すべての探究活動に共通で必要な「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザイ

ン」など、「情報Ⅰ」の内容を学びつつ、論理的思考力、主体的に考える態度、英語で討議する

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

1. ディベート小論文の学習を通して、主体的に考える態度が身についたか？
2.  ディベート小論文の学習を通して、証拠により論証できる論理力がついたか？ 
3. オンラインの動画（ディベートレクチャー）を有効に活用することができたか？
4 .ディベート小論文の学習は有意義なものだったか？

調査項目
集計結果(％）
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も、 ％が肯定的な回答をしており、論題について正しい情報を判断する上でレクチャー動画が役

に立った。

「ディベート学習」生徒アンケート調査結果（ ）

「データサイエンス講座」は後半の基礎課題研究及び

第２学年次「課題探究」において、データサイエンス

の観点を取り入れることをねらいに実施した。授業は

数学科および情報科の教員が担当した。生徒へのアン

ケート結果を受けて、本講座を通してデータ処理を行

うことへの意欲喚起ができた。

探究スキル育成講座では、数学科 名、理科（物

理、化学、生物、地学） 名の教員が中心となって指

導を行った。昨年度まで文系生徒は文系領域での探究

活動を行っていたが、今年度は科学的なアプローチで

データ収集や解析の手法を学ぶ目的で、生物領域もし

くは地学領域の探究活動を行った。生徒には探究の過

程における「仮説の設定」「検証計画の立案」「観察・

実験の実施」「結果の処理」「考察・推論」「データの

数的処理」を経験させることで、探究活動に必要な実

験や観察の技能や科学的に考察する姿勢を育成した。

「基礎課題研究ポスター発表会」では、活発な発表お

よび質疑応答が見られ、第２学年で実施する「課題探

究」につながるのではないかと考えられる。

「探究スキル育成講座」生徒アンケート結果（ ）

１．３ ｢プレゼンテーション＆ディスカッション（Ｐ＆Ｄ）」（第１学年全科・１単位）

 研究の目的

すべての探究活動に共通で必要な「情報社会の問題解決」「コミュニケーションと情報デザイ

ン」など、「情報Ⅰ」の内容を学びつつ、論理的思考力、主体的に考える態度、英語で討議する

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

1. ディベート小論文の学習を通して、主体的に考える態度が身についたか？
2.  ディベート小論文の学習を通して、証拠により論証できる論理力がついたか？ 
3. オンラインの動画（ディベートレクチャー）を有効に活用することができたか？
4 .ディベート小論文の学習は有意義なものだったか？

調査項目
集計結果(％）

能力、適切にプレゼンテーションをする能力を育成する。

 研究内容・方法・検証

「情報Ⅰ」の学習内容である情報とメディア、情報社会における法とセキュリティ、情報社

会が社会に及ぼす影響、コミュニケーションの手段の発展と特徴、情報デザイン、ネットワー

クのしくみについて学び、その中で身につけた情報機器の適切な使用法、情報の収集・整理・

分析の方法、個人情報の適切な管理、知的財産権の保護、適切な情報の発信方法、情報デザイ

ンの手法に関する知識を活用して、プレゼンテーション資料を作成することで、情報を適切に

取り扱い、適切に表現する方法を育成する。また、科学的なトピックを英語で発表、質疑、討

議を行う機会を与える。ルーブリックを使用した評価を行うとともに、授業アンケートで成果

を検証した。

《「Ｐ＆Ｄ」年間計画》

月 学習分野 内容

月

月

月

月

情報とメディア

情報機器の操作

情報社会と法規・制度

個人情報の適切な利活用と保護

知的財産権

・ＩＣＴ機器活用実習を通して、使用する上

での危険性や問題点について学習する。

・情報検索を通じて、適切な情報の取捨選択

ができるようにする

・個人情報保護の必要性と著作権等の知的

所有権について望ましい態度を養う。

月

月

月

英語によるプレゼンテーション①

“Presenting a Scientific Process”

情報セキュリティ

情報技術の適切な活用

情報の発信とメディアの性質

・表計算ソフトを使用して、統計処理の方法

を学ぶ。

・科学的事象に関する つのテーマを各グ

ループ（ 名）に つずつ割り当て、それ

ぞれが、異なるページを読み、グループで

英語のプレゼンテーションにまとめる。

・目的に応じた情報伝達手段を選べるよう

にする。

月

月

月

月

情報デザイン

英語によるプレゼンテーション②

（個人）

ネットワークのしくみ

・効果的なプレゼンテーションを行うため

の情報デザインの考え方や手法を学ぶ。

・各自が選んだテーマで、個人のプレゼンテ

ーションを英語で行う。

 成果

年 回のプレゼンテーションでは、「情報Ⅰ」で学んだ情報源の信頼度や著作権に関して適切

な判断をしたり、効果的なプレゼンテーションを行うための情報デザインの考え方や手法を活

用したりしながらプレゼンテーションを作成することができた。また、英語でのプレゼンテー

ションとそれに続く質疑応答を通して、第２学年の「課題研究Ⅱ」および「人文科学課題研究

Ⅰ」における英語発表に必要な力の基礎を作ることができた。

１ ４ 「課題探究Ⅱ」（第２学年理数科・２単位）

 研究の目的

自然科学領域のテーマについてグループごとに課題研究に取り組み、「科学的探究力」を育成

する。また、日本語、英語による発表の機会を設けることにより「表現力」育成を目指す。

 研究開発の内容・方法・検証

今年度は数学科教員 名、理科教員 名が担当した。グループに分かれて課題解決のための

調査・実験・考察を行わせた。今年度も生徒にルーブリックを考えさせたり 生徒参加型ルーブ

リック 、振り返りシートを作成させたりすることで、自己評価能力の育成を目指した。
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《「課題探究Ⅱ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・開講式

・テーマ、研究手法について

（第 学年の「課題探究Ⅰ」からの継

続、指導教員を交えて班内で議論）

・研究の背景、概要の理解

・研究内容の明確化

・実験に必要な器具や薬品の準備

・計画に基づいて実験や観察

・データの収集、記録の保存

・第 回中間報告会

（こまつ研究サポートプログラム）

・第 回中間報告会

（こまつ研究サポートプログラム）

・振り返りシート・ルーブリックの作成

・興味・関心を明確にし、テーマを練り直す。

・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要

な情報の収集法を学ぶ。

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・研究目的や内容を理解する。

・実験計画の手法や、必要な機材の入手法、

操作法、研究の進め方、記録、実験の方法を

学ぶ。

・班内で討議し、研究を深める手法を学ぶ。

・データのまとめ方及び説明の方法を学ぶ。

・大学の先生方から主に研究テーマと研究の

進め方についてアドバイスを受け、研究の

計画を練る。

・大学の先生方に研究の進捗状況を説明し、

指導・助言を受け、今後の研究の方針につい

て話し合う。

二

学

期

・講義 「プレゼンテーション＆スライ

ド作成講座」

・研究の整理

・内容を深めるための研究の継続

・大学教員による研究方法の指導

・研究結果の分析・まとめ

・発表要旨の作成

・プレゼンテーションの準備

・短時間で伝えるための発表の練習

・客観的な評価に基づくスライドの修

正

・校内発表会及びその運営

・講義「ポスター作成講座」

・発表用ポスター作成

・英語版ポスター作成（韓国との科学交

流用）

・振り返りシート・ルーブリックの作成

・効果的なプレゼンテーションを行うための

スライド作成のポイントを理解する。

・研究の姿勢を学ぶ。

・繰り返しデータをとることで、再現性を確

認する。

・統計処理も含めた分析と考察を行い、研究

成果をまとめる。

・効果的な発表の仕方、手法を学ぶ。

・客観的な評価を聴き、より効果的なプレゼ

ンテーションの方法を考える。

・発表会の運営方法を学ぶ。

・ポスターの作成方法と発表方法を学ぶ。

・専門用語を正確に英語で表現する。繰り返

し練習して、英語で発表できるようにする。

三

学

期

・校内ポスター発表会

・石川県ＳＳＨ生徒研究発表会への参

加

・講義「論文作成講座」

・論文作成（研究内容を形式の整った論

文の形に再度まとめる）

・ポスター発表会用のポスターの英訳

・英語による課題研究ポスター発表会

・ポスター発表を通して、双方向の意見交換

によるコミュニケーションを行う。

・他校の発表から研究の着眼点、進め方、発

表方法を学ぶ。

・論文作成のルールと基本的な作成手法を学

ぶ。

・英語での表現の手法、発表の仕方を学ぶ。

・専門用語を正確に英語で表現する。

・英語で発表ができるよう練習する。

・英語発表会を開き、ＡＬＴや友人の前で発

表する。また、英語の質問に英語で答える。

－22－



《「課題探究Ⅱ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・開講式

・テーマ、研究手法について

（第 学年の「課題探究Ⅰ」からの継

続、指導教員を交えて班内で議論）

・研究の背景、概要の理解

・研究内容の明確化

・実験に必要な器具や薬品の準備

・計画に基づいて実験や観察

・データの収集、記録の保存

・第 回中間報告会

（こまつ研究サポートプログラム）

・第 回中間報告会

（こまつ研究サポートプログラム）

・振り返りシート・ルーブリックの作成

・興味・関心を明確にし、テーマを練り直す。

・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要

な情報の収集法を学ぶ。

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・研究目的や内容を理解する。

・実験計画の手法や、必要な機材の入手法、

操作法、研究の進め方、記録、実験の方法を

学ぶ。

・班内で討議し、研究を深める手法を学ぶ。

・データのまとめ方及び説明の方法を学ぶ。

・大学の先生方から主に研究テーマと研究の

進め方についてアドバイスを受け、研究の

計画を練る。

・大学の先生方に研究の進捗状況を説明し、

指導・助言を受け、今後の研究の方針につい

て話し合う。

二

学

期

・講義 「プレゼンテーション＆スライ

ド作成講座」

・研究の整理

・内容を深めるための研究の継続

・大学教員による研究方法の指導

・研究結果の分析・まとめ

・発表要旨の作成

・プレゼンテーションの準備

・短時間で伝えるための発表の練習

・客観的な評価に基づくスライドの修

正

・校内発表会及びその運営

・講義「ポスター作成講座」

・発表用ポスター作成

・英語版ポスター作成（韓国との科学交

流用）

・振り返りシート・ルーブリックの作成

・効果的なプレゼンテーションを行うための

スライド作成のポイントを理解する。

・研究の姿勢を学ぶ。

・繰り返しデータをとることで、再現性を確

認する。

・統計処理も含めた分析と考察を行い、研究

成果をまとめる。

・効果的な発表の仕方、手法を学ぶ。

・客観的な評価を聴き、より効果的なプレゼ

ンテーションの方法を考える。

・発表会の運営方法を学ぶ。

・ポスターの作成方法と発表方法を学ぶ。

・専門用語を正確に英語で表現する。繰り返

し練習して、英語で発表できるようにする。

三

学

期

・校内ポスター発表会

・石川県ＳＳＨ生徒研究発表会への参

加

・講義「論文作成講座」

・論文作成（研究内容を形式の整った論

文の形に再度まとめる）

・ポスター発表会用のポスターの英訳

・英語による課題研究ポスター発表会

・ポスター発表を通して、双方向の意見交換

によるコミュニケーションを行う。

・他校の発表から研究の着眼点、進め方、発

表方法を学ぶ。

・論文作成のルールと基本的な作成手法を学

ぶ。

・英語での表現の手法、発表の仕方を学ぶ。

・専門用語を正確に英語で表現する。

・英語で発表ができるよう練習する。

・英語発表会を開き、ＡＬＴや友人の前で発

表する。また、英語の質問に英語で答える。

 成果

「 人 冊研究ノート」、「 人

本研究論文」といった取り組み

を継続し、生徒一人ひとりに探

究力を伸長させるための環境づ

くりに努めた。また、「こまつ研

究サポートプログラム」による

課題研究中間報告会を２回実施

し、課題解決のための科学的手

法を学ばせるとともに、研究に

対するモチベーションの向上につなげることができた。生徒アンケートの質問項目“積極的に参

加できたか”でほぼすべての生徒が肯定的な回答をしていたことから、生徒が意欲的に研究に取

り組んでいたことがうかがえる。

○こまつ研究サポートプログラム

課題研究に対し

て大学教員などか

らの指導助言を受

けるための「こまつ

研究サポートプロ

グラム」による支援

体制の整備・強化に

引き続き取り組ん

だ。これにより、本

校教員による指導に加えて専門的な知識をもつ各連携先の「こまつ研究サポーター」に依頼して、

タイミング良く適切な指導やアドバイスを得ることができるようになった。今年度はのべ 名

（うち新規 名、昨年度のべ 名）の専門分野の異なる大学教員に年に複数回来校していただ

き、グループ毎に助言を受けた。また、来校時以外にもメールや 会議サービス等で、個別に

指導を受けるグループも見られた。大学教員および研究室に所属する大学院生には、校内ポスタ

ー発表会に参加し、本校生徒と活発な議論をしていただいた。生徒が研究の正しい手法、専門的

な研究内容について学ぶ機会となっただけでなく、教員が探究活動の指導法を学ぶ機会となった。

令和５年度「こまつ研究サポートプログラム」課題研究中間報告の実施記録

１ ５ 「課題探究」（第２学年普通科普通コース・１単位）

 研究の目的

課題研究を通して、自然の事物・現象を探究するために必要な知識および技能を習得する。

多面的に事象を捉え、課題を設定して探究し、数学や理科の知識、技能を活用して、課題を解

決する力を育成する。課題を発見し、物事を批判的にとらえるとともに、主体的・協働的に粘

り強く取り組もうとする態度を養う。また、ポスター発表を通して、表現力を育成する。

 研究内容・方法・検証

数学科教員 名、理科教員 名、保健体育科教員 名、外国語科教員 名、国語科教員 名、

日時 第 回 令和 年 月 日 水 ～

第 回 令和 年 月 日 水 ～

会場 小松高等学校 物理実験室、化学実験室、生物実験室、地学実験室
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地歴公民科教員 名が担当した。

第２学年普通科普通コースの生徒が、充実した課題研究を効果的に取り組むための指導方法

を研究した。 クラスを 名の教員が担当して、課題研究に取り組みルーブリック等によるパ

フォーマンス評価及び生徒、生徒に対するアンケート調査の結果をもとに成果の検証を行った。

《「課題探究（理系）」年間計画》

月 学習内容 学習目標

月

月

月

月

月

月

月

・全体ガイダンス

・大学教員による課題探究の進め方につ

いての講義

・研究分野希望調査およびグループ分け

・探究活動

テーマ設定、情報検索

先行研究調査、実験、観察、情報収集、

分析、まとめ

・中間発表会

・教科の目的、 年間の流れを理解する。

・テーマ設定、実験、考察等の方法につい

て学ぶ。

・知識を習得し、課題の設定方法を学ぶ。

・研究の進め方、実験方法、情報収集の方

法、データの記録方法を学ぶ。

・中間発表会においてモデレーションを行

い、他者の発表から学び、改善を行う。

月

月

月

月

・発表準備および発表会

ポスター作成

発表練習

ポスター発表会

・論文作成

振り返り

・ポスターの作成方法および発表方法を学

ぶ。

・論文の作成方法を学ぶ。

《「課題探究（文系）」年間計画》

月 学習内容 学習目標

月

月

・全体ガイダンス

・グループ決め

・テーマ設定

・先行研究調査

・数値データの取り扱いについて

・教科の目的、 年間の流れを理解する。

・生徒の希望を尊重してグループを決め、

各グループでテーマを設定する。

・先行研究を可能な限り 次資料で調べる。

・アンケートや 次データ等の数値データを使

用する場合に留意すべき点を理解する。

月

月

・研究活動

・テーマ発表会（担当者以外の複数

の教員から指導を受ける）

・フィールドワーク及びデータ収

集

・グループごとに研究を開始する。

・テーマと先行研究を発表し、検証可能なテーマ

への修正を行う。

・必要に応じてアンケートや校外での調査を行

う。

月

月

月

・研究活動

・中間発表会（担当者以外の複数の

教員から指導を受ける）

・研究の方向性を確認し自ら修正することを学

ぶ。

・他からの批判、指摘を冷静に受け止め、客観的、

科学的な研究となるべく粘り強く研究を続け

る。

月

月

月

月

・ポスター作成

・発表練習

・最終発表会

・振り返り

・論文作成

・探究基礎で学んだ発表方法を活かして研究活

動のまとめに入る。

・発表会を通じて研究の成果を確認する。聴衆か

らの質問、指摘を通して、自らの研究を振り返

る。

・論文の作成方法を学ぶ。
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地歴公民科教員 名が担当した。

第２学年普通科普通コースの生徒が、充実した課題研究を効果的に取り組むための指導方法

を研究した。 クラスを 名の教員が担当して、課題研究に取り組みルーブリック等によるパ

フォーマンス評価及び生徒、生徒に対するアンケート調査の結果をもとに成果の検証を行った。

《「課題探究（理系）」年間計画》

月 学習内容 学習目標

月

月

月

月

月

月

月

・全体ガイダンス

・大学教員による課題探究の進め方につ

いての講義

・研究分野希望調査およびグループ分け

・探究活動

テーマ設定、情報検索

先行研究調査、実験、観察、情報収集、

分析、まとめ

・中間発表会

・教科の目的、 年間の流れを理解する。

・テーマ設定、実験、考察等の方法につい

て学ぶ。

・知識を習得し、課題の設定方法を学ぶ。

・研究の進め方、実験方法、情報収集の方

法、データの記録方法を学ぶ。

・中間発表会においてモデレーションを行

い、他者の発表から学び、改善を行う。

月

月

月

月

・発表準備および発表会

ポスター作成

発表練習

ポスター発表会

・論文作成

振り返り

・ポスターの作成方法および発表方法を学

ぶ。

・論文の作成方法を学ぶ。

《「課題探究（文系）」年間計画》

月 学習内容 学習目標

月

月

・全体ガイダンス

・グループ決め

・テーマ設定

・先行研究調査

・数値データの取り扱いについて

・教科の目的、 年間の流れを理解する。

・生徒の希望を尊重してグループを決め、

各グループでテーマを設定する。

・先行研究を可能な限り 次資料で調べる。

・アンケートや 次データ等の数値データを使

用する場合に留意すべき点を理解する。

月

月

・研究活動

・テーマ発表会（担当者以外の複数

の教員から指導を受ける）

・フィールドワーク及びデータ収

集

・グループごとに研究を開始する。

・テーマと先行研究を発表し、検証可能なテーマ

への修正を行う。

・必要に応じてアンケートや校外での調査を行

う。

月

月

月

・研究活動

・中間発表会（担当者以外の複数の

教員から指導を受ける）

・研究の方向性を確認し自ら修正することを学

ぶ。

・他からの批判、指摘を冷静に受け止め、客観的、

科学的な研究となるべく粘り強く研究を続け

る。

月

月

月

月

・ポスター作成

・発表練習

・最終発表会

・振り返り

・論文作成

・探究基礎で学んだ発表方法を活かして研究活

動のまとめに入る。

・発表会を通じて研究の成果を確認する。聴衆か

らの質問、指摘を通して、自らの研究を振り返

る。

・論文の作成方法を学ぶ。

 成果

生徒は数学、物理、化学、生物、

保健体育から希望する研究領域

を選択し、探究活動に取り組ん

だ。研究を開始する前に、大学教

員による課題探究の意義・方法に

ついての講義を行った。そして、

それぞれのグループが興味のあ

るテーマについて意欲的に研究

活動に取り組んだ。

多くの教員がこれまでに「課題

探究」の指導を経験したことにより、限られた時間の中でも目的に沿った生徒の主体的かつ探究

的な活動となるよう指導することができた。普通科の「課題探究」については、ほとんどの教員

が探究活動の指導を経験し、指導方法が広まってきたと言える。今年度は生徒アンケートの質問

項目全てにおいて過去 年間で最も肯定的に答える生徒の割合が多かった。今年度からは理系で

も年度当初より探究活動を始めたことにより、生徒がじっくり時間をかけて探究をすることがで

き、様々な力が身についた実感が増したと考えられる。

「国語」「地歴公民」、「英語」から希望する研究領域を選択した生徒は、通常授業において探究

テーマとなりえる課題を発見し、探究基礎で身につけた見方、考え方を活用しながら 年間探究

活動を行った。この間、「テーマ発表会」「中間発表」「最終発表会」の 回の発表会における教員

や生徒からの質疑を通して、自ら立てた問いの中から検証可能なテーマを見出し、研究を深めた。

また、課題探究で身につけた問いの設定から検証方法の実践等の探究スキルが通常授業のなかで

活用されており、通常授業と課題探究が有機的に結びつきつつある。今後は、課題探究で身につ

けた力をどのように通常授業のなかで活用できるかが新たな課題となった。

１ ６ 「人文科学課題研究Ⅰ」（第２学年普通科人文科学コース・２単位）

 研究の目的

これまでＳＳＨ事業で研究開発してきた探究活動の手法を活用し、主として人文科学や社会

科学、国際学の領域について課題研究を行う。第 学年で履修する「探究基礎」において身に

付けた課題発見能力、論理的・批判的思考力、主体的に考える姿勢を基礎として、探究力育成

を図る。

 研究開発の内容・方法

「人文科学」「社会科学」「国際学」の大枠から、さらに細分化されたグループ分けを行った

後、担当者を決定した。生徒自らがテーマを決め、先行研究をもとに仮説を立て、考察し、議

論して結論を導き出す活動を実施し、年間３回の発表会を行った。有識者を招いて助言をして

いただき、ルーブリックによる評価を行った。今年度は生徒の「失敗を恐れず、失敗から学ぶ」

姿勢を評価するため、生徒のアンケートから、「生徒が探究活動における具体的につまずいた

点」と「どのように改善したか」の傾向を分析した。各発表会におけるパフォーマンス評価、

ポートフォリオ、生徒、教員に対するアンケート調査の結果をもとに成果の検証を行った。

＜教育課程編成上の位置付け・一般科目との関係＞

第１学年で履修した「探究基礎」で育成された課題発見能力、資料収集・分析能力、論理的

思考力、言語能力を基に、これらの探究力をさらに高めるべく、課題研究を行う。地歴・公民

領域においても、第１学年で履修している「地理総合」「歴史総合」で地理分野と歴史分野に加

えて、第２学年で「公共」で公民分野の領域で学習を開始しており、研究の領域は高等学校の
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教科・科目の枠組みを超えて、「人文科学」「社会科学」「国際学」の大枠の中から生徒が自由な

発想でテーマ設定を行う。

《「人文科学課題研究Ⅰ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・課題研究開講式

・テーマ、研究手法について

（指導教員を交えて班内で議論）

・研究内容の明確化

・先行研究調べ

・数値データの取り扱いについて

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・各自の興味・関心を明確にしつつ、班でテー

マを設定する。

・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要

な情報の収集法を学ぶ。

・先行研究を可能な限り 次資料で調べる

・アンケートや 次データ等の数値データを使

用する場合に留意すべき点を理解する。

・課題研究中間発表会

（検証可能なテーマへの軌道修正）

・探究活動の中間自己評価

・探究活動

・プレゼンテーションの技法

・中間発表会に大学教員を招いて、指導助言を

受け、研究の方向性を確認し軌道修正する。

二

学

期

・探究活動を振り返り、自身の研究に対する貢

献度やグループ内での立ち位置を再確認し、

プレ発表会に向けて協働性を高める。

・効果的なプレゼンテーションを行うためのス

ライド作成及び発表のポイントを理解する。

・課題研究プレ発表会 ・最終発表会及び県合同発表会に向けて、再度

専門家からの指導を受け、研究の成果と課題

を確認する。

三

学

期

・課題研究最終発表会

・探究活動の最終自己評価（アンケー

ト）

・活動報告書及び論文作成（個人で）

・研究継続と英語発表準備

・プレ発表会を受け完成度の高い発表を行う。

・ 年間の探究活動を通して身についた力を、

自身で振り返る。

・研究全体を振り返り、失敗から学ぶ姿勢を身

に着けるとともに、具体的な失敗例や失敗か

らどう修正したかを後輩へ伝える。

・グループで研究してきたことを個人の観点で

まとめて論文を作成する。

・研究を継続するとともに、「人文科学課題研究

Ⅱ」における課題研究英語発表の準備を行う。

 成果

今年度は研究の客観性、研究方法の妥当性をいかに確保するかをテーマに外部の専門家の指

導を仰ぎながら、生徒の研究の充実を図った。文献調査をベースにしながら定量調査や定性調

査を組合わせて収集したデータを分析・考察するグループがみられた。生徒からは高等学校の

教科の枠組みを超えた「宗教・信仰」「心理学」・「外国人の労働問題」「ジェンダー」等の融合

領域・総合系のテーマが多く見られ、大学への研究につながる学びにつなげられたといえる。

生徒アンケートからは、グループでの研究活動に苦労した点を挙げた回答もあったが、概ね探

究活動を肯定的に振り返る回答が多かった。

「人文科学課題探究Ⅰ」生徒アンケート調査結果（ ）

  調査項目
調査結果（％）

肯定 やや肯定 やや否定 否定

課題研究に積極的に参加できたか？

授業で身につけた知識・技能を活用する能力が身についたか？

探究力がついたか？

－26－



教科・科目の枠組みを超えて、「人文科学」「社会科学」「国際学」の大枠の中から生徒が自由な

発想でテーマ設定を行う。

《「人文科学課題研究Ⅰ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・課題研究開講式

・テーマ、研究手法について

（指導教員を交えて班内で議論）

・研究内容の明確化

・先行研究調べ

・数値データの取り扱いについて

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・各自の興味・関心を明確にしつつ、班でテー

マを設定する。

・課題研究の目的、意義、手法を理解し、必要

な情報の収集法を学ぶ。

・先行研究を可能な限り 次資料で調べる

・アンケートや 次データ等の数値データを使

用する場合に留意すべき点を理解する。

・課題研究中間発表会

（検証可能なテーマへの軌道修正）

・探究活動の中間自己評価

・探究活動

・プレゼンテーションの技法

・中間発表会に大学教員を招いて、指導助言を

受け、研究の方向性を確認し軌道修正する。

二

学

期

・探究活動を振り返り、自身の研究に対する貢

献度やグループ内での立ち位置を再確認し、

プレ発表会に向けて協働性を高める。

・効果的なプレゼンテーションを行うためのス

ライド作成及び発表のポイントを理解する。

・課題研究プレ発表会 ・最終発表会及び県合同発表会に向けて、再度

専門家からの指導を受け、研究の成果と課題

を確認する。

三

学

期

・課題研究最終発表会

・探究活動の最終自己評価（アンケー

ト）

・活動報告書及び論文作成（個人で）

・研究継続と英語発表準備

・プレ発表会を受け完成度の高い発表を行う。

・ 年間の探究活動を通して身についた力を、

自身で振り返る。

・研究全体を振り返り、失敗から学ぶ姿勢を身

に着けるとともに、具体的な失敗例や失敗か

らどう修正したかを後輩へ伝える。

・グループで研究してきたことを個人の観点で

まとめて論文を作成する。

・研究を継続するとともに、「人文科学課題研究

Ⅱ」における課題研究英語発表の準備を行う。

 成果

今年度は研究の客観性、研究方法の妥当性をいかに確保するかをテーマに外部の専門家の指

導を仰ぎながら、生徒の研究の充実を図った。文献調査をベースにしながら定量調査や定性調

査を組合わせて収集したデータを分析・考察するグループがみられた。生徒からは高等学校の

教科の枠組みを超えた「宗教・信仰」「心理学」・「外国人の労働問題」「ジェンダー」等の融合

領域・総合系のテーマが多く見られ、大学への研究につながる学びにつなげられたといえる。

生徒アンケートからは、グループでの研究活動に苦労した点を挙げた回答もあったが、概ね探

究活動を肯定的に振り返る回答が多かった。

「人文科学課題探究Ⅰ」生徒アンケート調査結果（ ）

  調査項目
調査結果（％）

肯定 やや肯定 やや否定 否定

課題研究に積極的に参加できたか？

授業で身につけた知識・技能を活用する能力が身についたか？

探究力がついたか？

表現力やプレゼンテーション能力が身についたか？

課題研究は有意義なものであったか？

今後の探究活動の充実を目的に、２年人文科学、普通文系の課題研究において「『失敗』をど

う生かしたか」の傾向分析を行った。２年生人文科学、普通文系の探究活動に関する自己評価

アンケートの質問（記述回答）の生徒の記述内容から失敗の傾向を つに分類し、１０月の中

間評価と１月の最終評価の変容をおった。また、何を改善したかを つのパターンに分類し同

様に中間評価と最終評価の変容をおった。

〇「ここまでの課題研究でうまくいかなかったり、難しいと感じたりしたところはどんなところか？」

失敗の分類
中間評価（ 月） 最終評価（１月）

人文 文系 計 人文 文系 計

① テーマ、 設定、仮設の立て方に関すること

② 研究手法、調査方法に関すること

③ 分析・考察に関すること

④ 研究内容のまとめ方、発表の仕方に関すること

⑤ グループ活動に関すること

＝ ＝

〇「また、その時にあなたはどのようにして研究を前に進めたか？」

失敗の活かし方
中間評価（ 月） 最終評価（１月）

人文 文系 計 人文 文系 計

① テーマ、 設定、仮設の軌道修正

② 研究手法、調査方法の再考

③ 分析・考察の再考

＝ ＝

アンケートの結果や実際の生徒の記述の内容から、大まかに以下の つの傾向がみられた。

① 具体的で、実現可能性のあるテーマ、 を設定することに時間を消費している。

② 生徒は活動が進むにつれ、「テーマ」、「調査方法」に対して疑問をもち始める。

③ とそれに対する調査結果との間に整合性がない場合、テーマや 自体の修正をしている。

④ 分析・考察に関する内容のほとんどは、結論の客観性、妥当性の欠如を挙げている。

この状況に対して、担当教員の指導、外部指導者の助言を活用して探究を進めたと振り返る回

答が多かった。①～④のような状況について、指導教員はいち早く察知し、場面に応じて適切な

指導・助言する必要がある。その際、「失敗」の具体的な評価（ルーブリックによる評価）方法を

早期に確立し、運用できるようにしなければならない。

１ ７ 「課題探究Ⅲ」（第３学年理数科・１単位）

研究の目的

科目融合領域の探究的な学習を通じて、科学の様々な分野における知識や技能を深める。こ

れまでに学習した分野の知識を他の分野に活用することによって、実社会で直面する複雑な課

題を解決するために必要となる力の基礎を身につける。また、より進んだ課題解決の方法を学

ぶことによって学問に対する意欲の向上を図るとともに興味関心を高め、大学等における学び

に必要な学びにつなげる。

研究開発の内容・方法・検証

生徒を つのコース（数物コース、工学コース、生化学コース、薬学コース、社会学コース）

にそれぞれ配属して科目融合・領域融合学習に取り組ませ、これまでに学習した領域の知識を
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他の領域に活用する手法を学ばせた。また、大学レベルの数学として微分方程式の解法を学ば

せ、具体的な事例を扱いながら基礎的な知識、技能を習得させた。その後、学んだ手法を活か

したグループごとの探究活動に取り組ませた。授業後のアンケートから成果を検証した。

＜教育課程編成上の位置付け・一般科目・教科との関係＞

第２学年までに学習した一般教科「理科」・「数学」及び学校設定科目「課題探究Ⅰ、Ⅱ」の

内容を踏まえ、第３学年において教科融合・領域融合学習に取り組ませ、大学等における学び

に必要な学びにつなげる。

令和５年度「課題探究Ⅲ」年間計画

学習分野 内容

一

学

期

・ガイダンス

・微分方程式の基礎

科目の概要説明

微分方程式の基礎

・微分方程式とは何か

・微分方程式の解法（変数分離微分方程式、線形 階微

分方程式、線形 階微分方程式）

・演習

二

学

期

【数物コース】

・数学と物理に関する

領域融合学習

【工学コース】

・数学と物理に関する

領域融合学習

【生化学コース】

・生物と化学に関する

領域融合学習

【薬学コース】

・生物と化学に関する

領域融合学習

【社会学コース】

・数学と情報に関する

領域融合学習

【数物コース】

・物理現象のモデル作成

空気抵抗を受ける物体の落下運動など、物理現象につ

いて微分方程式で表された数式モデルを作ることによ

り、観測結果を予測したり説明したりする方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【工学コース】

・材料力学の基礎

片持ち梁のたわみ曲線を微分方程式から求める方法を

学ぶ。また、その結果をもとに金属材料のヤング率を実

際に測定する方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【生化学コース】

・反応速度の測定

酵素カタラーゼを含むドライイーストを用いて過酸化

水素を分解し、その反応速度を定量化する。また、微分

方程式よりアレニウスの式を導き、酵素反応の活性化エ

ネルギーを求め、無機触媒と比較する。

・グループ課題研究

【薬学コース】

・抗菌効果の評価

物質ごとの抗菌効果を実験で評価する方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【社会学コース】

・人口推定

微分方程式を用いて将来の人口を推定する方法を学ぶ。

・グループ課題研究
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他の領域に活用する手法を学ばせた。また、大学レベルの数学として微分方程式の解法を学ば

せ、具体的な事例を扱いながら基礎的な知識、技能を習得させた。その後、学んだ手法を活か

したグループごとの探究活動に取り組ませた。授業後のアンケートから成果を検証した。

＜教育課程編成上の位置付け・一般科目・教科との関係＞

第２学年までに学習した一般教科「理科」・「数学」及び学校設定科目「課題探究Ⅰ、Ⅱ」の

内容を踏まえ、第３学年において教科融合・領域融合学習に取り組ませ、大学等における学び

に必要な学びにつなげる。

令和５年度「課題探究Ⅲ」年間計画

学習分野 内容

一

学

期

・ガイダンス

・微分方程式の基礎

科目の概要説明

微分方程式の基礎

・微分方程式とは何か

・微分方程式の解法（変数分離微分方程式、線形 階微

分方程式、線形 階微分方程式）

・演習

二

学

期

【数物コース】

・数学と物理に関する

領域融合学習

【工学コース】

・数学と物理に関する

領域融合学習

【生化学コース】

・生物と化学に関する

領域融合学習

【薬学コース】

・生物と化学に関する

領域融合学習

【社会学コース】

・数学と情報に関する

領域融合学習

【数物コース】

・物理現象のモデル作成

空気抵抗を受ける物体の落下運動など、物理現象につ

いて微分方程式で表された数式モデルを作ることによ

り、観測結果を予測したり説明したりする方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【工学コース】

・材料力学の基礎

片持ち梁のたわみ曲線を微分方程式から求める方法を

学ぶ。また、その結果をもとに金属材料のヤング率を実

際に測定する方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【生化学コース】

・反応速度の測定

酵素カタラーゼを含むドライイーストを用いて過酸化

水素を分解し、その反応速度を定量化する。また、微分

方程式よりアレニウスの式を導き、酵素反応の活性化エ

ネルギーを求め、無機触媒と比較する。

・グループ課題研究

【薬学コース】

・抗菌効果の評価

物質ごとの抗菌効果を実験で評価する方法を学ぶ。

・グループ課題研究

【社会学コース】

・人口推定

微分方程式を用いて将来の人口を推定する方法を学ぶ。

・グループ課題研究

 成果

生徒が大学での学

びにつながるよう、

自身の志望する学部

に関連するコースを

選択して領域融合学

習を行った。コース

はこれまでに行って

きた数物、生化学に

加え、工学、薬学、社

会学を加えて コー

スを開設した。

数物コースでは、いくつかの物理現象についての数学モデルを作成し、数学の知識を活用す

ることによって課題を解決する能力を身につけることを目指した。課題研究のテーマとしては

水位変化におけるトリチェリの法則についての研究や、ゴム球の跳ね返りの高さの変化につい

て研究するグループが見られた。

工学コースでは、片持ち梁のたわみ曲線の式を、物理領域の力のモーメントの考え方と微分

方程式を活用して求める方法を学んだ。また、その結果を応用して金属のヤング率の測定に取

り組んだ。グループ別の探究活動では、パスタブリッジの構造の違いによる強度の評価や、う

どんの“コシ”についての研究など、構造力学や材料力学に関連したテーマ設定が見られた。

生化学コースでは、生物を題材として、生命現象を化学的、数学的に考察させることを目的

とした。微分方程式を利用した化学反応速度論を考えさせた。

薬学コースでは、医療系の学部を志望する生徒が主に配属され、化学物質ごとの抗菌効果の

評価方法を学んだ。グループ別の探究活動では、その手法を応用して納豆菌を用いて物質ごと

の抗菌効果を調べた。

社会学コースでは、主に情報分野の学科を志望する生徒が配属され、微分方程式を用いて将

来の人口を推定するモデルを構築し、計算プログラムでシミュレーションに取り組んだ。グル

ープ別の探究活動では、教員の多忙化改善のための時間割作成プログラムの作成をテーマにす

るグループや、学力の伸びをテーマにシミュレーションを行うグループが見られた。

どのコースの内容も高度なものであるが、将来学びたい学問分野に関連しているということ

もあり、生徒は非常に意欲的に取り組んでいた。授業アンケートでは、「大学での学びに必要な

力を伸ばすことができたと思うか？」との問いに対し、全生徒から肯定的な回答が得られた

（ ）。また、「課題探究Ⅲの授業を通して、問題解決のために複数の教科・科目の知識・技

術を組み合わせて考えることの重要性を感じることができたか？」との問いには全生徒から肯

定的な回答が得られ、最も肯定的な回答が を上回った。「課題探究Ⅲ」を通して、生徒は大

学で学ぶ内容が高校における教科が融合していることを実感できたと考えられる。研究レポー

トルーブリックはＨＰ上で公開している。

１ ８ 「科学探究」（第３学年普通科・１単位）

 研究の目的

物理、化学、生物領域の発展的な実験・観察への取り組みを通して、実験の技能および適切

な分析を行い、深く考察する力を身につける。また、科目・領域融合型の教材を扱うことによ

り、多面的に事象を捉え、課題を解決する力を身につける。実験・観察に対して主体的に取り

組むことを通して、課題を見出し、科学的に探究しようとする態度を養う。

質問２～４は今年度から調査した項目であるため、 年度のデータのみ。
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 研究開発の内容・方法・検証

第２学年までに学習した一般教科「理科」・「数学」及び「課題探究」の学習を踏まえて、第

３学年普通科の生徒に教科融合・領域融合学習に取り組ませた。理系では、探究的・発展的な

実験、実習を中心とした授業を通じて、科学的探究力、問題解決力、データ処理能力の育成を

図った。生徒が作成するレポート、筆記テストの結果及び生徒に対するアンケート調査の結果

をもとに成果の検証を行った。

《「科学探究」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

一

学

期

《化学領域》

実験 金属イオンの確認

実験 硫酸と硫化水素

実験 金属イオンの分離

・銀イオン、銅 Ⅱ イオン、鉄 Ⅱ ・鉄（Ⅲ）イオ

ンについて、沈殿の生成や溶解、及び沈殿や溶液

の色の変化等を観察し、それらの金属イオンの性

質を知る。

・硫酸の性質を調べる。硫化水素と金属イオンの反

応について調べる。

・金属イオンの混合溶液からイオンの性質を利用し

て各イオンを分離し、確認することによって、定

性分析の一般的方法を学ぶ。

二

学

期

大学教員による特別講義

「見て触って理解するタンパク質

の働き―分子生物学の最前線」

・大学教員から講義を受けることにより、研究に対

する興味関心および学ぶ意欲の伸長を図る。

・大学の様子や研究分野について知ることで、将来

の進路選択のための情報を得る。

《物理領域》

実験 乾電池のエネルギーの測定

《生物領域》

実験 ＤＮＡの電気泳動

実験 大腸菌の形質転換

・乾電池を豆電球につないで点灯させ、豆電球が消

える（乾電池のエネルギーが になる）までの

電流と電圧をデータロガーで測定する。測定した

データから、乾電池のもつ化学エネルギーの総量

を表計算ソフトで計算する。

・ウィルスのＤＮＡを制限酵素で切断し、アガロー

スゲル電気泳動によってＤＮＡ断片の大きさを分

析する。

・大腸菌にβ ガラクトシダーゼおよび 遺伝子

を組込み、形質転換効率を考察する。

《「科学探究（文系）」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・問題解決能力の育成

地歴公民科の教員が担当。

現代社会の諸問題の解決をめ

ざす活動を行った。

・本校入学から 年間継続してきた探究活動の総ま

とめとして、また大学等での将来の学びを意識し

て、従来の学問の枠組みとの連携を重視する。

二

学

期

・発表能力の育成

外国語科・国語科の教員とＡＬ

Ｔが担当。日本語および英語によ

る発信力を高める取り組みを行

った。

・将来的に国内だけでなく、世界規模で発言をする

場面に対応できるよう、言語をツールとして使い

こなせることを目標とする。
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 研究開発の内容・方法・検証

第２学年までに学習した一般教科「理科」・「数学」及び「課題探究」の学習を踏まえて、第

３学年普通科の生徒に教科融合・領域融合学習に取り組ませた。理系では、探究的・発展的な

実験、実習を中心とした授業を通じて、科学的探究力、問題解決力、データ処理能力の育成を

図った。生徒が作成するレポート、筆記テストの結果及び生徒に対するアンケート調査の結果

をもとに成果の検証を行った。

《「科学探究」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

一

学

期

《化学領域》

実験 金属イオンの確認

実験 硫酸と硫化水素

実験 金属イオンの分離

・銀イオン、銅 Ⅱ イオン、鉄 Ⅱ ・鉄（Ⅲ）イオ

ンについて、沈殿の生成や溶解、及び沈殿や溶液

の色の変化等を観察し、それらの金属イオンの性

質を知る。

・硫酸の性質を調べる。硫化水素と金属イオンの反

応について調べる。

・金属イオンの混合溶液からイオンの性質を利用し

て各イオンを分離し、確認することによって、定

性分析の一般的方法を学ぶ。

二

学

期

大学教員による特別講義

「見て触って理解するタンパク質

の働き―分子生物学の最前線」

・大学教員から講義を受けることにより、研究に対

する興味関心および学ぶ意欲の伸長を図る。

・大学の様子や研究分野について知ることで、将来

の進路選択のための情報を得る。

《物理領域》

実験 乾電池のエネルギーの測定

《生物領域》

実験 ＤＮＡの電気泳動

実験 大腸菌の形質転換

・乾電池を豆電球につないで点灯させ、豆電球が消

える（乾電池のエネルギーが になる）までの

電流と電圧をデータロガーで測定する。測定した

データから、乾電池のもつ化学エネルギーの総量

を表計算ソフトで計算する。

・ウィルスのＤＮＡを制限酵素で切断し、アガロー

スゲル電気泳動によってＤＮＡ断片の大きさを分

析する。

・大腸菌にβ ガラクトシダーゼおよび 遺伝子

を組込み、形質転換効率を考察する。

《「科学探究（文系）」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・問題解決能力の育成

地歴公民科の教員が担当。

現代社会の諸問題の解決をめ

ざす活動を行った。

・本校入学から 年間継続してきた探究活動の総ま

とめとして、また大学等での将来の学びを意識し

て、従来の学問の枠組みとの連携を重視する。

二

学

期

・発表能力の育成

外国語科・国語科の教員とＡＬ

Ｔが担当。日本語および英語によ

る発信力を高める取り組みを行

った。

・将来的に国内だけでなく、世界規模で発言をする

場面に対応できるよう、言語をツールとして使い

こなせることを目標とする。

 成果

物理領域では、今年

度「乾電池のエネルギ

ーの測定」という探究

教材を開発した。乾電

池は化学電池と言わ

れ、化学で扱う教材で

ある。その乾電池を、

物理領域の視点（電気

エネルギー）でとら

え、物理領域の手法で

そのエネルギーの測定を行った。ただ測定するだけでなく、アルカリ乾電池、マンガン乾電池、

ニッケル水素乾電池など種類ごとに測定を行うことで、データを比較して考察するなど生徒は探

究的に実験に取り組むことができた。提出されたレポートには、乾電池の種類によって起電力の

時間変化のグラフが異なることに気づいたものや、乾電池の内部抵抗に注目して考察したものが

あった。乾電池は身近なものであるが、化学領域の視点だけでなく物理領域の視点で実験を行う

ことで、生徒は課題解決においての領域融合の発想の重要性を認識した。生徒アンケートでは、

「科学探究の授業を通して、理科（物理、化学、生物）に対する興味・関心が高まったか？」と

の問いに対して最も肯定的な回答をした生徒の割合が過去最高（ ）となった。また、レポート

作成のための時間を授業で確保することによって、教師がレポート作成の指導を行い、生徒に時

間をかけてじっくりと取り組むことができた。

大学教員による特別講義については、講義内容が生物物理学に関するもので、先端的な科学技

術の世界においても、様々な分野の知識・技術を活用する能力が必要であることを実感させた。

質問５は今年度から調査した項目であるため、 年度のデータのみ。

科学探究（文系）では、人文科学、社会科学、国際系の３コースに分かれて現代社会の諸課題

について、現状の分析、論点の整理、議論（小グループ）、意見の論述（ミニ論文の作成）を実施

した。生徒からは、「議論するなかで自分にはなかった考えにふれることができ、視野が広がっ

た」、「論文作成を通して論理的に考えを構築していこうと思った」などの意見が見られた。

１ ９ 「人文科学課題研究Ⅱ」（第３学年普通科人文科学コース・１単位）

 研究の目的

「人文科学課題研究Ⅰ」で身につけた能力をさらに深化させ、英語で資料を読み研究として

まとめる能力を育成する。また、融合領域を取り扱った英文の資料・数値データを用いた探究

活動を行い、発表としてまとめることで、第３学年における領域融合学習の有効性を実証する。

 研究開発の内容・方法

年 回、「正答のない問い」についてグループ単位でプロジェクト学習を行い、課題解決の方

策について英語で発表させた。また環境、医療、産業等の複数領域にまたがる英文資料と数値

データを提示して、それにもとづく探究活動を行わせた。環境、医療、健康、産業、情報等の

融合領域の教材を授業担当者とＡＬＴが作成した。さらに地歴公民科教員、理科教員がＴＴを

行い、地球温暖化について歴史、地理、経済、生物、地学の領域から探究活動を行った。

＜教育課程編成上の位置付け・一般科目との関係＞

「人文科学課題研究Ⅰ」で実施した研究を継続し、英語による発表会を行った。また、第２

学年までの探究活動で身に付けた「探究力」及びこれまでに一般科目で身に付けた知識と課題

発見能力を活用し、教科・科目の枠組みを超えた領域融合学習を通じて、高等学校の大学で行

う研究に必要な学びにつなげた。
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《「人文科学課題研究Ⅱ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・課題研究開講式

・グループ決定

・プロジェクト①

研究活動

発表練習

プレゼンテーション

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・各自の興味・関心を明確にしつつ、グループで

テーマを設定する。

・研究目的や内容を理解する。

・研究を深める。

・効果的な発表を行う。

・領域融合学習

「カーボンニュートラル」

地理×生物のコラボ授業

・（地理）なぜ、世界はカーボンニュートラルを

目指すかにを、多角的・多面的に考察する。

・（生物）二酸化炭素による温室効果および温室

効果に対する植物の効果について実験を通し

て確認する。

二

学

期

・領域融合学習

英文、数値データによる探究活動

まとめと発表

・プロジェクト①（個別研究）

研究活動

発表練習

プレゼンテーション

・融合領域を取り扱った英文をグループで読み、

示された数値データを用いてその内容につい

てさらに調査、研究を深める。

・ 年間の課題研究の総仕上げとして個人の研究

を行う。大学での学びを意識しつつ、進学の動

機付けとする。

 成果

第３学年では、短い期間で英文資料及び数値データを用いた複数の探究活動を英語で行わせた。

課題研究英語発表会においては、発表に関して 名の外国語指導助手（ ）にコメントをもら

い、生徒たちはコメントを受けて振り返りを行った。「グラフや表が用いられており分かりやすか

った」などポジティブ（肯定的）コメントより、「単語の説明が不十分であった」等のネガティブ

（反省的）コメントの数が多かった。 はポジティブコメントの数が多かったため、生徒の「失

敗を振り返り、次に生かそうとする姿勢」が観察できた。

地球温暖化について歴史、地理、経済、生物、地学の領域から探究活動では生徒から「社会問

題に対応していくためには、文系の知識だけでなく理系の知識も必要だと改めて気づいた。」、「物

事を疑ってみたり、いろいろな立場で考えたりすると、今まで気が付かなった新しい価値を見出

すことができることが分かった」などの意見が見られた。

２ 課題研究を充実させるためのフィールドワーク、企業・大学との連携、国際共同研究等

２ １ 野外実習（第１学年理数科全員、普通科希望者）

 研究の目的

生物領域と地学領域を中心とした実習を行うことで、実物を間近に見て、直接触れることで

観察力を高め、科学的探究力を育成する。また、グループで実験・実習を行うことで、協調性

等の人間力を育成する。さらに、宿泊を伴った継続的な実験を行うことで自主性を育成する。

 研究開発の内容・方法・検証

能登の海岸で生物領域と地学領域の実習を実施し、試料の採取、扱い方を学習した。また、

別日程での実習として、金沢の大桑層における地質調査を行った。
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《「人文科学課題研究Ⅱ」年間指導計画》

学習内容 学習の目標

一

学

期

・課題研究開講式

・グループ決定

・プロジェクト①

研究活動

発表練習

プレゼンテーション

・課題研究の 年間の流れを把握する。

・各自の興味・関心を明確にしつつ、グループで

テーマを設定する。

・研究目的や内容を理解する。

・研究を深める。

・効果的な発表を行う。

・領域融合学習

「カーボンニュートラル」

地理×生物のコラボ授業

・（地理）なぜ、世界はカーボンニュートラルを

目指すかにを、多角的・多面的に考察する。

・（生物）二酸化炭素による温室効果および温室

効果に対する植物の効果について実験を通し

て確認する。

二

学

期

・領域融合学習

英文、数値データによる探究活動

まとめと発表

・プロジェクト①（個別研究）

研究活動

発表練習

プレゼンテーション

・融合領域を取り扱った英文をグループで読み、

示された数値データを用いてその内容につい

てさらに調査、研究を深める。

・ 年間の課題研究の総仕上げとして個人の研究

を行う。大学での学びを意識しつつ、進学の動

機付けとする。

 成果

第３学年では、短い期間で英文資料及び数値データを用いた複数の探究活動を英語で行わせた。

課題研究英語発表会においては、発表に関して 名の外国語指導助手（ ）にコメントをもら

い、生徒たちはコメントを受けて振り返りを行った。「グラフや表が用いられており分かりやすか

った」などポジティブ（肯定的）コメントより、「単語の説明が不十分であった」等のネガティブ

（反省的）コメントの数が多かった。 はポジティブコメントの数が多かったため、生徒の「失

敗を振り返り、次に生かそうとする姿勢」が観察できた。

地球温暖化について歴史、地理、経済、生物、地学の領域から探究活動では生徒から「社会問

題に対応していくためには、文系の知識だけでなく理系の知識も必要だと改めて気づいた。」、「物

事を疑ってみたり、いろいろな立場で考えたりすると、今まで気が付かなった新しい価値を見出

すことができることが分かった」などの意見が見られた。

２ 課題研究を充実させるためのフィールドワーク、企業・大学との連携、国際共同研究等

２ １ 野外実習（第１学年理数科全員、普通科希望者）

 研究の目的

生物領域と地学領域を中心とした実習を行うことで、実物を間近に見て、直接触れることで

観察力を高め、科学的探究力を育成する。また、グループで実験・実習を行うことで、協調性

等の人間力を育成する。さらに、宿泊を伴った継続的な実験を行うことで自主性を育成する。

 研究開発の内容・方法・検証

能登の海岸で生物領域と地学領域の実習を実施し、試料の採取、扱い方を学習した。また、

別日程での実習として、金沢の大桑層における地質調査を行った。

〈研修の日程〉

期 日 内 容

事前研修 月
○実習の際に必要な基礎知識の習得

○安全指導、注意事項

実習

月 日
○内浦海岸にて海洋生物採集および内浦海岸の地形・地質観察

〇ウニの人工受精、発生実験・観察

月 日
○のと海洋ふれあいセンターの館内見学

〇ウニの発生観察

月 日 大桑層にて地質調査

事後研修 月、 月 ウニ発生実験・観察、レポート作成

 成果

コロナ禍が明け、４年ぶりに宿泊実習が実現した。多くの生徒が時間いっぱい熱心に観察し

ており、本物を見て触れることによる、生物に対する関心の高まりが感じられた。事後アンケ

ートでは、参加生徒の ％が「今回の行事を通して科学的探究力が増した」と回答した。

〈生徒の感想（原文）〉

・ ウニについて体験して顕微鏡のコツや実際はこういうことだと具体的に知れたしもっと知りたいという気

持ちが出たので良かった。

・ いつもは１限分しか実験をする時間がないので、何時間もずっと観察することができて、良かったです。

２ ２ 関東サイエンスツアー（第１学年理数科）

 研究の目的

第一線の研究者・技術者等から直接講義や実習指導を受けることで、科学技術に関する興

味・関心を高め、主体的に学ぶ意欲を育てる。また、校外行事を通して研究する態度を学ぶと

ともに、集団生活を通して人間力の向上を図る。

 内容

科学への興味・関心を喚起するとともに学習意欲の向上を図るために、理数科 名を対象と

してサイエンスツアーを実施した。東京大学、東京工業大学を訪問し、研究者による講義や実

習、施設見学を行った。実習先の大学教員、研究者から提示していただいた事前学習の内容に

取り組ませるとともに、その中で生じた疑問点をまとめさせた。生徒から出された疑問点につ

いては事前に訪問先へ送付し、研修内容の擦り合わせに活用させた。

事後学習として、訪問先ごとに興味を抱いたことや、質問や対話で深めたこと、また、この

研修全体で力を入れて取り組んだことや、これから力を入れていきたいこと、身についた力や

今後に向けて高めたい力などの振り返りを行い、レポートにまとめさせた。

（令和５年度関東サイエンスツアー日程）

実施時期・期日 内容

事前研修 月上旬 日程確認

月中 研修先についての事前学習

研修当日 月 日

（火）

午後 東京大学 キャンパス見学

グループに分かれて研究室（宇宙物理学・天文学、

素粒子実験、化学生命工学、ナノバイオマテリアル）

を訪問し、講義・実習などの研修

夜間 宿泊先にて研修内容のまとめ

翌日の研修について確認

本校卒業生との懇談研修

月 日 午前 東京工業大学にて研修
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（水）

午後

東京工業大学（模擬講義・キャンパス見学）

国立科学博物館見学

事後研修 月下旬 レポート作成

 成果

最先端の科学研究に関わる講義や高校にはない設備・装置を用いた実験を実際に見学・実習

させたことで、生徒の興味の幅を広げ、科学技術への関心を高めさせるとともに、日々の学習

意欲や自身の将来像に対する進路意識を向上させることができた。また、各研修先では事前の

質問内容に限らず、積極的に質問するなど活発な議論が行われ、生徒は論理的思考力や課題発

見能力、批判的思考力、対話力など幅広い力の向上に努めた。本研修を通して、対話力、物事

を多面的に見る力、 批判的思考力、課題発見能力、科学的表現力、論理的思考力、協働力を高

めることができ、さらに知的好奇心を刺激し、視野の広がりや学習意欲を向上させた。

実施行ったアンケート調査の結果（ ）では、「質問ができたか」を除く全ての項目におい

て肯定的な回答が 割以上であ

った。生徒の感想によると「研

究者と直接対話できる」、「最先

端の研究を間近に見られる」点

が良かったという声が多く聞

かれた。科学的探究力について

の問いに対しては、肯定的な回

答が ％となり、良好な結果

となった。

＜⑤の理由（生徒アンケート原文）＞

・ 机に向かっていてもわからない科学のおもしろさや深さを感じることができたから。

・ 実際に東大などの環境を知ることで将来の進路についてより鮮明に考えることができるから。

２ ３ 大学実験セミナー及び英語発表（第２学年理数科）

研究の目的

大学教員の指導のもとで、 日間にわたって３Ｄ－ＣＡＤで作成したパズルデータをレーザ

ーカッターで切り出す実習を行い、科学的探究力を養うとともに、韓国大田科学高校の生徒も

含めたグループ活動を行い、主体的・協働的な学びを実践する。さらに、各班が切り出したパ

ズルに関して、その成果を英語の原稿やスライドにまとめ、ＡＬＴ及び日本人外国語科教員の

指導のもとプレゼンテーションを行うことで表現力の育成を図る。

内容

北陸先端科学技術大学院大学 ＪＡＩＳＴ と「大学実験セミナー」を共同企画し、開催した。

各自が事前に３Ｄ－ＣＡＤを用いてデザインしたパズルのデータを持ち寄り、日韓混成の班に

おいて、「パズルのデザイン選定」、「最新鋭のレーザーカッターを操作してのパズルの切り出

し」、「切り出したパズルの改善点の話し合い」、「クロームブック上での再デザイン」、「再度の

パズルの切り出し」を、全て英語で話し合いながら行った。また、各班が自作したパズルにつ

いて、英語スライドと原稿を作成し、口頭発表会を行った。

（令和５年度大学実験セミナー研修の日程）

月 日（火） ３Ｄ－ＣＡＤを用いたパズルの設計とレーザーカッターによるパ

ズルの切り出しについての講義と実習

月 日（水） パズルデータの再設計とパズルの切り出しの実習

英語によるプレゼンテーションの準備・練習・発表、講評

調査項目 肯定 やや肯定 やや否定 否定
① 積極的に参加できましたか？
② 大学や研究施設で行われている研究に興味を持ち、研
究者や技術者の方々に質問できましたか？
③ 今回の行事を通して、科学的探究力が増しましたか？
④ 今回の行事を通して、自己表現力(プレゼンテーション
能力やレポート作成能力)が増しましたか？
⑤ 来年度も「関東サイエンスツアー」を実施した方がよ
いと思いますか？
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成果

「大学実験セミナー」の事前学習として、３Ｄ－ＣＡＤを用いてパズルを設計する方法を学び、

今後の課題研究での実験装置の設計や、大学での研究にもつながる基礎的な研究リテラシーを身

につけることができた。また、最先端のレーザーカッターというツールを用いて、自分のアイデ

ィアを形にするという、貴重なものづくりの体験をすることができた。全行程において、日韓合

同チームで班員と英語で話し合い、よりよいものを作ろうと試行錯誤をすることができた。各班

の口頭発表の後には、日本と韓国の生徒から沢山の質問が出て、活発な質疑応答が行われた。

「実験セミナー」の事後アンケートでは、質問項目「試行錯誤して実習に取り組むことで、探

究する力がついたと思うか。」「英語によるプレゼンテーションの原稿作成または発表を通して、

国際感覚が身についたと思うか。」に関して、それぞれ肯定的回答が ％、 ％であり、本行事

で粘り強さや、国際性の育成に効果がみられた。生徒からは、「韓国の生徒の想像力の豊かさ、英

語力、作業効率に驚き圧倒された」という意見や、「科学に対するお互いの共通認識があるため、

ディスカッションの際に単語やジェスチャーだけでもかなり意思疎通を行うことができた」とい

う意見が多く聞かれた。

「実験セミナー」生徒アンケート調査結果（ ）

２ ３ 韓国との共同研究合同合宿（第２学年理数科）

 研究の目的

韓国大田科学高校生徒との共同研究、英語による発表や意見交換を通して国際性、自己表現

力や英語による研究能力を育成する。

 内容

今年度は４年ぶりに対面による国際科学交流を再開することができた。 月に大田科学高

校生徒が来日し、共同研究合同合宿を行い、以下の つのテーマに関して研究の進捗状況の

発表と、質疑・討議を行った。

非ニュートン流体の温度による減速効率が最大となる濃度条件に関する研究

光学部品による 次元死角形成による遮蔽技術の実現に関する研究

共同研究合同合宿後は、 月の本校生徒の韓国訪問時に大田科学高校で行われるポスタープ

レゼンテーション ＤＳＨＳ ＫＨ での発表に向け

て、両国で研究を進め、日韓合同の やメッセージアプリ（カカオトーク）を

用いて実験結果や分析を共有した。

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

1. 本行事に積極的に参加できたか。
2. 試行錯誤しながら粘り強く取り組むことができたか。
3. メンバーと十分に話し合って、協力的に活動することができましたか。 
4 .試行錯誤して実習に取り組むことで、探究する力がついたと思うか。
5. グループ活動を通して人間力（＝優れた社会的能力）が向上したと思うか。
6 . 来年度もこの行事を実施した方がよいと思うか。
7. 英語によるプレゼンテーションの原稿作成または発表に積極的に参加できたか。
8.  聞き手に分かり易く伝わるように英語で発表することができたか。
9. 他グループの英語を用いたプレゼンテーションに熱心に耳を傾け、内容を理解するように
努めることができたか。
10. 英語でプレゼンテーションすることにより、表現力が高まったと思うか。
11. 英語によるプレゼンテーションの原稿作成または発表を通して、国際感覚が身についた
と思うか。
12. 来年度も英語によるプレゼンテーションを実施した方がよいと思うか。

調査項目
集計結果(％）
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［ ］成果

日本の共同研究班は、韓国チームの実験の再現性を確認する実験をした後に、研究テーマ

の目標を達成するために、韓国チームとは異なる観点から研究を進め、結果を共有すること

ができた。その成果を、訪韓時のＤＳＨＳ ＫＨ

で発表することができた。また、共同研究を通して、生徒は科学に対する知的好奇心が極めて

高い韓国の高校生と、言語の壁をもろともせずに、科学を使って友情を深め、お互いを高め合

える人間関係を築くことができた。

２ ４ 韓国での科学研修と科学交流・研究発表（第２学年理数科）

 研究の目的

学校設定科目「課題探究Ⅱ」で取り組んだ研究内容を英語でプレゼンテーションをしたり、

韓国の生徒の研究を聞いて英語で質疑、討論をしたりすることにより表現力を高める。また、

韓国の高校生との交流の中で様々な刺激を受けながら、英語を通した科学交流により、英語に

よる研究能力を高める。

 内容

韓国大田科学高校のＤＳＨＳ ＫＨ で、日本と韓

国の共同研究のポスター 枚、韓国の生徒によるポスター 枚、日本の生徒によるポスター

枚（うち 枚は学校とＳＳＨの紹介）、計 枚のポスターを発表会場（体育館）に設置し、共

同研究や「課題研究Ⅱ」で取り組んだ研究の成果を英語で発表したり、韓国の生徒の研究を聞

いて英語で質疑、討論をしたりした。 
《課題研究発表（本校生徒）》

「豆苗の播種密度が収量に与える影響について」

「超音波浮揚における周波数と静止位置の関係」

「ミルククラウンの立ち上がる高さと時間の関係について」

《共同研究発表（上記・大田科学高校生徒）》

「非ニュートン流体の温度による減速効率が最大となる濃度条件に関する研究」

「光学部品による 次元死角形成による遮蔽技術の実現に関する研究」

＜研修の日程＞

１ 月 日（日） 小松空港→→羽田空港 → ソウル金浦空港 → 大田市 大田泊

２

日（月） 大田科学高校にて科学交流

・ポスタープレゼンテーション

（本校生徒による学校・ＳＳＨ活動の紹介 本校生徒による課題研究発表

両校共同研究発表 韓国の生徒による科学研究発表 発表への質疑討論）

・施設見学

昼食後、近隣施設見学（大田科学高校の生徒と共に）

①韓国先端科学技術大学（ＫＡＩＳＴ）

②韓国電子通信研究院（ＥＴＲＩ） 大田泊

３
日（火） ＫＴＸ利用によりソウルへ移動

国立果州科学館見学（グループ別自主研修） ソウル泊
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［ ］成果

日本の共同研究班は、韓国チームの実験の再現性を確認する実験をした後に、研究テーマ

の目標を達成するために、韓国チームとは異なる観点から研究を進め、結果を共有すること

ができた。その成果を、訪韓時のＤＳＨＳ ＫＨ

で発表することができた。また、共同研究を通して、生徒は科学に対する知的好奇心が極めて

高い韓国の高校生と、言語の壁をもろともせずに、科学を使って友情を深め、お互いを高め合

える人間関係を築くことができた。

２ ４ 韓国での科学研修と科学交流・研究発表（第２学年理数科）

 研究の目的

学校設定科目「課題探究Ⅱ」で取り組んだ研究内容を英語でプレゼンテーションをしたり、

韓国の生徒の研究を聞いて英語で質疑、討論をしたりすることにより表現力を高める。また、

韓国の高校生との交流の中で様々な刺激を受けながら、英語を通した科学交流により、英語に

よる研究能力を高める。

 内容

韓国大田科学高校のＤＳＨＳ ＫＨ で、日本と韓

国の共同研究のポスター 枚、韓国の生徒によるポスター 枚、日本の生徒によるポスター

枚（うち 枚は学校とＳＳＨの紹介）、計 枚のポスターを発表会場（体育館）に設置し、共

同研究や「課題研究Ⅱ」で取り組んだ研究の成果を英語で発表したり、韓国の生徒の研究を聞

いて英語で質疑、討論をしたりした。 
《課題研究発表（本校生徒）》

「豆苗の播種密度が収量に与える影響について」

「超音波浮揚における周波数と静止位置の関係」

「ミルククラウンの立ち上がる高さと時間の関係について」

《共同研究発表（上記・大田科学高校生徒）》

「非ニュートン流体の温度による減速効率が最大となる濃度条件に関する研究」

「光学部品による 次元死角形成による遮蔽技術の実現に関する研究」

＜研修の日程＞

１ 月 日（日） 小松空港→→羽田空港 → ソウル金浦空港 → 大田市 大田泊

２

日（月） 大田科学高校にて科学交流

・ポスタープレゼンテーション

（本校生徒による学校・ＳＳＨ活動の紹介 本校生徒による課題研究発表

両校共同研究発表 韓国の生徒による科学研究発表 発表への質疑討論）

・施設見学

昼食後、近隣施設見学（大田科学高校の生徒と共に）

①韓国先端科学技術大学（ＫＡＩＳＴ）

②韓国電子通信研究院（ＥＴＲＩ） 大田泊

３
日（火） ＫＴＸ利用によりソウルへ移動

国立果州科学館見学（グループ別自主研修） ソウル泊

４ 日（水） ホテル → ソウル金浦空港 →   羽田空港 → 小松空港 着後、解散

成果 
今年度は 年ぶりに訪韓することができた。両国の生徒がこの対面交流を目標にして、綿密な

準備をしてきており、会場は生徒のやる気と熱気に満ちていた。各ポスターの前では大変活発に

質疑応答、ディスカッションが行われて、生徒は持てる力を最大限に発揮することができた研修

となった。事後アンケートでは、ほとんどすべての項目で肯定的回答となり、国際性、自己表現

力、英語での研究能力やプレゼンテーション能力の向上において、対面交流がどれほど大きな効

果をもつかを実感した。（アンケート項目「科学交流を通じて英語で意見を交換する能力が身につ

いたか」に対して否定的回答した生徒 ％： 名 は、自分の力不足を痛感したと述べていた。）

大田科学高校は、韓国全土に 校しかない国立の科学英才高校の つであり、研究内容も本校

生徒が学んでいない事項も多く含まれており、科学的探究力や英語力において、韓国トップクラ

スの生徒達である。本校生徒は、研究のレベルの高さや英語力、人間力などあらゆる面で大きな

刺激を受けることができた。

「韓国科学交流」生徒アンケート調査結果（ ）

＜大田科学高校との科学交流の感想（生徒アンケート原文）＞

・英語を勉強し、使えることにすることで自分の世界を深めることが出来るという英語を学ぶ利点を知り、受験のた

めだけではなく今後の自分のためによりいっそう勉強を頑張ろうと思いました。しかし、英語が出来なくても通じた

のは科学の話です。いくら英語が苦手でも科学についての話なら盛り上がることが出来ました。韓国語と日本語の発

音が似ていて盛り上がることがあり、科学って偉大だと感じました。また、そのような科学を好きで良かったと思い

ます。これからもずっと好きでいれるように授業も勉強も楽しんでいこうと思います。科学交流を通した出会いは簡

単に出来るものではなくかけがえのないものだと思います。また、これからのグローバルな活動に向けての出発点と

なればと思います。

３ 必要となる教育課程の特例等

＜必要となる教育課程の特例（令和４、５年度入学生適用）＞

肯定
やや
肯定

やや
否定

否定

1. 本行事に積極的に参加できたか。
2. 韓国による科学プレゼンテーションに興味を持ち、質問をすることができたか。
3. 科学交流を通して、英語で意見を交換する能力が身についたか。
4 .今回の研修を通して、英語で自己表現をする能力（プレゼンテーション能力や、コミュニ
ケーション能力）が身についたか。
5. 今回の研修を通して、国際性が養われたと思うか。
6 . 今回の研修で、これまでの研究活動（課題探究Ⅱ）を通して身につけてきた力を生かす
ことができたか。
7.  来年度もこの研修を実施した方がよいと思うか。

調査項目
集計結果(％）
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＜必要となる教育課程の特例（令和３年度入学生適用）＞

【理数科】第 学年における教科横断型の探究学習を充実させ、課題研究・探究学習の取組の充

実を図るため、学校設定科目を設置し以下の科目を代替する。

ア 学校設定科目「Ｐ＆Ⅾ」には以下の内容等が含まれており、「情報Ⅰ」 単位分を代替する。

・ 情報社会の問題解決

・ コミュニケーションと情報デザイン

イ 学校設定科目「課題探究Ⅱ」には以下の内容等が含まれており、「課題研究」 単位分を代

替する。

・ 特定の自然の事物、現象に関する研究

・ 自然環境の調査に基づく研究

・ 科学や数学を発展させた原理・法則に関する研究

ウ 学校設定科目「課題探究Ⅰ」には以下の内容が含まれており、「理数探究基礎」 単位分を

代替する。

・ 自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する基本的な能力の育成

・ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む基本的な態度の育成

エ 学校設定科目「課題探究Ⅱ・Ⅲ」には以下の内容等が含まれており、「総合的な探究の時間」

単位分を代替する。

・ 自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する能力の育成

・ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度の育成

〇開設する学校設定科目

ア「スーパー理数数学」（３単位）

「理数数学Ⅰ」、「理数数学Ⅱ」の内容の概念、原理、法則などについての理解を深め、

論理的思考力と表現力の育成を図る。

イ「理数物理探究」（４単位）

「理数物理」の発展的学習として、特に力学と電磁気学についてより深く考察し、さらな

る思考力を育成する。

ウ「理数生物探究」（４単位）

「理数生物」の発展的学習として、特に生物現象と物質、生物の分類と進化、生物の集団

について、最新の生命科学技術等についても触れながら、思考力を育成する。

【普通科】課題研究・探究学習の取組の充実を図るとともに、ＩＣＴ機器を活用した実際的な活

動を通して、課題研究に必要な情報の取扱い方や、表現方法を学習するため、学校設

定科目を設置し、以下の科目を代替する。
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＜必要となる教育課程の特例（令和３年度入学生適用）＞

【理数科】第 学年における教科横断型の探究学習を充実させ、課題研究・探究学習の取組の充

実を図るため、学校設定科目を設置し以下の科目を代替する。

ア 学校設定科目「Ｐ＆Ⅾ」には以下の内容等が含まれており、「情報Ⅰ」 単位分を代替する。

・ 情報社会の問題解決

・ コミュニケーションと情報デザイン

イ 学校設定科目「課題探究Ⅱ」には以下の内容等が含まれており、「課題研究」 単位分を代

替する。

・ 特定の自然の事物、現象に関する研究

・ 自然環境の調査に基づく研究

・ 科学や数学を発展させた原理・法則に関する研究

ウ 学校設定科目「課題探究Ⅰ」には以下の内容が含まれており、「理数探究基礎」 単位分を

代替する。

・ 自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する基本的な能力の育成

・ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む基本的な態度の育成

エ 学校設定科目「課題探究Ⅱ・Ⅲ」には以下の内容等が含まれており、「総合的な探究の時間」

単位分を代替する。

・ 自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、問題を解決する能力の育成

・ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度の育成

〇開設する学校設定科目

ア「スーパー理数数学」（３単位）

「理数数学Ⅰ」、「理数数学Ⅱ」の内容の概念、原理、法則などについての理解を深め、

論理的思考力と表現力の育成を図る。

イ「理数物理探究」（４単位）

「理数物理」の発展的学習として、特に力学と電磁気学についてより深く考察し、さらな

る思考力を育成する。

ウ「理数生物探究」（４単位）

「理数生物」の発展的学習として、特に生物現象と物質、生物の分類と進化、生物の集団

について、最新の生命科学技術等についても触れながら、思考力を育成する。

【普通科】課題研究・探究学習の取組の充実を図るとともに、ＩＣＴ機器を活用した実際的な活

動を通して、課題研究に必要な情報の取扱い方や、表現方法を学習するため、学校設

定科目を設置し、以下の科目を代替する。

ア 学校設定科目「Ｐ＆Ⅾ」には以下の内容等が含まれており、「情報Ⅰ」 単位分を代替する。

・ 情報社会の問題解決

・ コミュニケーションと情報デザイン

イ 学校設定科目「探究基礎」、「課題探究」、「科学探究」、「人文科学課題研究Ⅰ・Ⅱ」には以下

の内容等が含まれており、「総合的な探究の時間」 単位分を代替する。

・ 自ら課題を見つけ、学び、主体的に判断し、よりよく問題を解決する能力の育成

・ 問題の解決や探究活動に主体的、創造的、協働的に取り組む態度の育成

〇開設する学校設定科目

国語 「国語探究」

地歴公民 「世界史探究」「公民探究」

数学 「数学探究Ⅰ」「数学探究Ⅱ」「数学探究Ⅲ」「数学探究Ⅳ」「数学探究 α」

「数学探究 β」

理科 「生物探究」「地学探究」

外国語 「ランゲージアーツ」

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

【仮説②】第３学年において科目融合、領域融合型の学習を行うことによって、実社

会における現実的な問題に取り組む「探究力」を育成することができる。

第３学年において、数理融合の学校設定科目「課題探究Ⅲ」（理数科・１単位）、「科学探究」

（普通科普通コース・１単位）及び「人文科学研究Ⅱ」（普通科人文科学コース・１単位）の教材

開発を行う。また、通常科目における領域融合学習も研究開発する。

１ 融合科目の教材開発

「（１）課題研究を中心に据えた全校での 年間の学習体系の研究開発」において詳述した。

２ 大学での学びにつながる領域融合学習

 研究の目的

研究開発計画の研究事項にあるように、第３学年の学校設定科目における領域融合学習の設置

継続とその効果の検証を行う。さらに、開発した教材を活用した授業実践を通して、生徒の数学

活用能力を伸張させるとともに、数学領域・理科領域に対する興味、関心を高め、主体的、意欲

的な学習態度や姿勢を引き出す。

 研究内容・方法・検証

第３学年において、数理融合の学校設定科目「課題探究Ⅲ」（理数科・１単位）、「科学探究」（普

通科普通コース・１単位）及び「人文科学研究Ⅱ」（普通科人文科学コース・１単位）の教材開発

を行う。「課題探究Ⅲ」（理数科・１単位）では、生徒の進路希望に応じて５つのコースに配属し、

課題研究に取り組んだ。「科学探究」（普通科普通コース・１単位）では、領域融合の探究教材に

取り組み、レポートを通じて成果を発表した。研究成果の検証のために、アンケートを実施した。

 成果

「第３学年において科目融合、領域融合型の学習を行うことによって、実社会における現実的

な問題に取り組む「探究力」を育成することができる。」と仮説を設定し、また、このことが大学

での学びにつながる学びとなり、生涯にわたる継続的な学びにつながると考え研究開発に取り組

んできた。「課題探究Ⅲ」の生徒アンケート結果（ ）から、「課題探究Ⅲ」を通して、生徒は大

学で学ぶ内容が高校における教科が融合していることを実感できたと考えられる。
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（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究

【仮説③】パフォーマンス評価を充実させ失敗を評価することにより、生徒の自己評

価能力と粘り強さを育成することができる。

１「課題探究Ⅱ」における生徒が主体となる評価方法の開発

１ １ 「課題探究Ⅱ」における振り返りシートの活用

 研究の目的

課題研究の振り返りシートを

活用することによって、これまで

の自身の研究の中で経験した失

敗を見つめ直すことを通じて、生

徒の粘り強さを引き出すととも

に、探究力および次の取り組みへ

向かう意欲の向上を図る。

 研究開発の内容

生徒個人の振り返りシート記

入を継続した。この振り返りシー

トでは、失敗に関する項目とし

て、研究で上手くいった点といか

なかった点、現状抱えている問

題、解決に向けての方策について記述させた。

 成果

昨年度の振り返りシートを改定し、 枚のシートで失敗の経過と生かし方が分かるように９月

と１月に記入を行った。振り返りシートには、「前回の必要なデータを取っていなかった反省から、

なるべく一つの実験からたくさんのデータを取るようにしたので、最初に使おうと思っていなか

った値も比較することができた。」「はじめの実験よりも格段に再現性が上がり、データが倍ほど

取れた。また、具体的な相関を見つけられるほどのデータを取れる計画が立てられた。」「目的を

持って実験を行うことができ、無駄なことが少なくなった。また何を調べたいのかを再認識でき

た。」などの記述があった。うまくいかなかった点について整理する機会を設けたことで、課題や

改善策を考えるきっかけになり、研究を深めることができた様子である。また、実験手法や結果

の分析など、研究の内容についての具体的な課題と解決に向けての方策も書かれており、試行錯

誤を繰り返しながら粘り強く研究に取り組んだこともうかがえた。

１ ２ 「課題探究Ⅱ」における生徒参加型ルーブリックの活用

 研究の目的

研究を始める前に生徒自身がルーブリックを考えることにより、生徒の自己評価能力の育成に

つなげていくことを目的とする。

 研究開発の内容

課題研究のテーマが決まってから、「生徒参加型ルーブリック」として、評価項目と点数が記入

されたルーブリックの評価規準を研究班単位で生徒に作成させ、 月に行われた 生徒研究発

表会の後に、作成したルーブリックを使って自己評価を行わせた。昨年度は生徒がルーブリック

を作成する際に教員の指導が不可欠であるという反省があったことから、今年度は担当教員に対

してルーブリック作成指導講座を設け、ルーブリックの作成に関わった。
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（３）生徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究

【仮説③】パフォーマンス評価を充実させ失敗を評価することにより、生徒の自己評

価能力と粘り強さを育成することができる。

１「課題探究Ⅱ」における生徒が主体となる評価方法の開発

１ １ 「課題探究Ⅱ」における振り返りシートの活用

 研究の目的

課題研究の振り返りシートを

活用することによって、これまで

の自身の研究の中で経験した失

敗を見つめ直すことを通じて、生

徒の粘り強さを引き出すととも

に、探究力および次の取り組みへ

向かう意欲の向上を図る。

 研究開発の内容

生徒個人の振り返りシート記

入を継続した。この振り返りシー

トでは、失敗に関する項目とし

て、研究で上手くいった点といか

なかった点、現状抱えている問

題、解決に向けての方策について記述させた。

 成果

昨年度の振り返りシートを改定し、 枚のシートで失敗の経過と生かし方が分かるように９月

と１月に記入を行った。振り返りシートには、「前回の必要なデータを取っていなかった反省から、

なるべく一つの実験からたくさんのデータを取るようにしたので、最初に使おうと思っていなか

った値も比較することができた。」「はじめの実験よりも格段に再現性が上がり、データが倍ほど

取れた。また、具体的な相関を見つけられるほどのデータを取れる計画が立てられた。」「目的を

持って実験を行うことができ、無駄なことが少なくなった。また何を調べたいのかを再認識でき

た。」などの記述があった。うまくいかなかった点について整理する機会を設けたことで、課題や

改善策を考えるきっかけになり、研究を深めることができた様子である。また、実験手法や結果

の分析など、研究の内容についての具体的な課題と解決に向けての方策も書かれており、試行錯

誤を繰り返しながら粘り強く研究に取り組んだこともうかがえた。

１ ２ 「課題探究Ⅱ」における生徒参加型ルーブリックの活用

 研究の目的

研究を始める前に生徒自身がルーブリックを考えることにより、生徒の自己評価能力の育成に

つなげていくことを目的とする。

 研究開発の内容

課題研究のテーマが決まってから、「生徒参加型ルーブリック」として、評価項目と点数が記入

されたルーブリックの評価規準を研究班単位で生徒に作成させ、 月に行われた 生徒研究発

表会の後に、作成したルーブリックを使って自己評価を行わせた。昨年度は生徒がルーブリック

を作成する際に教員の指導が不可欠であるという反省があったことから、今年度は担当教員に対

してルーブリック作成指導講座を設け、ルーブリックの作成に関わった。

 成果

生徒アンケ

ートの質問項

目“ルーブリ

ッ ク を 自 分

で 考 え た こ

と は 自 己 評

価 能 力 を 高

め る う え で

有 用 で し た

か”では

の 生 徒 が 肯

定 的 に 回 答

した。生徒の

自 由 記 述 に

は、「自分たち

の発表におい

て必要なことはなにか、何をすればいいのか真剣に考えるきっかけとなった。また、ゴールを作

ることで計画やこだわる点を決めやすく効率よく進められ、客観的に自分たちの研究を見る指標

ともなった。」「資料を作っているときも発表しているときも理想の形が頭に入っていたことに助

けられた。」という回答が見られ、自身の成果を客観的に評価する一助となったことがうかがえ

た。一方で、「作りっぱなしになってしまっていたと思っていたので、もっと評価をするタイミン

グを増やし方がいいと思う。」「書いた当初は良い意識付けになったが、その後は忘れていた。」と

いう意見もあった。次年度以降は定期的に自己評価を行う機会を設ける。

２「探究力」を測定する客観検査の開発の取組

［ ］研究の目的

課題研究を中心とした探究活動を軸にしてすべての授業で育成する「探究力」の伸長度を、数

値的に測定する客観的な検査方法の開発を行う。

［ ］内容

・ 年理数科生徒を対象に年間 回 月と 月 調査（調査項目はＨＰで公開）を行っ

た。調査結果を分析し、探究活動を中心に授業改善の参考として活用している。

・ ＥＩ（ ）の概念を用いた「探究力」の客観検査「ＥＩ検査」（検査項

目はＨＰで公開）を作成し、各学年の生徒に対して年間 回（ 月と 月）検査を行った。

検査結果を分析し、検査方法を改善している。

＜粘り強さ検査項目＞

． 一度始めたことは最後までやり通したい 【やり遂げる力】

目標達成のためなら繰り返し取り組むことができる 【あきらめない力】

． 取り組みを通して自分の定めた目標をより明確にできる【目標を見据える力】

．複雑な問題に取り組むことが苦にならない 【困難に立ち向かう力】

・ 年間 回の定期考査において「探究力」を測る問題を出題し、分析を行った。なお、出題は

各考査それぞれの科目において 点満点中 点分程度とした。

評価観点

／点数 4 3 2 1

テーマ 選定

テーマから実験内容が観客に伝わりやす

く、観客の興味を十分に引くものであ

る。

テーマから内容が大体伝わり、観客の興味

を引くものである。

テーマから内容が伝わりにくく、観客

が積極的に知りたいと思えるものでは

ない。

単純な語句のみのテーマであり、何につ

いて実験を行ったのかが分かりにくい。

先行研究 調べ

自分たちが調べたい内容がどの程度まで

明らかにされているかを調べ、その研究

からどのような研究に繋げるかを考え実

行する。

先行研究を調べ、その結果から自分たちの

研究にどう繋げるかを考える。

先行研究をある程度調べ、自分たちの

研究に関連付ける。

先行研究でどこまで明らかにされている

のかを詳しく調べておらず、結果として

全然進展がない。

予備知識
観客が発表を聞いて、その内容について

疑問に思うようなことがない。

観客が発表を聞いて、大まかな内容は理解

できるものである。

観客が発表を聞いて、理解できる内容

が少ない。

発表をを聞いて、疑問に思うことが多

く、研究内容を理解できないものであ

る。

研究方法

研究内容に十分な実験器具を用いて、調

べたいことを正確に測定できていて、効

率が良い。

実験器具を用いていて、自分たちが調べた

かった内容の結果を出すことができてい

る。

実験器具で不十分な部分があり、自分

たちが調べたい結果を十分には出せて

いない。

実験器具として不十分であり、得られた

結果に満足できる方法でない。

研究ノート の活用

実験結果を正確に記録し分かったことな

どをまとめ、後から分析を行うときに有

効となるような見やすいノートの取り方

をしている。

実験結果を記録し、後から分析を十分に行

えるようなノートの取り方をしている。

実験結果を記録しているが、ノートの

取り方が不十分で分析に繋がりにくい

ものである。

実験結果の記録が不十分で、分析を行う

のに繋がらないような書き方をしてい

る。

分析

アプリやサイトを有効活用し、知識と結

果を関連付けて正確にまとめ、分析を

行っている。

アプリやサイトを活用し、結果から考えら

れることを正確にまとめ、分析を行ってい

る。

分析ツールを使用しているが得られる

結果を十分に活用できていない。

自分たちの考えのみに基づいて判断し、

分析を行っている。

説明の 仕方

スライドに十分にわかりやすい写真や図

が使用されており、観客とアイコンタク

トを取りながら丁寧に説明する。

写真や図を使用し、観客に分かりやすいよ

うに丁寧に説明する。

写真や図が少なく、話す内容がほとん

どスライドに書かれていることであ

る。

写真や図がなく、スライドだけを見て説

明する。
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［ ］成果

調査の結果では、「できる」と回答した生徒の割合が増えた項目が全 項目中 項目

であった。また、変化しなかった項目は 項目、減少がみられた項目は 項目であった。また大

幅な上昇がみられた項目を以下にまとめる。

調査

大幅な上昇がみられた項目 回目 回目

⑤ 自ら学習計画を立て実施することができる。

① 講演や授業において、積極的に質問することができる。

⑧ 成果をプレゼンし、自分の意見を正確に伝え、相手を納得させることがで

きる。

③ 英語で書かれた難しい科学的論文（研究論文）を読み、日本語で内容を説

明することができる。

④ 英語で書かれた難しい科学的論文（研究論文）を読み、英語で内容を説明

することができる。

⑦ ＡＬＴや先生の力を借りないで、自分で研究した内容を英語で発表するこ

とができる。

⑧ ＡＬＴや先生の力を借りないで、英語で質問したり、英語の質問に答えた

り、英語で説明したりすることができる。

※「できる」と回答した割合

上記の大幅に上昇した項目の多くが日本語もしくは英語で発表・説明をする力についてであった。

第２年次での課題探究において、発表や説明する機会が多くあったことが上記の力をつける要因に

なったと考える。２回目の調査は１月初旬の実施結果で、英語関連項目については 学期の活動「ポ

スター発表会用のポスターの英訳」「英語による課題研究ポスター発表会」を通して更なる伸長が見

込まれる。

Ⅲ期目から取組んできた「ＥＩ検査」は、本校ＳＳＨ運営指導委員である國藤進名誉教授の指導

を受けて開発し、Ⅳ期目で「粘り強さ」についての項目を加え改良したものである。

第１、２学年における５月と１２月の検査結果について、ウィルコクソン符号順位検定（有意差

の片側検定）を実施した。その結果、統計的に有意な差がみられた力の検定結果と平均値をま

とめた（各項目の検定結果についてはＨＰで公開）。

＜学年全体＞

１年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

粘り強さ 棄却

自己対応力 棄却

状況対応力 棄却

創造性 棄却

２年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

粘り強さ 棄却

自己対応力 棄却

－42－



［ ］成果

調査の結果では、「できる」と回答した生徒の割合が増えた項目が全 項目中 項目

であった。また、変化しなかった項目は 項目、減少がみられた項目は 項目であった。また大

幅な上昇がみられた項目を以下にまとめる。

調査

大幅な上昇がみられた項目 回目 回目

⑤ 自ら学習計画を立て実施することができる。

① 講演や授業において、積極的に質問することができる。

⑧ 成果をプレゼンし、自分の意見を正確に伝え、相手を納得させることがで

きる。

③ 英語で書かれた難しい科学的論文（研究論文）を読み、日本語で内容を説

明することができる。

④ 英語で書かれた難しい科学的論文（研究論文）を読み、英語で内容を説明

することができる。

⑦ ＡＬＴや先生の力を借りないで、自分で研究した内容を英語で発表するこ

とができる。

⑧ ＡＬＴや先生の力を借りないで、英語で質問したり、英語の質問に答えた

り、英語で説明したりすることができる。

※「できる」と回答した割合

上記の大幅に上昇した項目の多くが日本語もしくは英語で発表・説明をする力についてであった。

第２年次での課題探究において、発表や説明する機会が多くあったことが上記の力をつける要因に

なったと考える。２回目の調査は１月初旬の実施結果で、英語関連項目については 学期の活動「ポ

スター発表会用のポスターの英訳」「英語による課題研究ポスター発表会」を通して更なる伸長が見

込まれる。

Ⅲ期目から取組んできた「ＥＩ検査」は、本校ＳＳＨ運営指導委員である國藤進名誉教授の指導

を受けて開発し、Ⅳ期目で「粘り強さ」についての項目を加え改良したものである。

第１、２学年における５月と１２月の検査結果について、ウィルコクソン符号順位検定（有意差

の片側検定）を実施した。その結果、統計的に有意な差がみられた力の検定結果と平均値をま

とめた（各項目の検定結果についてはＨＰで公開）。

＜学年全体＞

１年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

粘り強さ 棄却

自己対応力 棄却

状況対応力 棄却

創造性 棄却

２年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

粘り強さ 棄却

自己対応力 棄却

＜理数科＞

理数科１年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

自己対応力 棄却

状況対応力 棄却

創造性 棄却

理数科２年

項目
回目

平均

回目

平均
ｐ値 結果

粘り強さ 棄却

１・２学年のいずれの結果においても「自己対応力」「粘り強さ」で伸長がみられた。一方でいず

れの結果でも「対人対応力」で伸長は見られず、１・２年すべての課題研究をグループ研究にて実施

していることを踏まえると、「対人対応力」の伸長を測ることは今後の課題といえる。ここ数年の傾

向を分析すると、第１学年に多くの項目で伸長が見られている。これは、本校の課題発見型の普通授

業や探究活動が探究力を育成する活動として有効であることを示していると考えられる。また、こ

のＥＩ検査が探究力を図る指標として有効かどうかの研究をさらに進めるため、業者テストによる

「探究力」検査 （株式会社ベネッセコーポレーション）とＥＩ検査との結果の関係を

今後は行っていく。

今年度も理数科第１・２学年対象の理科・数学の定期考査の問題に「探究力」問題を出題した。

実際に出題した問題は資料４および本校ホームページ上に掲載している。具体的な問題案や授業場

面を想定した協議自体が教科担当者間の組織的な教材研究としても機能し、探究力育成を見据えた

指導力の向上を図ることにつながった。一方で定期考査において出題すると、考査範囲の難易度に

よって点数が大きく変わり、純粋な「探究力」を測ることができていない。問題と結果を蓄積し、

経年比較等を用いて「探究力」を測るなどのデータ分析の方法を考える必要がある。

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法

ア 科学系部活動における取組

科学系人材の育成について、科学系部活動に所属

する女子生徒の数がⅢ期目よりもⅣ期目で増加して

おり、今年度は特に理化部（物理・化学）の女子生徒

の人数が増加している（右図）。物理、化学、数学分

野への女子の理系人材育成が進んでいる。本校は男

子と女子の人数がほぼ同数であり、今後も女子の理

系人材育成の研究に努める。

小・中学校における出前授業や本校で実施する小中学生向け実験講座の企画、運営を行ってきた

が、今年は中学生への自由研究相談会も実施した。さらに、今年度、交流会支援「究める課題研究発

表会」において中学生の部の発表会を企画した。中学校で自由研究の相談をしてくれた中学生が発

表会へ参加してくれて、生徒たちは研究に対する効果的なアドバイスについて成果を感じることが

できたと答えていた。

イ 科学技術・理数系コンテストへの参加を促進するための取組

全校生徒に対して、広く科学コンテストへの参加希望者を募った。例年では理数科の生徒が主に参
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加していたが、理数科の生徒はもちろん、普通科の生徒が例年よりも多数参加した。また、文系の生

徒が地理オリンピックを受験するなど、理数系コンテストに参加する生徒が増加した。

ウ「科学の甲子園」参加に向けた取組

「科学の甲子園」の石川県予選である「いしかわ高校科学グランプリ」に、理数科生徒のチーム、

理数科普通科生徒の混合のチーム、普通科生徒のチームを合わせて９チーム（ チーム 名）が参加

した。参加者には、月 回、計 回の研修会をコンテスト形式で行った。その結果、総合 位（実技

部門２位）を獲得することができた。

エ ＳＳＨ生徒研究発表会に向けた取組

石川県スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会や物理・化学・生物・地学のそれぞれの分

野の研究発表会に参加するだけではなく、生徒自身が発表会を探し参加した。自分たちの研究を発表

したいという意欲だけではなく、発表の場でディスカッションし、意見やアドバイスをもらいさらに

研究を深めたいという生徒が増加した。こちらから、参加を進めるのではなく促すように仕向けたこ

とで生徒の自発的な参加につながった。

オ 放課後・休日の実験室開放

課題研究や科学系部活動を充実させるため、放課後及び休日に実験室を開放し、全教員が活動の支

援に当たった。しかし、教員の負担が大きくＳＳＨ事業の持続的な継続のためには方策を検討しなけ

ればならない。

（５）教員の指導力向上に関する取組

ア 探究活動の指導方法についての教員研修

こまつ研究サポートメンバーの大学教員による研修会を３回行った。第１回は「課題研究とは？」

「課題研究の必要性」について、第２回は「課題研究の流れ」「課題研究の各過程における指導」につ

いて、第３回は「要旨の書き方」についてである。第３回については、指導にあたっている教員から

の要望が多かった内容についてＳＳＨ室員が研修会を行った。また、昨年度から実施している「課題

研究指導日誌」については、昨年度の反省を生かし手書きで指導の都度記入しやすいものにした。そ

の結果、記入率が ％となり校内で公開しいつでも閲覧できるようにした。今年度初めて課題研究

の指導を行う若手の教員からは「参考になる」という意見が多く、指導経験のあるベテランの教員か

らは備忘録になるという意見が多く、取組方法については好評であった。

イ 先進校視察による教員研修

昨年よりも先進校視察に行く校数は減ったが、各学校の課題研究発表会への教員の参加人数は昨年

の 倍となり、他校の発表会へ参加した教員からは本校の課題研究と他校の課題研究についての取組

の特徴を比較することで、本校らしい課題研究の良さを伸ばそうという意見が多く聞かれた。

＜今年度視察校＞

石川県立七尾高等学校、石川県立二水高等学校、石川県立金沢泉丘高等学校、金沢大学附属高等学校

ウ その他教員研修（希望者）

・ 推進のためのカリキュラムデザインを考える（県教員総合研修センター）

・資質能力をはぐくむ理科の授業づくり（県教員総合研修センター）

・探究する理科の授業づくり ～実験と端末活用を通して～（県教員総合研修センター）

・「主体的・対話的・深い学び」をもたらす教師の指導と評価（県教員総合研修センター）

・わかりやすい授業づくりのための教科指導における 活用（県教員総合研修センター）

・生徒の声をもとにこれからの生物教育を考える（日本生物教育会 大阪大会）

④ 実施の効果とその評価

１ 第３年次の研究について

【研究の目標】３年間にわたる学習体系を充実させ、特に第３学年での領域融合学習が、大学での学
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加していたが、理数科の生徒はもちろん、普通科の生徒が例年よりも多数参加した。また、文系の生

徒が地理オリンピックを受験するなど、理数系コンテストに参加する生徒が増加した。

ウ「科学の甲子園」参加に向けた取組

「科学の甲子園」の石川県予選である「いしかわ高校科学グランプリ」に、理数科生徒のチーム、

理数科普通科生徒の混合のチーム、普通科生徒のチームを合わせて９チーム（ チーム 名）が参加

した。参加者には、月 回、計 回の研修会をコンテスト形式で行った。その結果、総合 位（実技

部門２位）を獲得することができた。

エ ＳＳＨ生徒研究発表会に向けた取組

石川県スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会や物理・化学・生物・地学のそれぞれの分

野の研究発表会に参加するだけではなく、生徒自身が発表会を探し参加した。自分たちの研究を発表

したいという意欲だけではなく、発表の場でディスカッションし、意見やアドバイスをもらいさらに

研究を深めたいという生徒が増加した。こちらから、参加を進めるのではなく促すように仕向けたこ

とで生徒の自発的な参加につながった。

オ 放課後・休日の実験室開放

課題研究や科学系部活動を充実させるため、放課後及び休日に実験室を開放し、全教員が活動の支

援に当たった。しかし、教員の負担が大きくＳＳＨ事業の持続的な継続のためには方策を検討しなけ

ればならない。

（５）教員の指導力向上に関する取組

ア 探究活動の指導方法についての教員研修

こまつ研究サポートメンバーの大学教員による研修会を３回行った。第１回は「課題研究とは？」

「課題研究の必要性」について、第２回は「課題研究の流れ」「課題研究の各過程における指導」につ

いて、第３回は「要旨の書き方」についてである。第３回については、指導にあたっている教員から

の要望が多かった内容についてＳＳＨ室員が研修会を行った。また、昨年度から実施している「課題

研究指導日誌」については、昨年度の反省を生かし手書きで指導の都度記入しやすいものにした。そ

の結果、記入率が ％となり校内で公開しいつでも閲覧できるようにした。今年度初めて課題研究

の指導を行う若手の教員からは「参考になる」という意見が多く、指導経験のあるベテランの教員か

らは備忘録になるという意見が多く、取組方法については好評であった。

イ 先進校視察による教員研修

昨年よりも先進校視察に行く校数は減ったが、各学校の課題研究発表会への教員の参加人数は昨年

の 倍となり、他校の発表会へ参加した教員からは本校の課題研究と他校の課題研究についての取組

の特徴を比較することで、本校らしい課題研究の良さを伸ばそうという意見が多く聞かれた。

＜今年度視察校＞

石川県立七尾高等学校、石川県立二水高等学校、石川県立金沢泉丘高等学校、金沢大学附属高等学校

ウ その他教員研修（希望者）

・ 推進のためのカリキュラムデザインを考える（県教員総合研修センター）

・資質能力をはぐくむ理科の授業づくり（県教員総合研修センター）

・探究する理科の授業づくり ～実験と端末活用を通して～（県教員総合研修センター）

・「主体的・対話的・深い学び」をもたらす教師の指導と評価（県教員総合研修センター）

・わかりやすい授業づくりのための教科指導における 活用（県教員総合研修センター）

・生徒の声をもとにこれからの生物教育を考える（日本生物教育会 大阪大会）

④ 実施の効果とその評価

１ 第３年次の研究について

【研究の目標】３年間にわたる学習体系を充実させ、特に第３学年での領域融合学習が、大学での学

びにつながり、「探究力」育成のために有効であることを実証する。

ア 第３学年の学校設定科目における領域融合学習の設置継続とその効果の検証

生徒が大学での学びにつながるよう、大学レベルの数学を利用した領域融合学習に取り組んだ

のち、課題研究を行い発表会を行った。「課題探究Ⅲ」では、これまでに行ってきた数物、生化

学に加え、工学、薬学、社会学を加えて５コースを開設し、生徒は大学で学ぶ内容が高校におけ

る教科が融合していることを実感できたと考えられる。「人文科学課題研究Ⅱ」では、人文科学課

題研究Ⅰの英語発表会を行い、「カーボンニュートラル」をテーマに「生物」と「地理」の領域融

合型のコラボ授業を実施し、文理融合で学問の壁をなくした内容を学ばせることができた。その

結果、領域横断の知識と発想力を得ることができたと考えられる。

イ 課題研究の充実とパフォーマンス評価の成果の検証

生徒参加型ルーブリックの取組を今年度も継続して行った。生徒へのアンケート「自分たちで

ルーブリックを作成して評価することは探究力育成に効果があるか」に対して、 ％の生徒が肯

定的な回答した。ルーブリックの評価規準の内容が、課題研究が進むにつれ、より具体的な内容

に変化していく様子が見られた。さらに、評価が高い課題研究を行った班が作成したルーブリッ

クはより具体的な内容を作成しており、生徒参加型ルーブリックに取り組ませることで、生徒自

身の探究力を把握させ、どのように伸ばしていかなければならないかを生徒に認識させることが

可能であることがわかった。

ウ 課題発見型の授業の校内波及と外部への発信

課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究 

開発としての、課題発見型の授業展開とその成果の

普及に取り組んだ。Ⅳ期目１年次より「授業改善ワー

キンググループ」を組織し、授業改善に向けた取組

を推進するための研究実践を行ってきた。研究開発し

た授業や教材を随時 HP で公開し、授業改善を先導

するとともに、職員会議や職員研修で取組を共有し全

校に広げてきた。今年度は「令和５年度小松高校ＳＳ

Ｈ研究発表会」において、全授業を課題発見型の授

業として公開した。授業者は「課題発見型授業デザインシート」を作成し、来校者へ配布し、研究協議会

にて協議した。教員対象のアンケート「生徒の課題発見力を高めることができたか」については 83%、「生

徒の探究力育成のために有意義だと思うか」については 93%の教員が肯定的な回答をした。生徒対象の

アンケート「テーマ設定を行う上で、通常授業で学んだことが参考になったか」については理系の

生徒 、文系の生徒 が肯定的な回答をした。また、「課題研究のテーマ設定にあたって、通

常授業から得たヒントは何か」という質問に対する回答を「通常授業で学んだことからテーマ設

定した例」、「通常授業から課題を発見する方法を学んだ例」、「講演会や に関する行事などか

ら学んだ例」に分類することができた。課題発見型の授業は生徒の探究力を育成するきっかけに

なっていることがわかり、教員の課題発見型の授業づくりの参考として今後生徒からのテーマ設

定の際の通常授業から得たヒントなどをまとめ、公開する。

２ 研究開発の評価

中間評価に併せて、第１年次の評価計画に基づき、研究評価とした。改善すべき点を洗い出し、

研究開発第４年次以降の課題とする。
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⑤ 校内におけるＳＳＨの組織的推進体制

大学、企業、研究施設などと連携し、複数の教科の教員が積極的に関わりながら組織的にＳＳＨ

事業を企画・運営し、生徒の指導にあたっている。

○ＳＳＨ運営指導委員会における取組 …（ ）

管理職、各課主任及び教科主任からなるＳＳＨ推進委員会 を常設し、各教科の取組やＳＳＨ研

究の取組について話し合いを行う。この委員会の内容及びＳＳＨの研究経過に関しては、随時職

員会議に報告され、全職員に周知されている。

○ＡＣＴ委員会における取組 …

学年主任を主体とする副校長主宰のＡＣＴ委員会において、学習活動全般に関して話し合いがな

される場合には、ＳＳＨ推進室長が同席しＳＳＨの成果を今後の学校全体の取組に生かすための

提案が行われる。また、研究開発に向けて学年会の理解を得るための大切な場となっている。

○授業改善ワーキンググループ …

第Ⅳ期の研究開発項目である「課題発見型授業」について、若手教員を中心とした授業改善グル

ープで研究し実践している。校内で相互参観するだけではなく、定期的に公開授業やオンデマン

ド配信をし、研究協議会を行う。

〇各学年 …

各学年における探究担当者 名が中心となって、 企画推進室とともに探究活動の運営を行う。

〇各教科会 …

指導方法、指導内容、評価方法を検討し、 企画推進室とともに運営・進行を行う。

〇こまつ研究サポートプログラム …（ ） に詳述

○本校の学校経営計画における位置づけ

本校の学校経営計画において、「課題研究等を通じて、主体的・協働的に課題を解決することが

できる探究力を育成する。その際、必要に応じて県内の大学や近隣の企業から協力や支援を受け

る。」を本年度の重点目標としている。

⑥ 成果の発信・普及

（１）課題研究発表会や公開授業のオンライン配信とオンデマンド配信

ＳＳＨ運営指導委員会、校内ＳＳＨ研究発表会の公開授業や研究協議会をオンラインで配信し、会

議に参加していない教員にも会議の内容を共有した。理数科課題研究発表会の様子もオンライン配信

し、生徒の発表の様子も配信している。視聴した教員からは、「他の授業が入っていて発表会を見に行

【研究組織図】
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本校の学校経営計画において、「課題研究等を通じて、主体的・協働的に課題を解決することが

できる探究力を育成する。その際、必要に応じて県内の大学や近隣の企業から協力や支援を受け

る。」を本年度の重点目標としている。

⑥ 成果の発信・普及

（１）課題研究発表会や公開授業のオンライン配信とオンデマンド配信

ＳＳＨ運営指導委員会、校内ＳＳＨ研究発表会の公開授業や研究協議会をオンラインで配信し、会

議に参加していない教員にも会議の内容を共有した。理数科課題研究発表会の様子もオンライン配信

し、生徒の発表の様子も配信している。視聴した教員からは、「他の授業が入っていて発表会を見に行

【研究組織図】

くことができなかったが、生徒の様子を見ることができてよかった」という意見が見られた。また、

廊下に大画面のモニターを設置しライブ配信することで、普通科の生徒が理数科の発表会の様子を視

聴することができ、「プレゼンテーションの仕方が参考になった」という意見が聞かれた。

（２）地域の高等学校との連携による課題研究の普及・推進

今年度は普及の一環として、交流会支援「究める課題研究発表会」を企画し年２回発表会を運営

した。発表会の前にあらかじめ各学校に使ってもらい、当日も本校の評価表を用いて評価を行った。

第１回；令和５年１１月３日（金）

午前 中学生の部 発表：小松市立国府中学校１年生、小松市立丸内中学校２年生

小松市立南部中学校３年、星稜中学校科学部

午後 高校生の部 発表：石川県立大聖寺高校、石川県立小松明峰高校、

星稜高校、本校理数科２年生

（３）本校の取組の小・中学校への発信

今年度も小学生対象の実験教室は年 2 回科学系部活動を中心として実施した。さらにⅣ期目から

始めた全県の中学生を対象とした「高校生と究める探究教室」も継続し開催することができた。昨

年度は 4 校、今年度は 3 校の応募があった。今年度は、中学１年生 46 名に対して理数科２年生の生

徒 39 名が夏休みの自由研究の指導を 1 対 1 で行った。また、各中学校へ理数科１年生が 12 名ずつ

訪問し、各中学校２年生の探究活動に対してアドバイスを行い、高校生の日頃の探究活動の成果を

普及させることができた。また、多様な他者に科学的な現象やしくみについて説明する力も育成す

ることができた。中学校からは、例年よりも独自性のあるテーマが多かった、という感想をいただ

けた。 ＜申込中学校＞小松市立国府中学校、小松市立松東みどり学園

（４）公開授業、各種研究会・学会等での教員の発表

「令和５年度小松高校ＳＳＨ研究発表会」において全授業を課題発見型授業とし公開した。

令和 5 年度石川県教育課程研究集会「理科」の部において、理科教員が本校の「探究基礎」「課題探

究」について事例発表を行った。

（５）学校訪問の受け入れ（普通科の課題研究の普及、評価方法・教材の共有）

＜小松高校ＳＳＨ研究発表会参加校および学校訪問の受け入れ＞

小松市立安宅中学校、加賀市立錦城中学校、石川県立大聖寺高等学校、石川県立小松明峰高等学

校、石川県立小松北高等学校、石川県立鶴来高等学校、金沢二水高等学校、金沢桜丘高等学校、

石川県立七尾高等学校、富山県立氷見高等学校、愛知県教育センター、京都市立京都工学院高等

学校、ノートルダム清心女子学園高等学校、千葉県立船橋高等学校

＜その他＞

各校（石川県立七尾高等学校、石川県立二水高等学校、石川県立金沢泉丘高等学校、金沢大学

附属高等学校、石川県立小松明峰高等学校）の発表会へ参加した際に、各校の取組を知るだけで

はなく、本校の探究力評価の方法や通常授業における探究力育成についての取組について情報提

供および意見交換することができた。

（６）海外へ向けた発信、連携

７月の科学交流前に韓国大

田科学高校の生徒たちと本校

理数科 年生が事前課題や共

同研究の打ち合わせをオンラ

インで行った。また、３月の交

流会支援事業「究める課題研

究ポスター発表会」では、大田科学高校の高校生がオンラインで発表会に参加した。
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⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

ア 学校設定科目

普通科第１学年の「探究基礎」の基礎課題研究では、「データサイエンス講座」を 時間（昨年

度 時間）実施し、全生徒が数学・理科の基礎課題研究を行い、発表会を行った。理科教員の担

当生徒の人数が多く、次年度は教員一人当たりの担当生徒数を減らし、探究活動の初期・基本指

導が行き渡るように計画する。

普通科第２学年の「課題探究」において、理数科で実施した「失敗をどのように生かしたか」

の評価を行う。

普通科第３学年の「科学探究」において、第２学年で実施した課題研究を生かして第３学年に

おいても課題研究を継続させるような取組を行う。

イ 課題研究を充実させるためのフィールドワーク、企業・大学等との連携及び国際共同研究

「野外実習」では、事前学習において課題を発見させ、課題研究に取り組ませる内容にする。

「サイエンスツアー」では、宇宙関連分野を希望する声が多く挙がり、次年度以降の訪問先に加

える。国際交流に関して、 との連携の継続と、生徒への早めの事前指導を行う。次年度は

の先生方、職員の方と今年度と同様に密に連絡を取りながら準備を進め、生徒への事前指

導も早めに始められるように動く。韓国との共同課題研究の実施に関しては生徒の負担が大きく、

共同研究の実験を進める上で教員のサポートが必要となる。教員の負担軽減を考慮しながら次年

度も共同研究を充実させる体制を整える。国際交流に関するノウハウを校内だけではなく全国へ

普及させる。

ウ 課題発見型の授業展開とその成果の普及

課題発見型の授業をⅢ期目第１年次から取り組んでいる。教員アンケートでも課題発見型の授

業に対して、「生徒の課題発見力を高めることができる」 、「生徒の探究力育成のために有意義

である」93%が肯定的な回答をしている。しかし、まだ全国に対して普及させる準備ができていないこ

とや生徒の課題発見力についての評価方法が作成できていないこと、また、各授業で課題の気づ

きにつながる事項に触れる工夫などが課題であり、次年度はこれら 点について取り組む。さら

に、生徒から課題研究のテーマ設定のきっかけを聞き取り、課題発見型の授業案をＨＰなどで公

開する取組も行う。

エ オンラインでの学習環境を有効に活用した授業展開

授業動画を作成し、オンデマンドで配信する教員は増加しており、探究活動に時間を充てるこ

とが可能になったことを教員が実感している。また、探究活動では探究の方法について生徒がオ

ンラインで学習することで、実験や研究の時間を確保することができた。次年度はオンデマンド

学習に対する生徒の評価および学習の効果を検証する。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

次年度も引き続き効果的な教材の開発に取り組むとともに、通常授業の中に適切に位置づける

ことで、より充実した探究的な学びを実現する。さらに大学への学びにつなげる領域融合型の探

究学習を行う。また、領域融合型の学習における生徒参加型ルーブリック、失敗をどのように生

かしたかについての評価を行う。また、より大学への学びにつながる内容の教材開発を行う。生

徒アンケートで、今年度「（学校設定科目）の授業を通して、大学での学びに必要な力を伸ばすこ

とができたと思うか？」という質問を追加した。その結果、科学探究においては最も肯定的な回

答（とてもそう思う）をした生徒の割合は ％であった。これは、アンケートにおける質問項目

の中で最も低かったため、次年度は生徒が大学での学びにつながると実感できるような教材開発
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⑦ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性

（１）課題研究を中心に据えた３年間の学習体系の研究開発

ア 学校設定科目

普通科第１学年の「探究基礎」の基礎課題研究では、「データサイエンス講座」を 時間（昨年

度 時間）実施し、全生徒が数学・理科の基礎課題研究を行い、発表会を行った。理科教員の担

当生徒の人数が多く、次年度は教員一人当たりの担当生徒数を減らし、探究活動の初期・基本指

導が行き渡るように計画する。

普通科第２学年の「課題探究」において、理数科で実施した「失敗をどのように生かしたか」

の評価を行う。

普通科第３学年の「科学探究」において、第２学年で実施した課題研究を生かして第３学年に

おいても課題研究を継続させるような取組を行う。

イ 課題研究を充実させるためのフィールドワーク、企業・大学等との連携及び国際共同研究

「野外実習」では、事前学習において課題を発見させ、課題研究に取り組ませる内容にする。

「サイエンスツアー」では、宇宙関連分野を希望する声が多く挙がり、次年度以降の訪問先に加

える。国際交流に関して、 との連携の継続と、生徒への早めの事前指導を行う。次年度は

の先生方、職員の方と今年度と同様に密に連絡を取りながら準備を進め、生徒への事前指

導も早めに始められるように動く。韓国との共同課題研究の実施に関しては生徒の負担が大きく、

共同研究の実験を進める上で教員のサポートが必要となる。教員の負担軽減を考慮しながら次年

度も共同研究を充実させる体制を整える。国際交流に関するノウハウを校内だけではなく全国へ

普及させる。

ウ 課題発見型の授業展開とその成果の普及

課題発見型の授業をⅢ期目第１年次から取り組んでいる。教員アンケートでも課題発見型の授

業に対して、「生徒の課題発見力を高めることができる」 、「生徒の探究力育成のために有意義

である」93%が肯定的な回答をしている。しかし、まだ全国に対して普及させる準備ができていないこ

とや生徒の課題発見力についての評価方法が作成できていないこと、また、各授業で課題の気づ

きにつながる事項に触れる工夫などが課題であり、次年度はこれら 点について取り組む。さら

に、生徒から課題研究のテーマ設定のきっかけを聞き取り、課題発見型の授業案をＨＰなどで公

開する取組も行う。

エ オンラインでの学習環境を有効に活用した授業展開

授業動画を作成し、オンデマンドで配信する教員は増加しており、探究活動に時間を充てるこ

とが可能になったことを教員が実感している。また、探究活動では探究の方法について生徒がオ

ンラインで学習することで、実験や研究の時間を確保することができた。次年度はオンデマンド

学習に対する生徒の評価および学習の効果を検証する。

（２）第３学年における科目融合・領域融合型の探究学習の研究開発

次年度も引き続き効果的な教材の開発に取り組むとともに、通常授業の中に適切に位置づける

ことで、より充実した探究的な学びを実現する。さらに大学への学びにつなげる領域融合型の探

究学習を行う。また、領域融合型の学習における生徒参加型ルーブリック、失敗をどのように生

かしたかについての評価を行う。また、より大学への学びにつながる内容の教材開発を行う。生

徒アンケートで、今年度「（学校設定科目）の授業を通して、大学での学びに必要な力を伸ばすこ

とができたと思うか？」という質問を追加した。その結果、科学探究においては最も肯定的な回

答（とてもそう思う）をした生徒の割合は ％であった。これは、アンケートにおける質問項目

の中で最も低かったため、次年度は生徒が大学での学びにつながると実感できるような教材開発

を行う。また、文系選択者については自然科学系の領域の選択肢を設け、領域融合的な見方・考

え方を身につけられるよう内容を工夫する。

（３）生徒徒が粘り強く探究し続けるための自己評価能力育成の研究開発

１ ルーブリックによるパフォーマンス評価の充実と生徒参加型ルーブリックの取組

生徒参加型ルーブリックの作成に今年度も継続して取り組んだ。生徒の ％がこの取組に肯定

的ではあったが、ルーブリックを作成することで探究活動における自分自身の現状や探究力の変

容の把握、今後の目標設定など教員のルーブリック作成指導が重要であることがわかった。次年

度は生徒参加型ルーブリックにおける教員の関わり方、指導方法などの研修会を行う。

２「探究力」の伸長度を測定するための客観的検査（ＥＩ検査）

「ＥＩ検査」から探究力の伸長度を測定するためにＥＩ検査が探究力を図る指標として有効か

どうかの研究をさらに進めるため、業者テストによる「探究力」検査 （株式会社ベ

ネッセコーポレーション）とＥＩ検査との結果の関係を今後は行っていく。

また、「探究力を測る問題」の開発を継続して努めたい。各教科・科目において研究会を実施し、

「探究力を測る問題」の普及を行う。

（４）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法

科学グランプリや科学系オリンピック参加者は年々増加しているが、 回（月 回）の学習会

では筆記問題の練習が不足だった。出場経験のある上級生に指導を依頼するなど学習会の内容を

工夫する。また、通常授業においても科学系オリンピック・コンテストを参考にした内容を扱う

など、生徒の意欲を日々高める指導を行う。

放課後や休日の実験室の開放については、各教科の担当教員、各科学系部活動顧問及びＳＳＨ

企画推進室員が行うことになっているが、教員の労働負担にならないよう管理職に相談をしつつ、

実施の継続に努める。

（５）教員の指導力向上に関する取組

課題発見型の授業を令和３年度から取り組んでいるが、まだ、はっきりと課題発見型の授業がどのよう

なものかが教員の中で定着できていないため、各教科・科目において課題発見型の授業の研究会を行

うことで、教員の探究活動指導力を向上させる。また、「探究力」を育成する授業を通常授業で行

っていることから、定期考査における「探究力」を測る問題についての研究を各教科・科目で行

うことにより、「探究力」を育成する授業力の向上を図る。

日々の研究指導の内容を記録する「研究指導日誌」について、教員がより適時的に生徒の資質

能力を高めるための指導を行えるよう、「研究指導日誌」の改善を継続する。さらに本校主催の課

題研究発表会などで「研究指導日誌」を参加校の教員同士で共有し普及させる。

－49－



❹関係資料 資料１ 令和５年度教育課程表
令令和和３３年年度度入入学学生生にに適適用用すするる 教教　　育育　　課課　　程程　　表表

普普通通科科

１１年年 人人文文科科学学 文文系系 理理系系 人人文文科科学学 文文系系 選選択択 理理系系 科科目目 教教科科 １１年年 ２２年年 ３３年年 科科目目 教教科科

国国 語語 総総 合合 44 55 55 人人文文1177 44 44

現現 代代 文文 BB 44 33 33 22 33 33 22 44･･66 文文系系1177・・1199 22 22 44 1133

古古 典典 BB 44 33 33 22 33 33 33 55･･66 理理系系1144 22 33 55

○○ 国国 語語 探探 究究 22 22## 00･･22

世世 界界 史史 ＡＡ 22 22 00･･22 人人文文･･文文系系 22 00･･22

世世 界界 史史 ＢＢ 44 44 44 22   33 00･･44･･55 1111・・1144 22   33 00･･55

日日 本本 史史 ＡＡ 22 　　　　    22        22 00･･22 　　　　    22        22 00･･22 77 ＡとＢは別の科目を履修

日日 本本 史史 ＢＢ 44   33   33 22        22   44   44   33    　　33 00･･55･･77 理理系系 22        22   33        33 00･･55

地地 理理 ＡＡ 22 33    33  22               44               44 00･･22 77 22 00･･22

地地 理理 ＢＢ 44   33   33 22   44   44   33 00･･55･･77 22   33 00･･55

○○世世界界史史探探究究 33   33   33 00・・33

現現 代代 社社 会会 22 22               33               33 22 22 22

○○ 公公 民民 探探 究究 33   33   33 00・・33

数数 学学 ⅠⅠ 33 33 33 人人文文

数数 学学 ⅡⅡ 44 11 22 22 22 33 1199

数数 学学 ⅢⅢ 55 22 11 00・・33 文文系系

数数 学学 ＡＡ 22 22 22 1155・・1177

数数 学学 BB 22 33 33 22 22･･33 理理系系

○○数数学学探探究究ⅠⅠ 44 11 33 00･･44 2200

○○数数学学探探究究ⅡⅡ 22 22## 00･･22

○○数数学学探探究究ⅢⅢ 44 11 33 00・・44

○○数数学学探探究究ⅣⅣ 33 33 00・・33

○○数数学学探探究究αα 55 22 33 00・・55

○○数数学学探探究究ββ 33 33 00・・33

物物 理理 基基 礎礎 22 　　　　  ③③ 00・・33

物物 理理 44 　　　　  ①① 44 00・・55

化化 学学 基基 礎礎 22 22 44 22 人人文文･･文文系系

化化 学学 44     33 44 00・・77 1100

生生 物物 基基 礎礎 22 22 22   　　　　②②               44 00・・22

生生 物物 44           ②② ④④ ④④ 44 00・・44・・66 理理系系

地地 学学 基基 礎礎 22 22           44           44 22 1199

地地 学学 44 ④④ ④④ 00・・44

○○ 生生 物物 探探 究究 22 ②② ②② 00・・22

○○ 地地 学学 探探 究究 22 ②② ②② 00・・22

体体 育育 77～～88 22 22 33 33 33 33 33 77・・88 人人文文99 22 22 33 77

保保 健健 22 11 11 11 11 22 文文系系・・理理系系1100 11 11 22

音音 楽楽 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00･･22

美美 術術 ⅠⅠ 22     22        22 00･･22   22        22 00･･22 22

書書 道道 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00・・22

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅠⅠ 33 44 44 人人文文 33 33

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅡⅡ 44 44 44 44 44 1188 44 44

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅢⅢ 44 44 44 44 44 文文系系 44 44

英英 語語 表表 現現 ⅠⅠ 22 22 22 2200 22 22 1177

英英 語語 表表 現現 ⅡⅡ 44 22 22 22 22 22 22 44 理理系系 22 22 44

○○ラランンゲゲーージジアアーーツツ 22 11 11 00・・22 1188

家家　　庭庭 家家 庭庭 基基 礎礎 22 22 22 22 22 22 22

情情　　報報 社社 会会 とと 情情 報報 22 11** 11** 11** 11** 11** 11**

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅠⅠ 11 22 00･･22 人人文文33

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅡⅡ 11 11 00･･11 文文系系・・理理系系00

○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ
      ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝ 11 11 11 11 11

○○ 探探 究究 基基 礎礎 11 11 11 人人文文

○○ 課課 題題 探探 究究 11 11 11 00・・11 22

○○課課題題探探究究ⅠⅠ 11 文文系系・・理理系系 22 22

○○課課題題探探究究ⅡⅡ 22 44 22 22

○○課課題題探探究究ⅢⅢ 11 11 11

○○ 科科 学学 探探 究究 11 11 11 00･･11

3333 3333 3333 3333 3333 3311 22 3333 2222 1199 1188

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～77 44 44

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 88～～1155 11 55 44 1100

理理数数数数学学特特論論 33～～88 22 11 33

○○ ｽｽ ｰーﾊﾊ ﾟ゚ｰー理理数数数数学学 33 33 33

○○ 数数 学学 ススーーパパーーゼゼミミ 11

理理 数数 物物 理理 33～～88 44 44

理理 数数 化化 学学 33～～88 44 44 88 理数科の理数理科は３科目履修

理理 数数 生生 物物 33～～88   44  　　44 00･･44

理理 数数 地地 学学 33～～88   44 00･･44

課課 題題 研研 究究 11～～66 ** 00**

○○ 理理数数物物理理探探究究 44   44        44 00･･44

○○ 理理数数生生物物探探究究 44   44 00･･44

1111 1144 1155

3333 3333 3333 3333 3333 3311 22 3333 3333 3333 3333

** ** ** ** ** ** ** ** ** **

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344

○○印印：：学学校校設設定定教教科科・・科科目目
33年年文文系系はは  ##  印印のの科科目目のの中中かからら１１科科目目選選択択
**  印印ははSSSSHH研研究究開開発発にに係係るる教教育育課課程程のの特特例例

99

１年理数科の「理数数学Ⅱ」及び「理数数学特論」は「理
数数学Ⅰ」履修終了後に履修

単単位位数数　　計計
備備　　　　　　　　　　考考

国国
　　
　　
語語

地地
　　
　　
歴歴

公公
　　
民民

人人文文･･文文系系
22・・55
理理系系  22

22

単単位位数数　　計計
教教科科 科科目目

標標準準
単単位位

普普通通科科２２年年 普普通通科科３３年年 理理数数科科

数数
　　
　　
学学

普通科人文科学の「人文科学課題研究Ⅰ」、「人文科学
課題研究Ⅱ」は「総合的な探究の時間」を代替

普普通通科科目目単単位位数数計計 9999 5599

66○○自自然然とと科科学学

1年普通科および理数科の「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ＆ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」
は「社会と情報」1単位を代替

理数科の「課題探究Ⅰ」、「課題探究Ⅱ」、「課題探究Ⅲ」
は「課題研究」および「総合的な探究の時間」を代替

普通科文系・理系の「探究基礎」、「課題探究」および「科
学探究」は「総合的な探究の時間」を代替

芸芸
　　
　　
術術

22

外外
　　
国国
　　
語語

○○人人文文科科学学

理理
　　
　　
科科

保保健健  体体育育

9999

総総合合的的なな探探究究のの時時間間 00** 00**

ホホーームムルルーームム活活動動 33

単単位位数数総総計計 3344 110022 110022

２年普通科理系の「数学Ⅲ」は「数学Ⅱ」履修終了後に
履修

３年普通科文系・人文科学は④単位×１または②単位
×２の４単位を履修

２、３年普通科理系の「物理」および「生物」は継続履修

２年普通科理系は「物理基礎」③単位＋「物理」①単位
または、「生物基礎」②単位＋「生物」②単位を履修

２年普通科理系の「物理」、「生物」はそれぞれ「物理基
礎」「生物基礎」履修終了後に履修

33

理理
　　
　　
　　
数数

4400

専専門門科科目目単単位位数数計計 4400

科科目目単単位位数数計計 9999

普通科理系および理数科は「世界史Ａ」または「世界史
Ｂ」のどちらか必履修

２、３年普通科人文科学・文系・理系および理数科のＢ
科目は継続履修

１年普通科の「数学Ⅱ」は「数学Ⅰ」履修終了後に履修

２年普通科人文科学の「数学探究α」は「数学Ⅱ」履修
終了後に履修

２年普通科文系の「数学探究Ⅰ」は「数学Ⅱ」履修終了
後に履修

－50－



❹関係資料 資料１ 令和５年度教育課程表
令令和和３３年年度度入入学学生生にに適適用用すするる 教教　　育育　　課課　　程程　　表表

普普通通科科

１１年年 人人文文科科学学 文文系系 理理系系 人人文文科科学学 文文系系 選選択択 理理系系 科科目目 教教科科 １１年年 ２２年年 ３３年年 科科目目 教教科科

国国 語語 総総 合合 44 55 55 人人文文1177 44 44

現現 代代 文文 BB 44 33 33 22 33 33 22 44･･66 文文系系1177・・1199 22 22 44 1133

古古 典典 BB 44 33 33 22 33 33 33 55･･66 理理系系1144 22 33 55

○○ 国国 語語 探探 究究 22 22## 00･･22

世世 界界 史史 ＡＡ 22 22 00･･22 人人文文･･文文系系 22 00･･22

世世 界界 史史 ＢＢ 44 44 44 22   33 00･･44･･55 1111・・1144 22   33 00･･55

日日 本本 史史 ＡＡ 22 　　　　    22        22 00･･22 　　　　    22        22 00･･22 77 ＡとＢは別の科目を履修

日日 本本 史史 ＢＢ 44   33   33 22        22   44   44   33    　　33 00･･55･･77 理理系系 22        22   33        33 00･･55

地地 理理 ＡＡ 22 33    33  22               44               44 00･･22 77 22 00･･22

地地 理理 ＢＢ 44   33   33 22   44   44   33 00･･55･･77 22   33 00･･55

○○世世界界史史探探究究 33   33   33 00・・33

現現 代代 社社 会会 22 22               33               33 22 22 22

○○ 公公 民民 探探 究究 33   33   33 00・・33

数数 学学 ⅠⅠ 33 33 33 人人文文

数数 学学 ⅡⅡ 44 11 22 22 22 33 1199

数数 学学 ⅢⅢ 55 22 11 00・・33 文文系系

数数 学学 ＡＡ 22 22 22 1155・・1177

数数 学学 BB 22 33 33 22 22･･33 理理系系

○○数数学学探探究究ⅠⅠ 44 11 33 00･･44 2200

○○数数学学探探究究ⅡⅡ 22 22## 00･･22

○○数数学学探探究究ⅢⅢ 44 11 33 00・・44

○○数数学学探探究究ⅣⅣ 33 33 00・・33

○○数数学学探探究究αα 55 22 33 00・・55

○○数数学学探探究究ββ 33 33 00・・33

物物 理理 基基 礎礎 22 　　　　  ③③ 00・・33

物物 理理 44 　　　　  ①① 44 00・・55

化化 学学 基基 礎礎 22 22 44 22 人人文文･･文文系系

化化 学学 44     33 44 00・・77 1100

生生 物物 基基 礎礎 22 22 22   　　　　②②               44 00・・22

生生 物物 44           ②② ④④ ④④ 44 00・・44・・66 理理系系

地地 学学 基基 礎礎 22 22           44           44 22 1199

地地 学学 44 ④④ ④④ 00・・44

○○ 生生 物物 探探 究究 22 ②② ②② 00・・22

○○ 地地 学学 探探 究究 22 ②② ②② 00・・22

体体 育育 77～～88 22 22 33 33 33 33 33 77・・88 人人文文99 22 22 33 77

保保 健健 22 11 11 11 11 22 文文系系・・理理系系1100 11 11 22

音音 楽楽 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00･･22

美美 術術 ⅠⅠ 22     22        22 00･･22   22        22 00･･22 22

書書 道道 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00・・22

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅠⅠ 33 44 44 人人文文 33 33

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅡⅡ 44 44 44 44 44 1188 44 44

ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ英英語語ⅢⅢ 44 44 44 44 44 文文系系 44 44

英英 語語 表表 現現 ⅠⅠ 22 22 22 2200 22 22 1177

英英 語語 表表 現現 ⅡⅡ 44 22 22 22 22 22 22 44 理理系系 22 22 44

○○ラランンゲゲーージジアアーーツツ 22 11 11 00・・22 1188

家家　　庭庭 家家 庭庭 基基 礎礎 22 22 22 22 22 22 22

情情　　報報 社社 会会 とと 情情 報報 22 11** 11** 11** 11** 11** 11**

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅠⅠ 11 22 00･･22 人人文文33

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅡⅡ 11 11 00･･11 文文系系・・理理系系00

○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ
      ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝ 11 11 11 11 11

○○ 探探 究究 基基 礎礎 11 11 11 人人文文

○○ 課課 題題 探探 究究 11 11 11 00・・11 22

○○課課題題探探究究ⅠⅠ 11 文文系系・・理理系系 22 22

○○課課題題探探究究ⅡⅡ 22 44 22 22

○○課課題題探探究究ⅢⅢ 11 11 11

○○ 科科 学学 探探 究究 11 11 11 00･･11

3333 3333 3333 3333 3333 3311 22 3333 2222 1199 1188

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～77 44 44

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 88～～1155 11 55 44 1100

理理数数数数学学特特論論 33～～88 22 11 33

○○ ｽｽ ｰーﾊﾊ ﾟ゚ｰー理理数数数数学学 33 33 33

○○ 数数 学学 ススーーパパーーゼゼミミ 11

理理 数数 物物 理理 33～～88 44 44

理理 数数 化化 学学 33～～88 44 44 88 理数科の理数理科は３科目履修

理理 数数 生生 物物 33～～88   44  　　44 00･･44

理理 数数 地地 学学 33～～88   44 00･･44

課課 題題 研研 究究 11～～66 ** 00**

○○ 理理数数物物理理探探究究 44   44        44 00･･44

○○ 理理数数生生物物探探究究 44   44 00･･44

1111 1144 1155

3333 3333 3333 3333 3333 3311 22 3333 3333 3333 3333

** ** ** ** ** ** ** ** ** **

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344

○○印印：：学学校校設設定定教教科科・・科科目目
33年年文文系系はは  ##  印印のの科科目目のの中中かからら１１科科目目選選択択
**  印印ははSSSSHH研研究究開開発発にに係係るる教教育育課課程程のの特特例例

99

１年理数科の「理数数学Ⅱ」及び「理数数学特論」は「理
数数学Ⅰ」履修終了後に履修

単単位位数数　　計計
備備　　　　　　　　　　考考

国国
　　
　　
語語

地地
　　
　　
歴歴

公公
　　
民民

人人文文･･文文系系
22・・55
理理系系  22

22

単単位位数数　　計計
教教科科 科科目目

標標準準
単単位位

普普通通科科２２年年 普普通通科科３３年年 理理数数科科

数数
　　
　　
学学

普通科人文科学の「人文科学課題研究Ⅰ」、「人文科学
課題研究Ⅱ」は「総合的な探究の時間」を代替

普普通通科科目目単単位位数数計計 9999 5599

66○○自自然然とと科科学学

1年普通科および理数科の「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ＆ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」
は「社会と情報」1単位を代替

理数科の「課題探究Ⅰ」、「課題探究Ⅱ」、「課題探究Ⅲ」
は「課題研究」および「総合的な探究の時間」を代替

普通科文系・理系の「探究基礎」、「課題探究」および「科
学探究」は「総合的な探究の時間」を代替

芸芸
　　
　　
術術

22

外外
　　
国国
　　
語語

○○人人文文科科学学

理理
　　
　　
科科

保保健健  体体育育

9999

総総合合的的なな探探究究のの時時間間 00** 00**

ホホーームムルルーームム活活動動 33

単単位位数数総総計計 3344 110022 110022

２年普通科理系の「数学Ⅲ」は「数学Ⅱ」履修終了後に
履修

３年普通科文系・人文科学は④単位×１または②単位
×２の４単位を履修

２、３年普通科理系の「物理」および「生物」は継続履修

２年普通科理系は「物理基礎」③単位＋「物理」①単位
または、「生物基礎」②単位＋「生物」②単位を履修

２年普通科理系の「物理」、「生物」はそれぞれ「物理基
礎」「生物基礎」履修終了後に履修

33

理理
　　
　　
　　
数数

4400

専専門門科科目目単単位位数数計計 4400

科科目目単単位位数数計計 9999

普通科理系および理数科は「世界史Ａ」または「世界史
Ｂ」のどちらか必履修

２、３年普通科人文科学・文系・理系および理数科のＢ
科目は継続履修

１年普通科の「数学Ⅱ」は「数学Ⅰ」履修終了後に履修

２年普通科人文科学の「数学探究α」は「数学Ⅱ」履修
終了後に履修

２年普通科文系の「数学探究Ⅰ」は「数学Ⅱ」履修終了
後に履修

令令和和４４年年度度以以降降入入学学生生にに適適用用すするる 教教　　育育　　課課　　程程　　表表

普普通通科科

１１年年 人人文文科科学学 文文系系 理理系系 人人文文科科学学 文文系系 理理系系 科科目目 教教科科 １１年年 ２２年年 ３３年年 科科目目 教教科科

現現 代代 のの 国国 語語 22 22 22 人人文文1177 22 22

言言 語語 文文 化化 22 33 33 文文系系1177･･1199 22 22

論論 理理 国国 語語 44 22 22 22 22 22 22 44 理理系系1144 22 22 44 1133

文文 学学 国国 語語 44 11 11 22 22 00･･33

古古 典典 探探 究究 44 33 33 22 22 ②②-④④ 33 55･･77 22 33 55

地地 理理 総総 合合 22 22 22 人人文文1155 22 22

地地 理理 探探 究究 33       22   22       44   33       33 00･･33・・55･･66 文文系系1155       33 00･･33

歴歴 史史 総総 合合 22 22               22               44               33 22 理理系系44・・７７ 22               33 22 44・・77

日日 本本 史史 探探 究究 33       22       22    22       44     44    44       33 00･･33・・66       33 00・・33

世世 界界 史史 探探 究究 33       22       22       33     44       33 00･･33・・55・・66       33 00・・33

公公 共共 22 22 22 22 22 人人文文・・文文系系22 22 22

政政 治治 ・・ 経経 済済 22       33 00･･33 理理系系22・・55       33 00・・33

数数 学学 ⅠⅠ 33 33 33 人人文文1188

数数 学学 ⅡⅡ 44 11 22 22 22 33 文文系系1155･･1177

数数 学学 ⅢⅢ 33 22 22 00・・44 理理系系2200

数数 学学 ＡＡ 22 22 22

数数 学学 BB 22 22 22 22                       ④④ 22

数数 学学 CC 22 11 11 11 11 11･･22

○○ 数数 学学 実実 践践 文文 αα 44 11 11 33 33 00・・44

○○ 数数 学学 実実 践践 文文 ββ 22～～33 33         ②② 00･･22・・33

○○ 数数 学学 実実 践践 理理 γγ 22 22 00･･22

○○ 数数 学学 実実 践践 理理 δδ 22   22        22 00・・22

○○ 数数 学学 実実 践践 理理 ωω 22   22 00・・22

物物 理理 基基 礎礎 22       ③③ 00・・33 人人文文1100

物物 理理 44       ①①       44 00・・55 文文系系1100

化化 学学 基基 礎礎 22 22                   ④④               44 22 理理系系1199

化化 学学 44   33   44 00・・77

生生 物物 基基 礎礎 22 22 22       ②② 00・・22

生生 物物 44       ②②       44 00・・66

地地 学学 基基 礎礎 22 22 22

○○ 生生 物物 基基 礎礎 実実 践践 22 22 22 00・・22

○○ 地地 学学 基基 礎礎 実実 践践 22 22 22 00・・22

体体 育育 77～～88 22 22 33 33 33 33 33 77・・88 人人文文９９ 22 22 33 77

保保 健健 22 11 11 11 11 22 文文系系・・理理系系1100 11 11 22

音音 楽楽 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00･･22

美美 術術 ⅠⅠ 22     22      22 00･･22   22        22 00･･22 22

書書 道道 ⅠⅠ 22     22 00･･22   22 00・・22

英英語語ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝⅠⅠ 33 33 33 人人文文1188 33 33

英英語語ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝⅡⅡ 44 44 44 44 44 文文系系1199 44 44

英英語語ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝⅢⅢ 44 44 44 44 44 理理系系1188 44 44 1177

論論 理理 ・・ 表表 現現 ⅠⅠ 22 22 22 22 22

論論 理理 ・・ 表表 現現 ⅡⅡ 22 33 33 33 33 22 22

論論 理理 ・・ 表表 現現 ⅢⅢ 22 22 33 22 22・・33 22 22

家家　　庭庭 家家 庭庭 基基 礎礎 22 22 22 22 22 22 22

情情　　報報 情情 報報 ⅠⅠ 22 11** 11** 11** 11** 11** 11** 11** 11**

理理 数数 探探 究究 基基 礎礎 11 00** ** 00**

理理 数数 探探 究究 22～～55 ** ** 00** ** ** 00**

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅠⅠ 11 22 00･･22

○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅡⅡ 11 11 00･･11
○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ
　　　　＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝ

11 11 11 11 11

○○ 探探 究究 基基 礎礎 11 11 11 人人文文２２

○○ 課課 題題 探探 究究 11 11 11 00･･11 文文系系４４

○○ 課課 題題 探探 究究 ⅠⅠ 11 理理系系４４ 22 22

○○ 課課 題題 探探 究究 ⅡⅡ 22 22 22

○○ 課課 題題 探探 究究 ⅢⅢ 11 11 11

○○ 科科 学学 探探 究究 11 11 11 00･･11

3333 3333 3333 3333 3333 3333 3333 2233 1188 1188

理理 数数 数数 学学 ⅠⅠ 44～～88 44 44

理理 数数 数数 学学 ⅡⅡ 88～～1155 11 55 44 1100

理理 数数 数数 学学 特特 論論 22～～66 11 22 33

○○ ｽｽ ｰーﾊﾊ ﾟ゚ ｰー理理数数数数学学 33 33 33

理理 数数 物物 理理 33～～88 44 44

理理 数数 化化 学学 33～～88 44 44 88

理理 数数 生生 物物 33～～88   44        44 00･･44

理理 数数 地地 学学 33～～88   44 00･･44

○○ 理理 数数 物物 理理 研研 究究 44   44        44 00･･44

○○ 理理 数数 生生 物物 研研 究究 44   44 00･･44

1100 1155 1155

3333 3333 3333 3333 3333 3333 3333 3333 3333 3333

** ** ** ** ** ** ** ** ** **

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344 3344

○○印印：：学学校校設設定定教教科科・・科科目目

＊＊印印：：ＳＳＳＳＨＨ研研究究開開発発にに係係るる教教育育課課程程のの特特例例

石石川川県県立立小小松松高高等等学学校校（（全全日日制制課課程程））

教教科科 科科目目
標標準準単単
位位

普普通通科科２２年年 普普通通科科３３年年 単単位位数数　　計計 理理数数科科 単単位位数数　　計計
備備　　　　　　　　　　考考

国国
　　
　　
語語

地地
　　
理理
　　
歴歴
　　
史史

２、３年普通科人文科学・文系の
「地理探究」「日本史探究」「世界史
探究」については継続履修

公公　　民民 22・・55

数数
　　
　　
学学

理理
　　
　　
科科

２年普通科理系は「物理基礎」③単
位＋「物理」①単位または、「生物
基礎」②単位＋「生物」②単位を履
修

２、３年普通科理系の「物理」および
「生物」は継続履修

保保健健
体体育育

99

芸芸
　　
　　
術術

22

外外
　　
国国
　　
語語

理数科１年時「理数生物」選択者は
３年時「理数生物探究」選択が可能

2200

○○人人文文科科学学 人人文文３３

○○自自然然とと科科学学 66

「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ＆ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」は「情
報Ⅰ」１単位を代替

理理　　数数 00** 00**

総総合合的的なな探探究究のの時時間間３３～～６６ 00** 00**

共共通通科科目目単単位位数数計計 9999 5599

理理
　　
　　
　　
数数

2200

専専門門科科目目単単位位数数計計 4400

科科目目単単位位数数計計 9999 9999

ホホーームムルルーームム活活動動 33 33

単単位位数数総総計計 110022 110022
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令和５年度 ＳＳＨ運営指導委員会 書面会議 の記録 令和６年２月１５日（木）実施

運営指導委員

氏 名 所 属 職 名

國藤 進 北陸先端科学技術大学院大学 名誉教授

草野 英二 金沢工業大学バイオ・化学部応用化学科 教 授

遠藤 貴広 福井大学教育･人文社会系部門 准教授

米澤 和洋 小松マテーレ株式会社 監査役

桒原 爾 東京国際大学

荒木 達人 小松市立丸内中学校 校 長

議題（黒枠内） 〇各委員の意見

〇 生徒参加型ルーブリックについては、福井で同様の事例がある。武生高校の生徒実行委員会が企

画した、複数の高校の生徒が参加する生徒交流会において、生徒がモデレーションをするという

取り組みが行われた。モデレーションをするには、パフォーマンス評価の採点基準の調整や、基

準の解釈のすり合わせが必要となる。そのために、まず学校をまたいだメンバーでグループを作

り、生徒の研究ポスターをみて、何を大事にしてどう評価するかの基準をディスカッションした。

さらにグループのメンバーを変えて同じことを繰り返し、評価の基準をつきあわせて整理して完

成させた。４３２１の基準を明確に区切る必要はない。まずいったん４（何をもって良い探究と

するのかの目標）に集中して、すりあわせをすればよい。生徒たちは発表のわかりやすさやポス

ターの見やすさなどに初めは注目するが、次第に論拠がしっかり示されているか、論拠となって

いるデータの提示の仕方に目が向くようになる。

〇 課題発見力については、生徒が課題研究発表で今後の課題として何を示しているかに注目する。

中にはとってつけたものを出す生徒もいるが、ここまで調べ考えたからこそ出せる今後の課題を

示している生徒はいる。この違いは大きい。しかも、それが社会的に意義のあるものかどうかを

考えながら出してく。このように、新しい問い、新しい仮説をどのように出していくかというこ

普普通通科科人人文文 理理数数科科

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、 　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは理理数数探探究究基基礎礎１１単単位位・・理理数数探探究究４４単単

　　　　○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅠⅠでで２２単単位位、、○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅡⅡ１１単単位位代代替替 　　　　位位でで代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替 　　**理理数数探探究究基基礎礎はは○○課課題題探探究究ⅠⅠでで１１単単位位代代替替

　　**数数学学実実践践文文ααはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡのの分分野野をを扱扱うう 　　**理理数数探探究究はは○○課課題題探探究究ⅠⅠでで１１単単位位、、○○課課題題探探究究ⅡⅡでで２２単単位位、、

　　**数数学学実実践践文文ββはは数数学学AAＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう 　　　　○○課課題題探探究究ⅢⅢでで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替

普普通通科科文文系系 　　**ススーーパパーー理理数数数数学学はは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、○○課課題題探探究究でで１１単単位位、、

　　　　○○科科学学探探究究でで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替

　　**数数学学実実践践文文ααはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践文文ββはは数数学学AAＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

普普通通科科理理系系

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、理理数数探探究究でで２２単単位位代代替替

　　**理理数数探探究究はは○○課課題題探探究究でで１１単単位位、、○○科科学学探探究究でで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替 　

　　**数数学学実実践践理理γγはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践理理δδはは数数学学ⅢⅢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践理理ωωはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢのの分分野野をを扱扱うう

①失敗を評価するルーブリックについて

②課題発見型授業について
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令和５年度 ＳＳＨ運営指導委員会 書面会議 の記録 令和６年２月１５日（木）実施

運営指導委員

氏 名 所 属 職 名

國藤 進 北陸先端科学技術大学院大学 名誉教授

草野 英二 金沢工業大学バイオ・化学部応用化学科 教 授

遠藤 貴広 福井大学教育･人文社会系部門 准教授

米澤 和洋 小松マテーレ株式会社 監査役

桒原 爾 東京国際大学

荒木 達人 小松市立丸内中学校 校 長

議題（黒枠内） 〇各委員の意見

〇 生徒参加型ルーブリックについては、福井で同様の事例がある。武生高校の生徒実行委員会が企

画した、複数の高校の生徒が参加する生徒交流会において、生徒がモデレーションをするという

取り組みが行われた。モデレーションをするには、パフォーマンス評価の採点基準の調整や、基

準の解釈のすり合わせが必要となる。そのために、まず学校をまたいだメンバーでグループを作

り、生徒の研究ポスターをみて、何を大事にしてどう評価するかの基準をディスカッションした。

さらにグループのメンバーを変えて同じことを繰り返し、評価の基準をつきあわせて整理して完

成させた。４３２１の基準を明確に区切る必要はない。まずいったん４（何をもって良い探究と

するのかの目標）に集中して、すりあわせをすればよい。生徒たちは発表のわかりやすさやポス

ターの見やすさなどに初めは注目するが、次第に論拠がしっかり示されているか、論拠となって

いるデータの提示の仕方に目が向くようになる。

〇 課題発見力については、生徒が課題研究発表で今後の課題として何を示しているかに注目する。

中にはとってつけたものを出す生徒もいるが、ここまで調べ考えたからこそ出せる今後の課題を

示している生徒はいる。この違いは大きい。しかも、それが社会的に意義のあるものかどうかを

考えながら出してく。このように、新しい問い、新しい仮説をどのように出していくかというこ

普普通通科科人人文文 理理数数科科

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、 　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは理理数数探探究究基基礎礎１１単単位位・・理理数数探探究究４４単単

　　　　○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅠⅠでで２２単単位位、、○○人人文文科科学学課課題題研研究究ⅡⅡ１１単単位位代代替替 　　　　位位でで代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替 　　**理理数数探探究究基基礎礎はは○○課課題題探探究究ⅠⅠでで１１単単位位代代替替

　　**数数学学実実践践文文ααはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡのの分分野野をを扱扱うう 　　**理理数数探探究究はは○○課課題題探探究究ⅠⅠでで１１単単位位、、○○課課題題探探究究ⅡⅡでで２２単単位位、、

　　**数数学学実実践践文文ββはは数数学学AAＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう 　　　　○○課課題題探探究究ⅢⅢでで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替

普普通通科科文文系系 　　**ススーーパパーー理理数数数数学学はは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、○○課課題題探探究究でで１１単単位位、、

　　　　○○科科学学探探究究でで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替

　　**数数学学実実践践文文ααはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践文文ββはは数数学学AAＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

普普通通科科理理系系

　　**総総合合的的なな探探究究のの時時間間はは○○探探究究基基礎礎でで１１単単位位、、理理数数探探究究でで２２単単位位代代替替

　　**理理数数探探究究はは○○課課題題探探究究でで１１単単位位、、○○科科学学探探究究でで１１単単位位代代替替

　　**情情報報ⅠⅠはは○○ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚｾｾﾞ゙ﾝﾝﾃﾃｰーｼｼｮｮﾝﾝ＆＆ﾃﾃﾞ゙ｨｨｽｽｶｶｯｯｼｼｮｮﾝﾝでで１１単単位位代代替替 　

　　**数数学学実実践践理理γγはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践理理δδはは数数学学ⅢⅢＣＣのの分分野野をを扱扱うう

　　**数数学学実実践践理理ωωはは数数学学ⅠⅠⅡⅡＡＡＢＢのの分分野野をを扱扱うう

①失敗を評価するルーブリックについて

②課題発見型授業について

とに注目して、課題発見型授業を考えていくこともできるのではないか。授業で発見する素材を

見つけるというトーンが強かったと思うが、このような見方もできる。

〇 失敗の定義というのは難しいが、基本的にＰＤＣＡのサイクルを作らなければいけない。最後に

新たな課題を発見した、というところで勝負するともっといいものになるのではないか。

〇 今年度の取り組みにある韓国大田科学高校の生徒も参加し で行われた大学実験セミナー

では 次元のパズルを作成して、韓国の生徒にも大変喜ばれた。日本と韓国の混成チームがトップ

クラスの結果を出したのが、興味深かった。

〇 中学校でも探究を目指しているが、卒業研究でも 時間くらいの取り組みとなっている。例えば

１年生はどれくらい時間を割いているのか教えてほしい。

⇒ 週 回 分を年間 回行うのが１年生の探究基礎。実験のテクニックがないと、研究でき

ないので予備実験を兼ねた練習も行う。実質探究で 回はとれていない。普通科２年生は年

間 回。理数科２年生は週 回年間 時間。３年生理数科は年間 回ほど行っている。

○ 中学から高校へのギャップがある。そのような学びができることは幸せであると思うし、意欲は

持ち続けて高校にやりたいと思っている。中学では発表ありきで発表の段取りばかりになってし

まっている。失敗を待てない状況である。

⇒ 今年 年生の探究基礎を受け持って、小中学校の先生のおかげで、高校ではとても意欲的に

とりくむことが出来ているのだと強く感じている。中学校での取り組みに感謝したい。

○ これからも、生徒が標準的工学リテラシー教育を受けていればできるような、いい課題が発見で

きることを願っている。

○ 化学の先生も含めて若い先生が多いが、勉強されているのか？楽しんでいるか？生徒がどう思っ

ているかはアンケートで示されていたが、先生方がこのＳＳＨの活動を通して何を学んでいるの

か？この報告の内容は、形式論の報告としては優れているが、先生が学んで、生徒が、先生が専

門分野についてよく知っているな、物理・化学のことを聞いてみたいと思うような勉強をしてい

るのかが、この報告からはわからない。先生方は小松高校から異動して他の学校でもこの学びを

生かしてもらえるのか？自分で好きで実験をしている人はいるか？それをやっていなかったら、

化学の先生は務まらないのではないか。

⇒ 自分の授業の精度を上げるための実験や、課題研究のための実験はしているが、自分の興味

でおこなっているという先生はいない。

○ 初等中等教育の先生の勉強を心配しているアクティブラーニング学会というものがある。数学や

物理では昔から取り組みが行われて方法論がはっきりしているが、それ以外の教科でも探究活動

をいれる必要がでている。化学、生物、地学の先生方が困っているだろうということで、探究に

使えるテーマをまとめている。

○ 与えられた話ではなく、自分が疑問に思ったことを実験してみた、ということを先生がやってお

られるのか？そこがないと伸びない。ちょっとやってみるだけでも違う。

⇒ 指導教員が大学時代の恩師の先生から学んだ研究テーマを課題研究のテーマにしているグル

ープがある。また、例として適切か分からないが、他の学校の発表会や研修会に参加する若い先

生は多い。しかし、自分の実験となると難しい。

⇒ 子供の学びが中心ではあるが、大人の学びは相似形でなければならないという文部科学省の

見解もあり、本校の課題の１つであると言える。

○ 教えるためにではなく、自分の好奇心がない先生の授業では生徒に伝わらない。教員の活動が見

えなかった。

○ 感想として、失敗の定義については、生徒が何を失敗としてとらえているのかということから失

敗の中身を導いてきているということでよいと思います。最終的に失敗があったとしても、途中

であきらめることなく最後に生徒が満足するというところにどのようにしてもっていけるのか。
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おそらく生徒が立ち戻るところは、リサーチクエスチョンとリサーチプランではないか。クエス

チョンとプランをどう立てさせるかということが、満足につながっていく一つの道のように感じ

ている。時間的なこともあるので考察は難しいかもしれないが、自分はこのように考えている。

○ 探究のテーマを授業から得る生徒が多いということだったが、授業以外にも、講演会等で自分の

研究をアグレッシブに発表してくれる講師の方や先輩から、ヒントを得ることもあるかもしれな

い。

○ 実際企業は結果を出して、商品にして、お客様が感動して買ってくれる、というところまでやら

なければいけない。それにつながる第一歩として高等教育の中で取り組んでもらえるのはありが

たい。過去にあるものの素材を変えて応用するなど、一歩踏み出せない状況が会社の中にもある。

先ほど日韓混成チームで良い結果が出たという話があったが、研究開発と営業という異質なもの

が合同で商品作るという時に、市場で大ヒットすることも数多く経験している。理系だけでなく、

文系の思いもよらぬアイディアがでたりもする。これからさらに研究を広げていくと、もっとい

いものになるのではないか。

○ 時間的な制約の話題については、昔は時間外に研究もやっていて、知識が身につく、形になって

いくということを経験したが、現在はそのような時代でもないので、いかにして効率よくやって

いくことが大切であると感じている。

○ 課題発見と社会実践を兼ね備えた課題を、今後の展開としては入れていく必要がある。オンデマ

ンド環境については、高校の環境は悪い。大容量のデータを送ることができない。 人 人

参加の 講演会やディスカッションが標準になっている。工夫する必要があるのではないか。

○ ギガビットで授業の内容を公開するというものを公募で行っている。

○ きらびやかさはいらないのではないか。むしろ、泥臭さを売りにする。卒業後には、そちらの方

が必要なのではないか。

○ 泥臭くやるためには、自分で実際にフィールドワークして、そこで観察した不思議だなと思うこ

とを課題にもってくれば、泥臭くなれる。

⇒ ご指摘の理科の教員の基本に戻るは大切であると、初心を思い出した。

○ 会社でどんな人が欲しいかというと、学ぶことを継続できる人が欲しい。しかし、それは採用の

ときはわからない。

○ 今の は全員、全校での取り組み。以前のＳＳＨは失敗をおそれずに大胆なものができた。今

は全員で失敗はできないので、無難な答えがあるもの、形だけの発表になりがちな面も。最上位

だけの指導をではなくなっているところが難しい。全体を考えなければならない。最初のＳＳＨ

のイメージと変わってきている。

○ 北陸に小松ありは捨てがたい。横展開をどんどんやって、文系の生徒にもＳＳＨの一員として科

学的リテラシーをつけてほしいという要望はある。ＳＳＨに今年から文理融合型基礎枠ができて、

文理融合を先端的にすすめる学校の募集を始めている。領域融合、文理融合で、実際できておら

ず苦労している学校が多い。ここは小松の得意分野であり、 を使いつつそれを全国に な

ども使って研修会などを通して直接見てもらう というのがあるとよい。普及をやらないとⅤ期

に行けないというハードルがあるので、４年目、５年目の前半でやっていってほしい。

⇒ 研究開発もこれをやっていけば、こう変わって良くなっていくのではないか、ということを

楽しむことができるとかっこいい開発になるのではないかと思う。辛いだけでは続かないので、

そのようなことも目指していけるとよいと思う。

④ Ⅳ期目４年次５年次の課題となる、課題発見型授業と失敗の評価について

⑤ 先導型Ⅰ期目の準備段階 本校の良さをどのように全国に発信していくか
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おそらく生徒が立ち戻るところは、リサーチクエスチョンとリサーチプランではないか。クエス

チョンとプランをどう立てさせるかということが、満足につながっていく一つの道のように感じ

ている。時間的なこともあるので考察は難しいかもしれないが、自分はこのように考えている。

○ 探究のテーマを授業から得る生徒が多いということだったが、授業以外にも、講演会等で自分の

研究をアグレッシブに発表してくれる講師の方や先輩から、ヒントを得ることもあるかもしれな

い。

○ 実際企業は結果を出して、商品にして、お客様が感動して買ってくれる、というところまでやら

なければいけない。それにつながる第一歩として高等教育の中で取り組んでもらえるのはありが

たい。過去にあるものの素材を変えて応用するなど、一歩踏み出せない状況が会社の中にもある。

先ほど日韓混成チームで良い結果が出たという話があったが、研究開発と営業という異質なもの

が合同で商品作るという時に、市場で大ヒットすることも数多く経験している。理系だけでなく、

文系の思いもよらぬアイディアがでたりもする。これからさらに研究を広げていくと、もっとい

いものになるのではないか。

○ 時間的な制約の話題については、昔は時間外に研究もやっていて、知識が身につく、形になって

いくということを経験したが、現在はそのような時代でもないので、いかにして効率よくやって

いくことが大切であると感じている。

○ 課題発見と社会実践を兼ね備えた課題を、今後の展開としては入れていく必要がある。オンデマ

ンド環境については、高校の環境は悪い。大容量のデータを送ることができない。 人 人

参加の 講演会やディスカッションが標準になっている。工夫する必要があるのではないか。

○ ギガビットで授業の内容を公開するというものを公募で行っている。

○ きらびやかさはいらないのではないか。むしろ、泥臭さを売りにする。卒業後には、そちらの方

が必要なのではないか。

○ 泥臭くやるためには、自分で実際にフィールドワークして、そこで観察した不思議だなと思うこ

とを課題にもってくれば、泥臭くなれる。

⇒ ご指摘の理科の教員の基本に戻るは大切であると、初心を思い出した。

○ 会社でどんな人が欲しいかというと、学ぶことを継続できる人が欲しい。しかし、それは採用の

ときはわからない。

○ 今の は全員、全校での取り組み。以前のＳＳＨは失敗をおそれずに大胆なものができた。今

は全員で失敗はできないので、無難な答えがあるもの、形だけの発表になりがちな面も。最上位

だけの指導をではなくなっているところが難しい。全体を考えなければならない。最初のＳＳＨ

のイメージと変わってきている。

○ 北陸に小松ありは捨てがたい。横展開をどんどんやって、文系の生徒にもＳＳＨの一員として科

学的リテラシーをつけてほしいという要望はある。ＳＳＨに今年から文理融合型基礎枠ができて、

文理融合を先端的にすすめる学校の募集を始めている。領域融合、文理融合で、実際できておら

ず苦労している学校が多い。ここは小松の得意分野であり、 を使いつつそれを全国に な

ども使って研修会などを通して直接見てもらう というのがあるとよい。普及をやらないとⅤ期

に行けないというハードルがあるので、４年目、５年目の前半でやっていってほしい。

⇒ 研究開発もこれをやっていけば、こう変わって良くなっていくのではないか、ということを

楽しむことができるとかっこいい開発になるのではないかと思う。辛いだけでは続かないので、

そのようなことも目指していけるとよいと思う。

④ Ⅳ期目４年次５年次の課題となる、課題発見型授業と失敗の評価について

⑤ 先導型Ⅰ期目の準備段階 本校の良さをどのように全国に発信していくか

資料３  研究テーマ一覧 
教科名：「自然と科学」 科目名：「探究基礎」

第 学年普通科・ 単位

Ｈ
古い街でいろんな制限があるなか配送業頑張

ってみた
近岡（数学）

Ｈ 不要なトラックの選択とその根拠 近岡（数学）

Ｈ
条件が課された配送トラックの効率的な運行

方法
近岡（数学）

Ｈ 制限の中での効率的な配達車の運用方法につ

いて
近岡（数学）

Ｈ Χのない問題のΧの導き方 近岡（数学）

4567Ｈ 観光都市における効率的な運送方法 松島（数学） 

Ｈ 都市に最も効率良くものを配送する方法 松島（数学）

Ｈ ある条件下における最適解の探究 松本（数学）

Ｈ 売るべきバンを数学的に考えてみた 松本（数学）

Ｈ 条件に適した経路の導出 松島（数学）

Ｈ
現代的な都市における移送用バンの使用時の

最適なルートとその選択方法についての研究
松島（数学）

Ｈ 旧市街における必要な運送用バンの取捨選択 松本（数学）

Ｈ 密集した街の合理的な選択について 松本（数学）

Ｈ
フォークボール投球時の回転数と落ち幅の関

係性
盛田（理科）

Ｈ ゴム球が跳ね返る高さの回数による変化 盛田（理科）

Ｈ 振り子の周期 盛田（理科）

Ｈ ぶつかるボールの数と減速の仕方の関係 盛田（理科）

Ｈ 音の強さと距離の関係 盛田（理科）

Ｈ センター物理（追試）実験で検証 盛田（理科）

Ｈ 紙飛行機の飛距離と角度の関係 藤田（理科）

Ｈ を投げるには？ 藤田（理科）

振り子の共振 藤田（理科）

力学的エネルギー実験器におけるけん玉の成

功とそれに関する考察
藤田（理科）

輪っか飛行機の落ち方と飛距離 藤田（理科）

モアイを効率よく運ぶには 藤田（理科）

カオスが極まる〜二重振り子がより回転する

には
藤田（理科）

強炭酸水と炭酸水の違い 加茂（理科）

質量パーセント濃度の背比べ 加茂（理科）

炭酸の強さと質量パーセント濃度の関係 加茂（理科）

ジュースの％の真偽 加茂（理科）

出汁の質量パーセント濃度を求める（中和滴

定で
加茂（理科）

りんごジュース滴定 加茂（理科）

スポーツドリンクの質量パーセント濃度 石黑（理科）

ヨーグルトの中和滴定を用いた質量パーセン

ト濃度
石黑（理科）

カルピス原液の質量パーセント濃度 石黑（理科）

レモン果汁の質量パーセント濃度を求める 石黑（理科）

醤油の質量パーセント濃度を求める 石黑（理科）

スポーツドリンクの中和滴定 石黑（理科）

化粧水の中和滴定 石黑（理科）

ドレッシングの質量パーセント濃度 石黑（理科）

心拍数と外的要因 米林（理科）

体内環境の維持 持久力を上げるには 米林（理科）

心拍数と戻り方の個人差について 米林（理科）

運動による血液循環量の変化 米林（理科）

体内環境の維持～安静時と運動時の心拍数の

関係から～
米林（理科）

睡眠時間と運動能力の関係性 米林（理科）

持久力を向上させるには 米林（理科）

心拍数と運動、感情、化学物質の関係の考察

～心拍数の不思議～
政浦（理科）

運動、感情、薬品の つの観点から調べる心

拍数の変化
政浦（理科）

運動や精神状態、神経伝達物質と拍動数の関

係の考察
政浦（理科）

運動と感情の変化による心拍数の変化の測定

〜心身と拍動数に関係はあるのか〜
政浦（理科）

心拍数の変化についての考察 政浦（理科）

心拍数を上げる作用と物質の検証 政浦（理科）

運動と心境の変化による心臓への影響の考察

〜心臓にクスリかけてみた。〜
政浦（理科）

人や生物の心拍数の変化の考察 政浦（理科）

運動、感情、化学物質による心拍数の関係の

考察〜心拍数を早く下げて、落ち着きた

い！！〜

政浦（理科）

感情による心拍の変化の考察 政浦（理科）

心拍数の増減に関わる作用の探究 ドキドキ

♡私の感情のジェットコースター☆
政浦（理科）

屋上と南方壁面では、どちらに太陽光パネル

を置いたほうが発電できるか？
荒川（理科）

太陽光発電どっちがいい？ 荒川（理科）

小松高校で最も多い発電量を得られる方法は

なにか？
荒川（理科）

屋上と壁面で発電するには、どちらが効率的

か
荒川（理科）

太陽光発電は壁面と屋上のどちらが良いの

か？？
荒川（理科）

小松高校での太陽光発電は屋上と南側の壁面

どちらのほうが発電量が多いか
荒川（理科）

屋上と南側の壁にソーラーパネルを取り付け

たときの発電量の大小比較
荒川（理科）

太陽光発電の設置場所について 荒川（理科）

太陽光発電は屋上か南壁のどちらが良いか 荒川（理科）

太陽光発電の最適な位置は屋上か？壁面か？ 荒川（理科）

教科名：「自然と科学」 科目名：「課題探究」

第 学年普通科（理系）・ 単位

Ｈ 二次関数を用いた玉入れでの勝ち方 荒納（数学）

Ｈ
図形への近似を用いたレックウザの体積の算

出
荒納（数学）

Ｈ
カジノルーレットで損をしない限界回数と必

要な資金
荒納（数学）

Ｈ
超小型コンピュータを利用した 運転の可

能性
田賀（数学）

Ｈ 授業中に寝てもバレない角度ある説 田賀（数学）
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245Ｈ フラクタル構造を用いた植物の根の解析 田賀（数学） 

Ｈ 清潔なシンクを保ちたい
前田・横川

（理科）

Ｈ ペットボトルにおける大気圧と表面張力の実

験

前田・横川

（理科）

Ｈ 羽の違いによる飛び方の違い
前田・横川

（理科）

Ｈ 回生ブレーキの作成
前田・横川

（理科）

Ｈ 雷を蓄電したい
前田・横川

（理科）

Ｈ 温度差による発電
前田・横川

（理科）

Ｈ
強い電池を作るための条件と具体的な方法に

関する研究

久間・杉村

（理科）

Ｈ 環境に優しい抗菌剤をつくる
久間・杉村

（理科）

Ｈ 混ぜるな危険における塩素の発生条件
久間・杉村

（理科）

Ｈ 温度・発光色と発光時間の関係
久間・杉村

（理科）

Ｈ 衣服に付いたスライムの溶かし方
久間・杉村

（理科）

Ｈ スポーツにおいて利き手と逆を鍛えることで

得られる効果
角橋（体育）

Ｈ
においによってパフォーマンスは向上するの

か
角橋（体育）

共テ センター 中田（数学）

標準偏差の拡張 中田（数学）

パズルにおいて不可能盤面を可能盤面にす

るには？
田中（数学）

バドミントンにおけるシャトルの軌道を座標

平面上の関数によって考察
田中（数学）

テンセグリティ構造の形と耐久性の関係 横川（理科）

プロペラの形状と電圧による回転数と揚力の

関係の研究
横川（理科）

力学台車を使用して運動方程式を導き出す実

験の方法
盛田（理科）

ペットボトルロケットにおける水温が及ぼす

影響
盛田（理科）

珈琲の淹れ方による苦味の変化について 石川（理科）

サンゴに優しく落ちにくい日焼け止めを作り

たい
石川（理科）

マグネシウム燃料電池における電解質 石川（理科）

の照度と の関係とそ

の利用
加茂（理科）

スライムに尿素を加えた効果 加茂（理科）

散乱剤と吸収剤を利用して紫外線を遮断する 加茂（理科）

水分と油分の割合を変化させた溶液によるバ

ナナの皮の乾燥度変化の測定
政浦（理科）

カリン由来酵母のスクリーニングとアルコー

ル発酵能力の測定
政浦（理科）

メダカの色によるエサの識別に対する学習に

関するの探求
政浦（理科）

教科名：「自然と科学」 科目名：「課題探究」

第 学年普通科（文系）・ 単位

Ｈ
源氏物語においての「もののあはれ」の象徴は

六条御息所なのか

田村智

（国語）

Ｈ
グリム童話において狼と狐が同じ作品に登場し

やすいこととそれぞれの動物のイメージは関係

があるのか
Ｈ 日本人によって創作されたきつねの姿の変遷

Ｈ 文語文法を用いた表現はなくならないのか

Ｈ

ロシアがウクライナに侵攻した理由の一つにウ

クライナ国内での宗教の違いが関係しているの

ではないか

大丸谷

（地歴）

Ｈ
ディズニープリンセス映画にはジェンダー差別

表現があるのか
大丸谷

（地歴）

Ｈ
クロームブックに高校生が求めるものと教師が

求めるものの差を埋めるには？

Ｈ アメリカ人は肉体的に健康であるのか

古谷

（英語）

Ｈ
アメリカと日本ファッション流行の違いと共通

点

Ｈ
アメリカのお笑いはなぜ今も差別的発言が残っ

ているのか

Ｈ 日本は飛び級制度を一般的に導入すべきか 内堀

（国語）Ｈ
「借りぐらしのアリエッティ」の情景から主人

公の気持ちを読み取ることができるのか

Ｈ
今後起こるとされる南海トラフ地震の被害を減

らすために私たちにできることはあるか

大茂

（地歴）

Ｈ 石川県にテーマパークをつくることは可能か

Ｈ 日本は難民認定基準を下げるべきか

Ｈ 石川県の運動部加入率を増加させるには
山田

（体育）Ｈ 高校生に効果的なダイエット方法

Ｈ 安楽死を日本で合法化するためには

中村

（英語）

Ｈ 日本で英語を公用語にすること可能なのか？

Ｈ 日本の幸福度を上げるには

教科名：「自然と科学」 科目名：「課題探究Ⅱ」

第 学年理数科・ 単位

班 研究テーマ 担当（教科）

１

多層三目並べのプログラミングによる

解析と条件の違いが与えるゲーム性の

評価

荒納（数学）、宮村（外国語）

２
コラッツ予想における試行回数が同じ

連続自然数の考察
中田（数学）、宮村（外国語）

３
サイクロイド的アプローチによるルー

ローの多角形の特性の考察
田賀（数学）、宮村（外国語）

４
の変化によるキューティクルの開き

具合の操作
藤田（理科）、福岡（外国語）

５
超音波を用いた物体浮揚における周波

数と静止位置の関係
横川（理科）、福岡（外国語）

６
ミルククラウンが立ち上がる高さと時

間の関係について
盛田（理科）、東野（外国語）

７

耐久力が高く剥がせる糊の実現に向け

たデンプン糊の濃度と剥離力の関係の

解析

米林（理科）、中村（外国語）

８

身近なコロイド溶液を媒体とし光を広

範囲に散乱させたときに溶液が最も明

るくなる条件

石黑（理科）、東野（外国語）

９
豆苗の播種密度の差による可食部の乾

燥重量の測定
政浦（理科）、中村（外国語）

気温変化と蜃気楼の見え方の変化 荒川（理科）、中村（外国語）

教科名：「人文科学」 科目名：「人文科学課題研究Ⅰ」

第 学年普通科人文科学コース・ 単位

班 研究テーマ 担当（教科）

１ 加賀地方において白山信仰は廃れていくのか 大茂（地歴）

２ の社会性はキリスト教に匹敵するか 江尻（国語）

３ 『バムとケロ』における性別の描かれ方 中谷内（国語）

４ 笑いは内的ストレスを低減するのか 松原（英語）

５
石川の魅力を認知させるための観光プランの

提案
西（英語）

６ ふるさと納税から見る寄付の定義 江尻（国語）

７
技能実習制度から新制度への移行によって、技

能実習生の労働環境は改善するのか？
大丸谷（地歴）

８
インターネット上の対人関係は主観的幸福感

に影響を与えるのか？
坂谷（地歴）

９
アメリカでのヘイトスピーチの原因は「言論の

自由至上主義」なのか？
小林（地歴）

石川県を の人々が住みやすい街にする

には
古谷（英語）
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245Ｈ フラクタル構造を用いた植物の根の解析 田賀（数学） 

Ｈ 清潔なシンクを保ちたい
前田・横川

（理科）

Ｈ ペットボトルにおける大気圧と表面張力の実

験

前田・横川

（理科）

Ｈ 羽の違いによる飛び方の違い
前田・横川

（理科）

Ｈ 回生ブレーキの作成
前田・横川

（理科）

Ｈ 雷を蓄電したい
前田・横川

（理科）

Ｈ 温度差による発電
前田・横川

（理科）

Ｈ
強い電池を作るための条件と具体的な方法に

関する研究

久間・杉村

（理科）

Ｈ 環境に優しい抗菌剤をつくる
久間・杉村

（理科）

Ｈ 混ぜるな危険における塩素の発生条件
久間・杉村

（理科）

Ｈ 温度・発光色と発光時間の関係
久間・杉村

（理科）

Ｈ 衣服に付いたスライムの溶かし方
久間・杉村

（理科）

Ｈ スポーツにおいて利き手と逆を鍛えることで

得られる効果
角橋（体育）

Ｈ
においによってパフォーマンスは向上するの

か
角橋（体育）

共テ センター 中田（数学）

標準偏差の拡張 中田（数学）

パズルにおいて不可能盤面を可能盤面にす

るには？
田中（数学）

バドミントンにおけるシャトルの軌道を座標

平面上の関数によって考察
田中（数学）

テンセグリティ構造の形と耐久性の関係 横川（理科）

プロペラの形状と電圧による回転数と揚力の

関係の研究
横川（理科）

力学台車を使用して運動方程式を導き出す実

験の方法
盛田（理科）

ペットボトルロケットにおける水温が及ぼす

影響
盛田（理科）

珈琲の淹れ方による苦味の変化について 石川（理科）

サンゴに優しく落ちにくい日焼け止めを作り

たい
石川（理科）

マグネシウム燃料電池における電解質 石川（理科）

の照度と の関係とそ

の利用
加茂（理科）

スライムに尿素を加えた効果 加茂（理科）

散乱剤と吸収剤を利用して紫外線を遮断する 加茂（理科）

水分と油分の割合を変化させた溶液によるバ

ナナの皮の乾燥度変化の測定
政浦（理科）

カリン由来酵母のスクリーニングとアルコー

ル発酵能力の測定
政浦（理科）

メダカの色によるエサの識別に対する学習に

関するの探求
政浦（理科）

教科名：「自然と科学」 科目名：「課題探究」

第 学年普通科（文系）・ 単位

Ｈ
源氏物語においての「もののあはれ」の象徴は

六条御息所なのか

田村智

（国語）

Ｈ
グリム童話において狼と狐が同じ作品に登場し

やすいこととそれぞれの動物のイメージは関係

があるのか
Ｈ 日本人によって創作されたきつねの姿の変遷

Ｈ 文語文法を用いた表現はなくならないのか

Ｈ

ロシアがウクライナに侵攻した理由の一つにウ

クライナ国内での宗教の違いが関係しているの

ではないか

大丸谷

（地歴）

Ｈ
ディズニープリンセス映画にはジェンダー差別

表現があるのか
大丸谷

（地歴）

Ｈ
クロームブックに高校生が求めるものと教師が

求めるものの差を埋めるには？

Ｈ アメリカ人は肉体的に健康であるのか

古谷

（英語）

Ｈ
アメリカと日本ファッション流行の違いと共通

点

Ｈ
アメリカのお笑いはなぜ今も差別的発言が残っ

ているのか

Ｈ 日本は飛び級制度を一般的に導入すべきか 内堀

（国語）Ｈ
「借りぐらしのアリエッティ」の情景から主人

公の気持ちを読み取ることができるのか

Ｈ
今後起こるとされる南海トラフ地震の被害を減

らすために私たちにできることはあるか

大茂

（地歴）

Ｈ 石川県にテーマパークをつくることは可能か

Ｈ 日本は難民認定基準を下げるべきか

Ｈ 石川県の運動部加入率を増加させるには
山田

（体育）Ｈ 高校生に効果的なダイエット方法

Ｈ 安楽死を日本で合法化するためには

中村

（英語）

Ｈ 日本で英語を公用語にすること可能なのか？

Ｈ 日本の幸福度を上げるには

教科名：「自然と科学」 科目名：「課題探究Ⅱ」

第 学年理数科・ 単位

班 研究テーマ 担当（教科）

１

多層三目並べのプログラミングによる

解析と条件の違いが与えるゲーム性の

評価

荒納（数学）、宮村（外国語）

２
コラッツ予想における試行回数が同じ

連続自然数の考察
中田（数学）、宮村（外国語）

３
サイクロイド的アプローチによるルー

ローの多角形の特性の考察
田賀（数学）、宮村（外国語）

４
の変化によるキューティクルの開き

具合の操作
藤田（理科）、福岡（外国語）

５
超音波を用いた物体浮揚における周波

数と静止位置の関係
横川（理科）、福岡（外国語）

６
ミルククラウンが立ち上がる高さと時

間の関係について
盛田（理科）、東野（外国語）

７

耐久力が高く剥がせる糊の実現に向け

たデンプン糊の濃度と剥離力の関係の

解析

米林（理科）、中村（外国語）

８

身近なコロイド溶液を媒体とし光を広

範囲に散乱させたときに溶液が最も明

るくなる条件

石黑（理科）、東野（外国語）

９
豆苗の播種密度の差による可食部の乾

燥重量の測定
政浦（理科）、中村（外国語）

気温変化と蜃気楼の見え方の変化 荒川（理科）、中村（外国語）

教科名：「人文科学」 科目名：「人文科学課題研究Ⅰ」

第 学年普通科人文科学コース・ 単位

班 研究テーマ 担当（教科）

１ 加賀地方において白山信仰は廃れていくのか 大茂（地歴）

２ の社会性はキリスト教に匹敵するか 江尻（国語）

３ 『バムとケロ』における性別の描かれ方 中谷内（国語）

４ 笑いは内的ストレスを低減するのか 松原（英語）

５
石川の魅力を認知させるための観光プランの

提案
西（英語）

６ ふるさと納税から見る寄付の定義 江尻（国語）

７
技能実習制度から新制度への移行によって、技

能実習生の労働環境は改善するのか？
大丸谷（地歴）

８
インターネット上の対人関係は主観的幸福感

に影響を与えるのか？
坂谷（地歴）

９
アメリカでのヘイトスピーチの原因は「言論の

自由至上主義」なのか？
小林（地歴）

石川県を の人々が住みやすい街にする

には
古谷（英語）

＜人文科学課題研究Ⅱ＞

第 学年普通科人文科学コース・ 単位

担当：江川・酒匂・松原（英語）、岡部（国語）

資料４ 定期考査に出題した探究力問題

詳細は本校ホームページに掲載

資料５ 本文中に掲載したルーブリック・検査用紙一覧 （掲載した物のみ）

生徒参加型ルーブリック

資料６ 各種発表会・学会・コンテストへの参加

各種科学系コンクール参加数

令和５年度

実施日 参加人数 会場 結果 受賞

数学オリンピック 予選 勤労者文化会館

物理チャレンジ 次チャレンジ ｵﾝﾗｲﾝで実施 名が予選通過

化学グランプリ 次選考 ｵﾝﾗｲﾝで実施

生物学オリンピック 予選 金沢泉丘高校

情報オリンピック 次予選 など ｵﾝﾗｲﾝで実施

１ ６

２ ７

３ ８
The Stepmother’s Role in the 

４
Minister in their 30’s?

９

５
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情報オリンピック 次予選 ｵﾝﾗｲﾝで実施 名敢闘賞

地理オリンピック 次予選 ｵﾝﾗｲﾝで実施

日本数学 ｵﾝﾗｲﾝで実施 チーム優良賞

参加のべ 名

（全国）

物理チャレンジ 次チャレンジ ～ 岡山国際交流センター 名奨励賞

科学の甲子園

令和 年 月 いしかわ高校科学グランプリ（「科学の甲子園」石川県代表選考会）

理数科 チーム、理数科普通科混合 チーム 名参加 総合 位

全国ＳＳＨ生徒研究発表会

令和 年 月 「時間割作成プログラムの研究」（数学分野）

生徒による国内学会高校生部門発表・国際学会発表

令和 年度 全国数学生徒研究発表会 （マスフェスタ）

「改変版ゴブレットゴブラーズの分析とゲーム性の所以の考察」

「コラッツ予想」

「ルーローの多角形における特殊サイクロイドの考察」

令和 年度 ジュニア農芸化学会

「豆苗の播種効果に与える条件についての研究」

令和 年度 第 回日本物理学会 セッション（オンライン開催）

「ミルククラウンの粒の個数を決める要因について」

令和 年度 つくば

「多層三目並べのプログラムによる解析と条件の違いが生む勝利盤面数の変化」

「デンプンのりを用いた粘性と接着力の相関関係」

「チンダル現象によるコロイド溶液の明るさについて」
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令和３年度指定

スーパーサイエンスハイスクール

研究開発実施報告書・第１年次

令和６年３月発行

石川県立小松高等学校

〒 石川県小松市丸内町二ノ丸

  

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/komafh/home 
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